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時 の 葉 ア ル ミ = ウ ム 時 代

ー震の爆弾{ ニよって鹿島の大部分が一瞬にして壊滅した時、その数日後に始めてこの爆

弾が原子爆弾であろうと摩者によって推定されて、それ迄原子爆弾等は全然耳にした事も

なかった日本人の鴬き様はなかった。鞍前は日本の技術者は日本の技術を過信して、もは

や欧米に摩ぶものなしとさえ云われて居ったが、戟宰に入ってブルドーザー、キヤリオー

ル刺用の偉力に瞳目しレーダーの活用に手も足も出なくなり、 B2 9に遭って- ! i f の焼実弾

に封する防空演習の自己満足が消し飛ぶに至って、アメリカの技術を大きな驚きをもって

再評慣し、井中の蛙式の日本の技術の貧困さを技幹』者も一般人も痛感した。

わが建築界も勿論その例外ではなレ。戦前わが建築構造堕ゃ建築保健畢等は長足の進歩

をした。併しその基礎皐理はすべて欧米に負う所のものであって、わが固に濁創の原理が

設見される事はなかった。大正の牛ば過ぎ、アメリカ技術が大いに輸入されて東京丸ノ内

の大建築の数個がそれによって建てられた慮、関東大地震に遭ってそれらが大損害を繋っ

た虚からアメリカの技術を蔑観する偏向があったが、これはアメリカの技術輸入に嘗って

地震固たる我国の特殊事情を十分考慮し: なかった事、換言すれば、わが技術者の技術の不

足さをむしろ曝露した事であった。

建築も鞍宰以家十数年の空白時代を趨てむしろ退歩している聞に、特にアメリカでは相

嘗の進展を見せている事が近着の雑誌でも明かであるO そうすれば日本の建築界 i土少くと

もアメリカの技術に先づ率直に撃ばねばならぬO そのうち軽金属の利用の駐を第一 lニ取り

上げねばならぬと思う。兵器用の軽金属BI l ちアルミニウムが載後f也の用途に向けられるべ

きは嘗然の事であるが、アメリカの一九四八年の統計によると3 7 %が建築需要にあてられ

ていると云うのは一驚に値する。アメリカて' はすでに戟前の建築たるヱムバイヤーステー

トビルデイングやロックフエラーセンターも相嘗量のアルミニウムを使用したとの事であ

るが、今年ピッ、ソバーグには全アルミニウムの三十階ビルデイングが着工せられるとの事

で、戸、障子、腰羽目、間仕切等の外、舛壁、務目板にも用い、更に電線、電灯器具、排

気等に用いられるらしい。英国でも航空機工業建築轄用研究協曾と云うのが出来て、政府

も住宅の大量建設に努力しており、諸外国の需要にも躍じていると報ぜられている。

アメリカ式のアルミニウム住宅生産曾祉が日本にも設立されている事は建築界では知ら

れておろう。大阪の或る建築設計監理業者が載後工場生産組立住宅を賓り出して相嘗の成

績を牧めた事があったが、今はあちこちに建築材料としての軽金属の研究曾が出来て本格

的にアルミニウムの建築えの利用に乗り出されたのは、おくればせ乍らと雄も意を強うす

るに足る。アルきニウムの建築えの利用については勿論種々の難黙は考えられる。併し印

度ではオールフ. ラスチックの家屋さえも作られていると報ぜられているし、原子爆弾は超

水素帰環に代らんとしつつある。建築に木造もあれば煉瓦迭もあり、コンクリート遣も錦

遣もある。十分の餌究工失もせずにアルミニウム遣が不運営だと云われょうか。

滋に鑑みる所があってわが[ 建築と枇曾」はアルミニウム特輯競を出す。これによって

アルミニウ4 の建築えの利用促進にー管の力を借す事になれば本懐である。
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一円 コー φ ｾ ， ｟ Ｎ ｾ Ｍ Ｍー ザコ吋 ・ 一一 ＮＮｾ ｾ Ｍ｜ＺＢ ｾ Ｎ ｟ Ｍ Ｍ 一 、

貧 堂 セ ッ ト 新 し い 家 具 エ 翠 展 覧 曾

懐 秀 賞 授 賞 作 品

内 外 木 材 工 業 株 式 禽 社 出 品

第 2 回展示合の出品セッ トの着怨は 、新し 〈日本の佐 宅と して宜現 し得る l ｾ量 を忌む見

? こ。マスプロダク トの可能な簡素な形態と構成生産憤格 の低廉、使用の向由主年をねら

て、

主 材 料 テ ーブル、サイドポ{ ド、スツールの脚部は 、持関材 の 白色 材 を( R刷 、

サイドボ ー ドの側板、扉演は 、組材の ロータリベニアリングし t: 。

副 材ー 事' 4 テ ープルの甲板の上 に 1 校ネノレ地を下張り して5支部の音を消すために其

の上 に錆紡のヵネピヤンをカンパス張りす〔カネビヤンは附内定ピニール系宏、主JJ71'， に

題化あり 、甲板なさには臨{ ヒピ エ{ ル系を使用するがよい〕

塗装艮仕上 村ｾ ［， 嬰材部分は白 色白止クリヤラッカ ー仕上、 机ロ ー タリー ペエヤ 、側 板

はよ記と同じ仕上げ、 扉 、引;主 戸は 、梅若茶子lo_ e ローメ; グレー の ヱナメ ルラッ カー仕

上、抽出 の前板悼のベ ユアリングで白色クリヤラッカ ー仕上、 金 具類は 凡てW. ]1メ

ツキ仕上。扉及び ｾｉ 戸内部は、白 ｦ｢ Ｎ エ ナメルラッカ ー 仕上 Ｎ引 運戸の穴の寺島 、￭ｊＡ ｕ より利Ｑ｝

き金絹張り定気ベ ンネレート を汚える。

構 成 サ イ ドボ ード の上部キヤピ ネッ ト、 三 分出来るようにしてA. B. C. ω

ユ= ツトを使用の上から B. A. B. CAC.  C B B C 等に向由 に組合わせられる。

スツ ールは花合 、 火鉢台 、扇風探時の台 と然F f J し得る 。. スツール の上郁は穴を 明け 、

クッシヨン結び付け易〈考え た 。

相1の ロータリ ベ ニアω、白 f.b， 目止めクリヤラッ カー仕上げは成功 しL 。従来の材料

ω使用研究、新 しい材料ω使用によって新感受も進歩もめるのではないでせう かつ
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位 置 大阪市東区淡路町御堂筋商ノ辻角 床柱し{ま丸太 、地復松ヤニ領、 第 し掛け杉

設 計 松 田IJS間設計事務所 第 3 和 室一盛京壁、天井杉中杢敷目領、続縁

施 工 株 式 食 紅 新 工 務 所 香節叉l士北山丸太 、掛け込み天井霞トクサ

構 議 木議 2 階建 1階14降76 1階15坪58 計30坪34 並 べ、床柱香節丸太 プスマ はす べて大鼓

仕上概要 張り

民 有望 日本瓦、一部亜鉛鍛鍛板菱、オイル ペ γ キ仕上 平 面 圃 説 明

内部仕上 1 猶 場 A  ノミーカウソ F K 棚

1  F苛 瀦 壊ー床瓦薮き 、墜稲荷山、 腰櫓節領 、穴弁 2  爾王理 場 B 流 し L 物 入

稲 荷山、 4車線香節叉l士北山丸太太鼓涼し
3  第 4 和皇室 C テ ー プ ル

露 地ー床 踏石友那智黒石3設、箆錆 墜、幕妓 杉
4 手 洗 ひ D 椅 子

第 4 手n室ー壁 壁京、天井杉大和打、 床柱しぼ 5 浴 室 E  1甲 入

丸 太 、地復降、議し:鰐竹皮肌 日 第 1 和室 F 床

2  ｾＮ哲 第 1 手D室ー 壁京壁、天井杉中杢敷 目板 、参v 込 7  第 2 和室 G  ｾ＠

天井トグサ網代、呑1m丸太 、床柱 U ま丸太 8  第 3 和 室 H  グ /7' リ

till¥.反松ヤ ニ板、務 L 拡け杉 9 手 洗 ひ
下ー

駄 箱

第 2 私室- ¥'(ま京盤 、天井杉網代、呑 節丸太 、 10 廊 下 戸 棚
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設計例アルミエウムハウス

ヂ ユ ラ ル ミ ン ハ ウ ス

外部仕上げ材斜に ヂ ユ ラ ノレ ミ

ゾを使用 している。 ヂ ユラル

ミゾがそんタ ノレに密箭してL 、

るが目前由を認めな い 。

一 _ /
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ヂ?ち誇

新扶桑金属株式禽社伸銅所

事務所 〈名古屋市〉

昭和2 1年 1 月竣工

玄闘廻 り一ー ポーチ 、夫弁 、

椅子にAI 使用

ホー ル一一ー柱 、カ ウ y 3'ー に

Al 使用

可
S

診

玄 関 廻 り ホ ー ル

人l 絡 子
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農 協 禽 舘 玄関( 庇にAl を使用)

昭 和24年 12月竣工

10 

組立式アルミエウムハウス

大阪銀行災害時用管業所

竣工 昭和24年 6 月

備 考 慮 様、護 、床共パネル

式機塗で移鈎HI 立容易

たるもの

米 協 p" o ma r 山の天文合の大国屋根( アルミ箔張り)



日本{ ! R] 1母子株式町生四日市工場事務所

昭和24年12月竣工 玄関廻り 及ホール の m =_ A l使用

〈

織

で

が

/

朝 日 ビ ル デ イ ン ゲ ( 名古屋市〉

外装に AI 使用

アJ Lξ 箔の壁張 り 自動車車庫のアルミ箔天井張り
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東京工業大事清家研究室 アルミ二ウムハウス

プレ 7 7 7 ' 建築 の 依拠であるプランのフレキシピリ

テ ( 融通性) について解決を呉えたのは 、この怖の狭

いf J ! 位素子による 1'i李成で ある。 巾25糖 、高さ 2 米25纏

の管ｾ犬素 子 ｬ 土中 ｅ きである。この ＧｬＱ 状素子によって 控 位

がｦｉｾ或される。この中 主 主 提 起 ｬ 士耐磐 、 耐懇の目 的 を果

している。 空 気l士有効な跨i黙で・あって而も F 〆で使え

る。
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本 邦 に 於 け る ア ル ミ = ウ ム 製 造 法 に 就 い て

.'n.， 

I tI 草

世界に於てアルミニウムを金協として初めて遺

ることに成功したのは今から約80年程前の事で、

次で1886伴に初めてアメりヵ及びフランスに於て

工業闘に製錬出来る僚になったのである。以来念

速の進歩を来し吾が園に於ても明治、大正時代理

# 製造が試みられたが好結果を得る に至らなかっ

亡。昭和 8 年昭和電工株式合位( 前身 日本電祭工

業株式合祉〉日新化事工業株式合l社〈奮佐友化事

工業株式合紅、 奮住友アルミ= ウム製錦、株式合

jit f : ) に於て園産原料明書草石よりアルミナの製迭に

成功し、次いでアルミ= ウムの製錬が開始せられ

鯵 1表 日本に於けるアルミ= ウム生産量

王手 日日 生 産 金

昭 9 年
( 1934)  538活

。10，，. ( 1935)  2 ，684 

。11 ，，. ( 1936)  4，693 

。12... ，. (1937)  13，106 

。13，，. (1938)  19，258  

。14'，. ( 1939)  29，153 

。1. '5... ，. (1940)  35. 248 

。16，，. (  1( 41) 65，492 

。17，，. (1. 912)  。2，444

。J 8'，. ( 1943)  132，841 

。19'，. (19盛4) 136，732  

。20，，. (1945 )  20，100  

。21 ... ，. ( 1946)  3，190 

。22ク ( 1947)  2，708  

。23，，. (1948)  6，965 

中 尾
申

.c，l  
雄

以来撒多〈のアルミニウム製錦. 舎J祉が設立され 、

日支主義盟理及び第二次世界大毅に依る需要増加に到

して精産 lこ拍車がかげられ、昭和19年 く1944) に

は 13高踏絵のアルミエウムが生産されるに至つ

Tこ。

終鞍後アルミ= ウムの製錦、は殆んて' 休止の紋態

にあっ7こりれさ' も、昭和23年の春ボーキサイトの

輸入が許可せられてよりアルミニウム製造工業は

着キ後奮し、昭和24年度 ( 1949) には 2 寓 5 千 班

昭和25年 ( 1950) には約 3 高踏のアルミニウムの

生産が殻定されてゐる。

日本に於げるアルミエウム生産の賓績は第 1 表

の通 りである。

E  アルミニウムの製造法

アルミニウムは地球表面上珪素にヨたで最も多く

分布される元素の一つであるりれ共、アルミ= ウ

ム製造用原料としては比較的アルミ= ウム分の多

い明磐石、粘土或はボ F キサイト等が使用せられ

工業的には殆んぜボーキサイトにい存してゐる。

而して之等アルミナ含有物よ bアルミ= ウムを遺

るには第一に之等アルミ ナ含有物よ り純粋なサ ル

ミナ( 酸化アルミニウム〉を分離製造する行躍

し次に純粋のアルミナを電気分解して金書5アル

ミニウムにするこつの行程を経て製造せられる a

A アルミナの製謹

先づ純粋のアルミナを製造するには各種の製造

法があるりれ' e' t> ，最も虞〈行はれ且つ工業的に

安施されてゐるのはパイヤ戸法主呼ばれるアルミ

ナ製造法で其の製造行程は第 2 表の通りである。

第 2表に於て原鮪石ボ ーキサイトは共存する宥

機物水分を除去するため、 500- 600

0

C に賠償し

た後粉砕し苛性ソーダ溶液と共にオートクレープ

13 



内に於てカ日塵加熱せられる。

此月rr に於てボーキサイト中に含

まれるアルミナ ( Ai.20 8 ) は苛性ソ

ーダに滞解してアルミン酸ソ戸グ

溶液 ( AI Na02) となり、 他に不

純物と描過分離せられた後加水分

解に依り再びソーダと水酸化アル

ミエウム ( AICO H) 8) に分解せら

れる、ソーダは渡縮して再びボー

キサイトの抽出に使用せられるし

水酸化アルミウぷは約 1200

D

C に

賠践することに依り純粋のアルミ

ナ ( AhOa) が製法される。

B  アJ L S Zウム電解製準法

アルミナは水に溶解せす・叉低温

度では熔融しないので約 1000

D

C

の熔融水晶石に熔解し是を定解浴

として電気分解を行ムのである。

電解楠は第 1 聞に示す締遣を右

するものが普通に使用せられ、織

糟の内部は炭素質のライニングを

施し、これを陰極とした櫨睡で，

此の内に前記の熔融電解浴をたた

へ茨素電極を陽極として直流電気

i : 還して電解を行ふ。

アルミナは酸素とアルミエウム

に電気分解 8 れ、生成されにアル

ミエウムは櫨底に溜り、一方酸素

は電気と化合して炭酸ガスとな b

逸散する。斯くして生成蓄積され

たアルミニウムは適宜汲取られ熔

解胞に一定時間熔融保持せられた

後鋳遣して製品となる。原料アル

ミナは電解浴表面より建次補給熔

解せられ電流の通過と共に連繍的

にアルミ= ウムに電解される。ア

ルミナよりアルミニウムを電解製

遺するヱ程は第 3表に示され? こ通

りである。

新〈して得られたアルミ= ウム

の品位は通常 99. 5- 99 .8 %A1 で

ある a

14 
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第 3 表

J f 僻 ア ル ロ ウ ム 根 三 色 乙 花 ゑ

第 2 闇

E  寓純度アルミェウム

先に述べ? こアルミ= ウム電解製

遁法於て製造されるアルミニウム

の品位は最高99. 8%程度にて更に

純度が高〈優秀なる各種特性を宥

してゐる高純度アルミ= ウムを製

謹するる方法としては工業的には三

厨電解精製法が賓施されてゐる。

アルミエウムは純度が高〈なる程

酸、アルカリ、英の他腐蝕性化率

薬品に到する耐蝕性は損〈なるも

ので例へばA l 99. 99%の高純度ア

ルミエウムは普通のアルミ= ウム

( Al 99 . 5- 99. 7%) の数倍の耐蝕

性を有し、叉海水、潮風には殆ん

さ' 腐蝕されない特性を示すし其の

磨い Iこ表面は銀よりも優秀な反射

喜容を示す等種キの特性を有してゐ

る。新る高純度アルミエウムは吾

が 図 で は 日 新 化 準 工 業 株 式 合 枇

に於て、毅 時 中 よ り 生 産 さ れ て 居

り、 99. 99% 以上の純度を有する

アルミエウムが提供されてゐる。

高純度アルミ= ウムの製溢

高純度アルミ= ウムの製造に於

ては原科としτ は電解法に依って

製造されたアルミ= ウム地金又は

再生アルミニウム ヂユラルミン

屑等を使用する。共の製造工程は

第 4 表の通りである。

此所に使用される三居式電解精

製櫨は第 2 闘に図示される形態を

有する。

即ち第 2 聞に於て電流は陽極導

電俸より入り蝿底茨素電極一一陽

極合金屠一一電解浴月号一一高純度

アルミニウム庸一一電極を通って

陰極導電事告に流れる。

電解浴居中に於て電無分解が行

はれて生成された言i純度アノレミニ

ウムは三屠の最上海を形成してゐ

15 



る高純度アルミ= ウム唐に移行

し、最下唐の腸題合金唐 C飼とア

ルミ= ウムの合金〉よりアルミニ

ウムが補充せられ電流の通過と共

に濯績的に高純度アルミ= ウムが

生成せられる。

原料アルミニウムは園中、原料

アルミ補給孔より建次補給せられ

陽極合金暦内に接散する。

貸主解浴はアルミ= ウム、マグネ

シウム、ノξ リウム、カ Jレシウム、

ソ戸グ絡の臨化物又は弗化物の混

合物にして熔融黙の低いものが使

用せられ、高純度アルミエウム暦

電解浴磨、陽極合金麿は夫々熔融

紋態にて、比重主主に依って三月号が

保 Tこれてゐる。

最上麿に生成蓄積されに高純度

アルミエウムは遁宣鍛杓にて法取

られ、熔解癌に於てー定時間保持

せられた後鋳造ぜられて製品とな

表4  第

( 筆者 ・日新化翠工業株式曾紅菊本

製溢所次長)

る。

4ζ 
II 

工製 i争区陵: 了} しミニヴム書1

タカラ層i 呂

タカラボイラー

「建築と粧曾」について

本誌も合員各佼の何後援と御協力により漸吹充

賢し好評を得ており、内容も各位の御希望に副う

様霊力して参 b ましたが、此の際術一層の前進と

樹新を期し、合員各f立の本誌に封する感想、希望

について下記要項等につき筒草なる御回答を得fこ

〈存じます。

1 . 今迄の燭談内容? こ望せする/ 感想。

2. 今迄のもので捜けたいと思われる記事。

3. 必要なしと想、われる記事。

4. 新に是非のせ t: いと恩われる記事。

5. その外今後の曾諸に妻せする希室。

希望回答願います

ビ
円

・
フ

H

ち

す

る

零

早

く

沸

t

i

風

呂

ζ

ボ

イ

ラ

ー

二

十

有

余

年

の

経

強

左

肩

し

最

古

閣

の

般

ロ

固

と

祖

術

在

誇

る

御

愛

用

-E

!
護費

曾

角

4

3

国

高

創

刊
一
フ

-

M

M

・

n川

崎

夕

日

日

社

減

穴

措

f

株
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現在建築材料左して御薦め出来る主要な Al 合

金展仲材" 2 S
W

3 S
W

S A 3
W

N D WD C " に

就て合金別に性能並に適用箇所と考へられる所を

列記し、更にそれらの製遁範囲を連ペて諸賢の御

参考に供しにい。合金の耐蝕性の黙に闘しでは別

項。アルミユウムの腐蝕と防蝕 o をみて識さ? こ

b、。

I 純1 ¥1

普通に 2 S と稽されておるもので純度は 9 9 . 0 %

以上であり、耐蝕性が極めて良< A l の金属色が長

期に亙って保持される。加工も甚だ容易で、殆ん

さ' 線ゆる形放のものに成形出来、熔媛、蝋援等も

容易でアルマイト民主現に依る光湾、色調も至極美

麗である。希監に感じて障鈍して敦賀のものから

これを色んな程度に冷問加工して強〈し? こ卒硬質

或は硬質のもの迄作られておる。

物理的諮性質

熔磁思640- 660
0

c 比定2. 71 比燃O. 214( 20
0

ctこ於て)

0. 25( 0- 600
0

c平均)

熱膨脹係鍛 23. 6 X  10-
6  

( 0- 100
0

c平均)

F霊祭俸型車度 ・一一敦賀 5 9 %

( 標準軟銅を100%とする) ……硬質 57% 

害事停事度 …・・・軟質 0. 53cg6思位

…・・硬質 O. 52 ｾＯ＠

期性係2設 約17000kg/ mm
2

機械的磁性能

日本標準鏡絡('13tのt誌になっておる( 以1 ' " 各表の抗猿

力は kg/ mm2 耐力('10. 2%の永久笠を生ずるときの際

カk g / mm人イ申は%で示: す)

飯

負 別
言 己 控 厚 さ 抗 強 力 伸 180度屈曲内側宇

m口1 在Eも= 板厚

軟 質 AI P3A >  8  >15 >0. 5も

o! p硬質 A1P3B >11 >  3  > 1も

硬 質 AI P3C {く8

>15 >1. 5も

> 8  >13 

ム 及 び

県皐博士

A...  

C:!J 

河

金

崎

内

僚

質 別 官己 競 抗強力 伸

軟 質 AI R3A > 8  >15 

今硬質

硬 質 Al R3C >15 

形朕 言r.競 抗強力

管 AIT3 >  9  

稼 AI E3 >  7  

餓 AI W3 >10 

就 て

正 秀

キリ 卒

180度屈曲

>0. 5も

>l..oも

伸

>15 

>  5  

建築には板材が最も多〈使用されるから次に板材

に就ての代表的機械的性能を示すa

疲 努 限

耐 力 抗 強 力 伸 長 リ ネ 長 野l語351lci

軟 質 3.5 9. 0 35 23 6. 5 3. 5 

ｾ硬質 ＱＰＮＰ 12. 0 9  32 7. 7 5. 0 

硬 質 15. 5 16. 0 5  44 9. 0 6. 0 

900 屈 曲 牛 径

貿 核 m m

2U 厚0. 4 0. 8 1. 5 3. 0 5.() 6. 5 

軟 質 o 0  0  0  o  0  

宇硬貨 o  0  0  0  O- l t  0 -日

硬 質 O- l t 0. 5- 11 1 -加1 . 5- 3t  2- 4t  2- 4t  

180度屈曲に就ても殆んど上表が遡用し得る

2 S 材の用途としてはその諸性能からみて失のま日

きものが考へられる。事賞かかる箇所に用ひて好

成績をあげてる 例が近着の外図雑誌にみかげる。

窓、枠、波叉は平板屋狭、扉、指板、羽目、室内

化粧板、窓の日覆。

次に波板とし? こ; 場合の強度に関して トタン 波 板

I
けよノケ言己/

7 1l nd 中苅ニ
i L ( ¥

乙/ 勺ト

ｬ ‘ ｬ 、 北グ六シス ｊｾ

ｾ＠ 9 ン q よｾぐ｜ム右「
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と比較しfこ貨験室の成績を参考迄lこのぺゃう也

試験に用ひた波板は 99. 2%Al の硬質板 t 市販のト

タン波板で波の形放は次の如きものである。

試験は木製枠上に波板を釘でわっけ ( 4 ケ所〉

試験機に取っけて土台、ら木片で荷主置をカ日へ永久鑓

形の生じ始まるときの荷意〈波板が全般的曲る前

に波の山に押込木片に依る凹みが生じたがこの凹

みの生じ始めるときの荷重〉をよん ｴｾ 、侠置及供

試材の寸法は下闘のまn< である。

国のW ( 拭片の巾) 及J ，( 留釘間の巾) は波の形朕に依っ

て異なる。これらは核厚l A I f 形開始時の荷重と共に: ; J ' (

表に一括して示す

板原 W L  W聞の永久俊形開

m m  m m  m m 波の敏始時の術2

f 大主主 0. 50 190 165 2  85kg 

アルミ板 j 中波 0. 50 215 195 3  1∞ 

i d、波 0. 49 208 135 6  138 

1 トタ : /0. 47 180 150 2  100 

前波に直角の方向から標準武片を採って引猿試

験を行った結果は戎表の如〈である。

アルミ大主主叙

アルミ小波板

トタ y 波 板

耐 力 抗張力

k g / mm
2  

kg/ l n1ll
2  

16. 0 24. 3 

16. 2 24. 4 

15. 1 32. 0 

I  耐蝕性アルミェウム合金"35"

イ申

%  

4  

4  

20 

耐蝕性を殆 A.ざ純 Al 程度に保ち乍ら更に強力

なものをと云ふ要求に膝じて生れ? こ合金であって

Mm1. 2 5 %Al R の標準組成をもち板管型材棒線籍

の形で製作されている。他のA l 合金主比較し乍ら

1/ 3  S  1/ 長所をみてみると

( 1 )  3  S は熱鹿理アルミ合金に比べる t 耐蝕性

が遥かに優れておる。一般的には普通のアルミ

= ウムと殆ん f 等しい耐蝕性のものと考へてよ

し、。

18 

ぐ2 ) 3  S 合金の硬い表聞は 2 S よ り 光 揮 が 多

い。光海面を生す場合には 3 S が誼してる。

( 3 )  3  S の箆柑的性能は 2 S よ b優れておる。

加工、熔接、鋲締等も 2 S Ui台ん f 費 bない。

機械制り、ポンチ貫、エッチング等の加工に 3

S の方が容易である。

( 4  ) 磨き、アルマイト、色ヅヶ、電気メツキ等

の諸積の仕上け方法lご封しては通常のアルミニ

ウムの場合とさを〈悶ーである。

以 下 成 分 、 物 理 的 、 機 械 的 諸 性 能 等 を 列 記 す る

成 分 規 格( J . E. S)

Mn  Cn Ji' e  Si Al  

1. 0 - 1. 5 く0. 2 く 0. 7 く 0. 6 残

標 準 1. 25 一 一 一

熔 敵 酷 640- 655
0

c 比重2. 73 比実現0. 225

黙膨脹係般 23. 2x10.
6

( O- l OOOc平均)

電気停毒事度% 軟 質 50 

宇硬質 41 

硬 質 40

熱 停 導 度 軟 質 0. 46 eas車位

牟硬質 0. 88 1/  

硬 質 0. 87 / 7 

m性 係 態 約 7000kg/ mm
2

強度に関する ｊＮｅＮｓＨｴｾ の如くなっておる。

質日目 抗蹟カ 伸 (侶1 mm未満のもの

敦 賀 > 1 0  >18 は試陰を行はなL 、)

今硬質 >12 >  4  

硬 質 >14 

代表的に強度数値を次に漣ぺる。

叡主主に管材

耐 力 抗 張 力 伸 JプL 硬リネ度勢kg断/ 1銃u n強，2 疲( 5x労10隈0 )  

l、g/ 1I 1111
2

軟 質 4. 2 ＱｾＮＲ＠ 30 28 7. 5 5. 0 

' *硬質 V L 5 15. 0 8  40 9. 5 6. 3 

硬 貨 18. 5 20. 5 4  55 11. 0 7. 0 

.締 出 型 材

耐 力 抗張力 f申 プリネル硬度

平均値 6. 0 11. 0 38 30 

最小値 4. 0 9. 8 25 25 

抑出型材の引E長彊さは板の軟質材より以上に保誼する事

It 出来ないが貨際には壬存続賞位のものが出来る事が多い

曲げ加工時の安全宇在! 1 ( も= 板原)

!貿 板 厚

;.m 111 11l  0. 5 1. 2  1. 5  3  5  

f 敦 賀 o  0  0  0  0  
90度 I

{ 牟硬質 o  0  0  O- l t  O- l t  

屈 曲 { 硬 貨0. 5- 1. 5i 1- 2i  1，5- 3も2- 4t 3- 5t  



180度 { 軟 質 。 o () 0 。

{ 学硬質 o  0  0  O- H 0- 1t  

閥 的 l硬 質O. 5 - 1. 5t ＱＭＲｾ＠ 1. 5...，.，3t 2- 4t  

3  S 製の管は軟鋼管と殆司んさ' 同じ程度に曲げる

事が出来、硬度が高いから曲げたためにヒシゲ? こ

b 自に立つ程平? こ〈なる稼な事はない。

3 S 材は殆んぜ板材及板を屈け加工して作った

プロヒルが建築材料に使用される事が大部分であ

b ぞの遁用範閣は極めて疑い。代表的箇月nとして

は失の如き所が考へられる

波板耳たは平板屋根、窓枠、商庖の前飾 b、羽目

指板、扉、樋、屋上の排気筒、天窓、雨押手摺、

面格子、窓台、配締管、給水管及各種の家具類

E  耐蝕性アルミニウム合金" SF¥3"

3 S よりも 更に強力で且耐蝕性の鈷でも優れて

おる材料で航空機に舎で多量使用されてゐ? こ超ヂ

ユラルミン合せ板の皮材として創製されたもので

ゐる 6 相官の強度を要する場合の窓枠、吊金具或

は建築用足場材、調理品や雨戸更にコンクリート

等と擬する箇所の配管に好遁のものと思はれる。

標準組成はMnl . 2 Mg O .55Al唆であって焼鈍した

軟質のもの更にこれを冷間加工し? こ硬質材等のも

のが板、棒、管で作られる。押出型材としτ は後

詰の如き各極の形燃のものが作られる。強力なに

めに周げ加工性の慰では俊分 3 S に劣るが表面光

湾、熔接性表面廃理等の. 訟では殆んざ霊長がない。

米国では強度を相営必要とする建築の窓枠には 68

S  ( MgO. 8Si O. 4A l 残〉の押出材を捜戻硬化せし

めたもの( 耐力175Kg/ r nn
2

損張カ2l . 0、仲1 2 %

プリネル硬度65) が伎はれておるが耐蝕性の駐で

S A 3 に比すれば相蛍に劣るし強度も貧際 S A 3

程度のもので良いであらうから吾闘では S A 3 の

方が良いものと考へられる。

熔 融 飴 635- 650
0

c 比重2. 72

熱膨脹係般 23. 8x10s

電東俸司事度約4 5 % 黙 俸 導 度 約0. 42 cgs車位

期 性 係 敏 約7000kg/ mm2

害者形紙製品の代表的な機滅的性能は次のま日くである

板 材( 棒及管も路間じ)

プリネル努断抗力

耐 力 抗 強 力 伸

E震 度 k g/ mm
2

軟 質 6- 9 4- 17 25- 14 38- 4 4  10- 11 

字硬貨 14- 18 18- 22 12- 8 55- 65 11- 13 

硬 質ι 18- - 21 23- 26 8- 5  68- 75 13- 16 

抑 m 材

耐 力 抗猿力 伸 プ P ネル硬度

!l - 12 17- 19 21- 23 45- f i 5 

絞材の90。閥的Aj ! 1! J !

質 主反厚
0. 5 1. 0  1. 5 3. 0 

80 111m 

軟 質
。 。 。 。

今 硬 質
。 。

0. 5-1t 0. 5- 1. 5t 

硬 質 O. 5- J.t 1- 2t  J . 5- 3t  2-4色

車高力アルミ合金 N. D. 

本合金は鞍時中A l 地金の純度低下の場合掛械的

性能を劣下さす事なき合金 t して創製されたもの

であっ? こが、験時中の如き強度の必要のなきま言殿

後強度の慰で必須の成分、 M g を低目として製逢

容易な様にしである。絞むが1工、債格の黙で本来

のN Dより有利である、ま互に云ふ N Dもこの様な意

味のものであるが大轄に於て従来より良〈知られ

ておる普通のヂユラルミンの長所、欠鮎、をその

ままもっておるものとみてよい。即ち焼入したも

のでは略軟鋼程度の機械的性能をもって耐蝕位s

熔緩性等の鈷，では今迄のべて衆fーものよりは相嘗

に劣る、然し多量航空機に使用され亦最近では寧

輔や海岸の荷揚グレ F ン等に迄も類似のものが使

用されτ 来てる例からも剣る様に塗炭並に加工籍

に注意すればその強力性を有利に生かしに使ひ方

が建築の面でもかなりあるものと考へられる。腐

蝕の験で傑件の鈴 b惑〈ないpfr の構浩材として亦

室内家具の構材として充分の成績をあげるであら

つ。

Cl l  M m  Mg  Fe Si Zn Al  

成分間; 内 3. 3 0. 3 0. 25 く1. 0 く1. 0 く1. 0 P麓

規格 %  - 4. 4 - 0. 7 - 0. 7 

3. 7 0. 45 0. 25 0.5  0. 5 0. 3 由

貿際 ｾＮＲ - 0. 65 - 0. 45 - 0. 7 ｾＮＷ＠ - 0.6 夜

比 費 約2. 8 熔融艶 -610
0

- 640
0  

c  

材

材

効

材

材

化

時

効

，

入

化

時

教

拙

田

ス

軸

執

融

間

態

度

係

導

脹

停

膨

気

融

関

電

23. 0X10-
6  

23. 6xI O-
O  

45% 

3 0 % 

f軟 化 材

黙 停 導 度 i鶴ス時効材

期 性 係 殿 7000kg/ mm
2  

0 .41  c. g.  sJli[位

0. 29 // 
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聞 ; 内 温 度 規 格

引 張 強 度 f申

! 厚 剛 山 崎 樹 齢 制 …

板 >0. 4 <23 >36 >10 >10 

0. 4- 10. 0 く23 >36 >10 >12 

10. 0- 30. 0 ー > 34 

一
>10 

抗猿カ fゆ

管 ^ く4
>35 > 1 0  

を く4 >33  >10  

稼鏡入 く40
>35 >10 

材 40- 100 >33  >10 

>100 >30  > J O 

貨際の強度例は突の如〈である

軟焼鈍材 υ. 4- 6m m板

耐 力 抗張力 f市 プ官ネル ｾｾ，忠 Ｑ
硬 度

6. 5- 8. 5 17- 22 15- 24 40- 50 11- 14 

主 語 入 時 効 材

板 厚 耐 力 抗 張 力 伸 18r0-度2屈t 曲プロネル努断抗力

硬 度 l <g/l l 11n
2

1. 0 22 38 20 

2. 0 20 37 20 約nO- 10( ) 24- 28 

6. 0 20 40 22 

板曲げ安全半径 (90度)

質¥厚さ 0. 4  0. 8 1. 5 3  5  

gU ¥m m  

焼 鈍 材 o  0  0  0  O- l t  

銭入時効 1. 5- 3t  2- 4t  S- 5t  4- 6t  4- 6t  

VI 合せ寓カアルミニウム合金" DC"

前記のN D板の南面に 2Sを約 7 %宛はり合せ? こ

ものであってm延中に身材と皮材聞には合金成分

の鎖散さへ起り製品になってから剥げる様な事は

全然ない。現夜は板材にのみ作られておる。物理

的或は機械的性能は N D と殆んさ' 類似であり乍ら

耐蝕性表面光湾、アルマイト鹿理径の色調等は 2

S の特長を充分生かしもっておるし現在は焼鈍状

態では 2 S より康慢であるので 3 S 材・代用として

相官に用いられやう。波板 lごも出来るから屋根板

側 壁 板 に な る し、羽田 板 、 組 立 昇 雨 戸 及 各 種 の

室内調度品等に良い。

陸金罵素材製品の製作範囲

建築の素材として入手しうる形扶寸法の標準は次

の様である。( 用途に臨じてこれ以外のものも製

謹可能である〉

20 

( a)  級 定 尺D1 Ul

巾× 長 4仰 x 120 l ooOx2000 1290，-2500 1500- 3000 

厚 0. 3- 0. 5 >0. 5 >1. 0  >1. 5  

街4尺x 8.尺ものは1 mm厚以上 5. 5x10尺は3 mm厚以

上のものが出来る。波板は2. 5尺x 6尺 3尺x 6尺等ト dl

:/i!ii 板と問寸のものが出来、波の形献も大波中波小波何

れも製諮可能で釘、ワシヤー等Ii .所要III設量u覧附すること

にL てる。

(b)  僚 厚 0. 5mm以 上 巾 印Omm長さ50m迄

( e )  管

外1lr! m m 厚さ m m

書量I}'、 最大

く200 8. 0 
15 ※ は寸法の許す限り厚さ

く150 2. 5 10 は酒宜製作出来る

く100 2. 0 10 叉角管のま口き異型管も丸

く 70 1. 5  10 管相嘗の肉厚のものなら

く 50 1. 0 10 製議llf来る

く 30 0. 7 ※  

く 15 0. 5 
※  

く 5 0. 5 ※  

( o) 棒及線笹l mm以上、熔鍍棒、釘、鋲等は諸宜寸法に

製造出来る。

(e)  押出型材、指定によって相蛍に複雑なものでも拠

作出来る。鰹令金の鎮鏡に優; 笛ずる一つの利慰Ii.

押出加工が容易と 云う憶に もあるので これに依っ

て工敏を大いに節被出衆る。

担の質例鍛種を: : 9 ( に示す。

鰻金属押出Z製材( 蛍悶; 製質例)

( 筆者・新扶桑金属株式曾舵f申鈎所勤滋)
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(  1  )  建築材料としτ のアルミニウム

最近我闘でもアルミエウムが建築材料として庚

〈使用され初めた事・は衆知の事であるが、敵うf C に

於ては戦前既にアルミを屋根板に使用し四十年間

耐用せるデータも褒表寄れており皐にアルミ業者

の宜惇ばかりでな〈談後は高層建築物、商l苫、住

宅の屋根板、窓枠等用として鍛鋼の分野に相嘗食

込んでゐる事は事覧である。ぞれは第一表の米園

に於げるアルミの用途別需要量を見れば明かなる

如〈、建築方面への用途がさを用途の87% の多 きを

占めている事が此の事賞を詮明している。

E投前健かに 3 %にすぎなかっ? こ建築方面への用途

( 第一表〕

箔

アメリカに於けるアＩｲＮＮｾ］ウムの用途別消費量

と 建 築

)rf 鳥 浪 夫

が最近 ＱＰ 倍以上に蒔くべき琵展ｾ見 ｦ こ事はアルミ

の建築材料として優秀である事を示してゐると思、

う。建築材料としてのアルミの性質に闘して嘗く

ことは本文の目的ではないが、アルミは Weat h-

eri ng に強い事を一般に認識して貰う意味で一寸

横道乍ら記也する事とする。

1897年、即ち 48年前にロ戸マの San Gi oacch-

ino 政舎の屋根板に官時スヰス製の98. 3%純度の

アルミ板を使用したものを 40年後即ち 1937年にそ

の一部を取外し腐蝕7状態を調奈しに詳細な報告が

出ている。ぞれによると悲千腐蝕した部分もあっ

Tこが極〈極微で局部的に厚きが0. 05- 0 . 15mm減

じているのみで殆んぜ健全であれ嘗時のアルミ

(  (1) Wa n  P J' odudi on BoaJ' d 受粉に依る (2) 椴算〕

純度としては最良品で 98. 3%程度のも

ので、現在としては低品位の部類に し

か這入らないがそれでも 40年間の使用

に殆んさ' 健全であっfこ。之はアルミ板

が屋根板と e して充分使用債依ある事を

霞明している。第二表はぞの報告によ

るアルミ板の機械的性質の劣化の程度

を示す。

三ミ¥

1937 (1) 

Z設 涯 比率

( 23) (%) 

建 築 用 製 品 13 3  

官需 主君 周
8日 1!l 

飛 行 E痩
51 11 

自 動 車
22 5  

ト ラ ツ !/ 

英 他 13 8  

調 迎 用 穏 兵 31 7  

機 械 苦 器 具 37 8  

鯉力者量活 用 57 13 

総 出 用 101 23 

其 他 112 25 

ｾ＠ 計
449 100 

1947 ( 2)  

封互)1(%)

589 32 

205 16 

110 6  

168  9  

17 1  

127 7  

184 10 

127 7  

156 8  

370 20 

1. 848 100 

1948 (2) 

(E針1設0 量 一比 増

針官)1 (%) 

769 37 

312 15 

187 9  

104 5  

21 1  

166 8  

229 11 

146 7  

104 5  

354 17 

2. 030 100 

第二表によると腐蝕による機械的性

質の劣化は損張力で 5 . 5 %、仲7 .4% 程

度である事からアルミは屋根板として

充分安心しτ 使用出亦ると云へる。肉

親在では99 . 0%以上の板が比絞的安僚

に生産されてゐる黙から一層安心して

屋根板としての使用をお薦めする。

(  2  )  アルミ箔の性質

扱てアルミ箔と建築との関係は現在

ぜうであるかと云へば先づ此迄は室内

侠飾用熱経線腫として若干建築方面に

使用されてい? こに過ぎなかっ? こが最近

21 



( 第二表〉

40年間使用のアJ J ，. ま屋根版の機披的性質

ｉ ｾｭ さ ｷ 抗張 ｭ 力 ｭＲ ｼｼｼ ｬ ｺ ＨＺｧｬｭＲＥ ヵ ｭＩｅｼ || 伸 %

1. 34 15. 4 14. 9 4.0 

健全な部分 I 1. 35 15. 4 14. 9  4. 0  

1. 34 15. 1 14. 7 4.3 

14. 8 13. 9 4. 0 

腐 蝕 部 分 1. 33 14. 3 13. 5 3.9 

1. 33 14. 3 13. 8 4.0 

接触
5

よ義 j - τ 5 %  I二2 %IτJ J  

( J . l nsti tu1c  of  Metal s. 1938.  vo 1. 58. P. 17)  

敵米に於ては熱癌繍程として防温防冷用として特

に建築方面への用途が注目され初めてゐる。多考

主主にアルミ箔の性質と利E誌を列息すれば戎の酒 b

である。

1. 優秀な防慌性を有す

2. 熱惇導が良好である

8.
非 燃焼性である

4. 車買い事

5. 勲及光の反射喜容が高い

6.
表面に印刷着色が容易である

7
，美麗なる金属光津を宥す

8.
比較的安債である

特に建築方面へのアルミ箔の利用は、熱輝線曹

としての活用であり、アルミは轄射熱線を反射す

るカがあるから建物及機械器具の熱経緯鰭として

防温防冷用に使用される。金属の厚さは此の反射

カには無関係であらうから最も震〈使用される形

は箔である。板欣よ b 色反射昼間を多〈作るおめ

に鍛をよせに形で使用すれば更に効果がある。鞍

M ! 我閣でも浦畿の冷房、冷凍草にアルミ箔を使用

しており、其他冷蔵庫、ピルヂングの壁等に既に

小範箆乍ら使周賓験すみである。

アルミ箔が熱絶縁瞳として優秀なる性質を萄す

る事は第三表の各種癒紘瞳の熱惇導の比叡により

明かなる如〈アルミ箔は或間隔で敷居張れば完全

なる熱結縁題となり而色重量は軽〈場所色と b

22 

〈第三表〉

各種結縁躍の熱傷導の比較

熱 俸 岩 手

間隔 1日ずの空気中での

0.21 J3.' l' .Uj fL
2jhrjlo)!'  

単麿アルミ箔

1 吋コルク 0.30 // 

。
木材 1. 00 / /  

。
煉瓦 5. 00 / /  

// ::l : /  .? ) . ) ート 12. 00 。

ぬ。アルミ箔車磨でも 1 吋間隔ではコルクより輝

総 力 大 で あ れ コ ン ク リ ー ト の50- 60俸の黙経縁

カがある事から建家の星空に利用すれば理想的な防

温、防冷設備が出来る。

(  3  )  アルミ箔の建築への利用

〈イ〉屋根材として

最近米闘では屋根葺き用としてアルミ箔が市販

されており比腔的厚い箔で約0. 10m m厚きで表面

型付せる巾 36吋長さ 360択の Coi l 紋のものが使用

されている。これをアスフアルト屋根の上に張る

左太陽の有害光線からアスフアルトを保護しアル

ミは反射性熱輝撒僚が大であるので夏期は屋根下

の温度を
15

0

C 位下げる事が出来ると云はれてか

りアスフアルト屋根には是非アルミ箔左上張りす

る事をお薦めする。叉同療な目的で Per mal ume

Foi l  e鶴しアスフアルト成分をアルミ箔に直接糊

獄で塗付けた耐久性柔軟性の種目なしの shi el dが

製作されており、煉瓦、コンク 9 - ト、余薦、木

材其他の表面iこ耐水性、光及熱反射性の被援を要

する場合屋根の保護として、かかる特殊な合成箔

が使用されている。

( ロ〉 壁、天井材として

アルミ箔を壁、天井用として最近欧米では盛ん

に利用しτ いる稼でその買例を二三篤真 1 - 3 に

示す。鶏虞 1 、2 は防湿防冷用としてアルミ箔が建

物内の間仕切星空叉天井に使用されているものであ

り Coi l 献のアルミ箔に防滋紙を裏貼りしにもの

で熱結縁効果を婚すま電めに反射性定聞が四ケ所出

来る様になっておる。此等は北米では A L F OL

の 商 品 名 で 、 英 図 で は Al mi ni umi nsul at 加£

bl anket と呼ばれているが普通の結線物の約 5 吋

の厚さに相嘗する左云はれており一平方吠営 h僅



かJ /J 0封度の艇最で ある。取付けは容易で市販の

A L F OL はー各 250平方吠あり先づ上下の釘付の

部分右とも見込んで遁首な長さに切取って、耐済性

紙のー織を釘で間柱に固定し Bl anket を引延ば

して他端を次の木苦sに固定し上下隔端をも固定す

ればよい。叉箔の表面に希望通りの印刷着色模様

が出来るし害虫の心配もな〈鼠も近よらぬので表

簡が汚れす・叉防普の目的をも果す、潟民 3 は米間

の Pal omar 山上の天文台の大国屋根であるが此

れは厚き 0. 0003吋の鍬を寄ぜたアルミ箔を 10月号l t

ねて ｈｕｬｾ てお ［ 1) 室内温度の艶化を外領温度の如何

に拘らや Ｕ Ｐ
ｃ 以内に係ち精ｩｬ￭Ｇｾ 1 . よる宍文翻測若器具を

保護している。

。、〉室内装飾用として

アルミ箔は着色印刷自由自在であり糊貼 b も出

来るので壁紙としてその優美なる色彩 と積債は理

想的であり、室内の照明効果も充分霊揮出来る。

ダンスホ戸 Jレ、キヤパレ戸、舶のサロン等洋室の

壁紙として使用すれば美麗なるアルミの金属光津

色相待って明るい、而も優雅な努囲気を限し出せ

る。叉米閣に於ては舞台の床張りにアルミ箔を使

用し舞台. 照明の効果を皐げてゐる。

最近我園でも壁紙用として厚さ 0. Op7mm箔を

紙築貼りを行ひ各種の模様を印刷し叉型付けした

ものが費出されており念訟にその使用量も増加し

つつある J

c=) 其他の用塗

其他アルミ箔は建築方面に贋〈利用きれてい石

ド建築@J ) 金物

ｦｊＺｾｾ ドアサじが

〉と 代 湯 浸 金 物 株 式 曾 社

ｬ 属ｊｬ ｉｾ 力 Z 同会誌およみ社

忘@ よ料品誌誌

が、主 t して、聖域絶縁績としてその特徴を活用し

てゐるものでありヱ場等に於て油、水、蒸需主等の

架空輸詮管の被覆用に Foi l cJ. ad管が米園では使用

されてゐる。管を石締で級援し7こ上にアスフアル

ト入石綿テーフ・で巻き、熱絶縁を完全にする認め

夏にその上をアルミ箔テ ープで傘 い に も の で あ

る、特に蒸無管の熱損失防止には効果がある。又

特殊な用主主としては轄射による採暖試験の熱源韓

としてアルミ箔をー使用し厚き 0. 00065 吋巾 1 吋の

箔を試齢室の天井の牛分を覆って此の上に壁紙を

貼り箔に需主流を通じ室内を轄射熱で緩める貰践を

行っている。共他ガソリンタンクの外部をアノレミ

箔で被寵することに依りアルミペイントで塗摂す

る以よの効果を患げている。

(  4  ) 結 言

以上極めて簡単乍らアルミ箔の建築方面への利

用を材料製謹者の立場で述べ敵米に於げる最近の

用途を紹介し? こが、建築界の専門家の方キの此れ

が利用に関する忌憶なき御批判を賜れば霊長いと恩

ム。最近我閣でもアルミが建築材料としてその優

秀さが再認識され償格安と相待って贋〈使用され

初め? こ時、長引こアルミ箔の熱題検性の特徴をも充

分活用され建築界に - E poc h を聾されん事を門

外漢乍ら筆者は切望する。

( 筆者・住友アルミニューム株式禽杭取締役工場畏)

責際に役立つ( 主として工場建築に就て)

銅構造の計算法テキスト分頒

標記パシフレヲトは廿周年十一、十二月中京都、兵

庫、大阪、利敵山にて豆回議脅舎を開いたが各所共時

局柄好評を隠し赤常なA l E 況" [ : あった。伺本理事東海、中

園、九州支部にても開催の猿定であるがテキストのみ

希望者には一部遂事非共y165・00をお頒ちしている。

内容は B 型80頁凸版約 100絵挿入

名簿設行に就て

殻債の湿り倉員名簿護行準備中であります。ついて

は各位の住所等正硲を期したく存じます。十二月続曾.

誌僚入のハガキ言E般事項至急御投風下さい。筒此慎重曾

に曾員募集御協力方mねてお願します。
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建 築 材 料 と し て の ア ル
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アルミニウム工業の殻麗と建築への進出

アルミェウム CA l ) は化合韓として地球上庚〈

散在しているが、之れが金嬰として護見 されにの

は漸〈尚世紀の初めでゐって、工業的に生産を鬼

子、共の技術は世界的水準に濯しt: 。職後は原料

が途絶し再起不能に見えたが、昭和 ＲＳｾ 竿 Ｔ 月ボー

キサイトの轍入によち再建の基礎を固め、各方面

の努力 ｉｾ ＮｊＺ l ) 生産は軌道に衆り月九 200屯 - 2，300

屯の新地金を生産している。

たのは前世紀の牛ば以後である。 1855年偽園の佑 A l は磁争中はもっぱら航窓機方面に使用され、

事者 St e，Qai r e Devi l l e 氏が20kg のA l の製造 建築方面に進出する飴地がなかったが、終監後平

に成功したのが最初であって、官時は軽量、銀 和産業への轄換によち敵米に於て建築方面の需要

色、耐蝕と製造費の高債な fこめ資金属扱ひを受 が 念 滋 に 増 加 してき? こ。米閣の例をとって見る

り、 その償額は質に 1 k g  2，400 R Mであった。 と、 Al : t也金の中、建築材料として使用されるも

1857年パり市に催された、世界博覧合に「粘土よ のが1943年 6 %であっTこものが4 . 7年3 2 %、48年に

り得fこる銀」として約 1 k gのA l が出品され、 はなんと 3 7 %までが建築方面に使用されている。

世人を総かせにのである。其の後米、英、猫に於 しかるに本邦に於ては家庭器物の鍋、釜類に 5 1 %

ても製遣が開始され、製造法も叉長足の進歩を途 も使はれている現欣から見て、本邦に於てはA l

げ? こので、 1900年には償額は l k g 2 R M、と低下 が未 ｴｾ ｩｴｦＮ の用途に進出していないものと見られる

し賞用金風に成長し7こ。航空機の護 第 1 表米国に恐けるA 1 用詮別消費量比率

明2正ぴ費還は今日の腫合金時代の端

緒 を 作 る こ と に な れ 世 界 各 閣 は 競

って其の生産の増強につとめにので

生産量は瞳積で銅を抜いて鍛に戎

< ' . 第二位の宥力な工業の一つに護

蓮し? こ。

本邦に於ては大 I E5 年 ( 1916) 日

本経銀製造株式合粧が愛知豚知多牛

島の粘宇を原料としで、工場を名古

屋市外六郷村に設げA 1 : 製錦、工業の

端緒を開いたが順調に逢行しなかっ

た。本格的に軌道に乗ったのは昭和

9 年 ( 1934年〉であって、日本電気

株式合紅、住友アルミ= ウム株式合

枇等が設立され、其の生産は年今上

昇し、能力では世界で第 4 似を下ら
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￦Ｒ 表本邦に於 ＱＷ るａＱｾ延品の用途別消

費量 ( 月平均〕

アよ

昭和初年 I  {昭月和~例6年月

蓬盤 |比寧 |常 |比率
( 屯) I  ( %)  I  (It!.) I  ( %)  

建 築 用 28 1. 4  22 

準 駐 軍 用 164 8. 1 10 

臨 出 用 DD 4. 9 556  

陸 選 通 f言 104 5. 1 87 

金 属 及 機 彼 工 業 186 日. 2 2-:1. 9  

線 維 及 化 堅 工 業
50 2. 5 3! J  

農 業 及 食 品 主 要 提
4  0. 2 22 

鋭 草 一 16 

生 活 用 品
1，109 

54. 6 1，234 

衡 生 号E 具 13 0. 7 38  

英 他 273 13. 3 148 

合 計 2，030  100 2，421  

潟W! ; 1. 壁践にAl を使用したピルデシグ

PHJ .l，A  DE L PHI A S A  V I NGS  F UND 

BUI LDl N G  

( 米関フイラデルアイヤ)

建 築 家 : • HO' ¥l' e  &  L esωze 

請負者: i.:i eorgeA.  Ful :er <' ;0. 

0. 9 

0. 4 

28. 0 

3. 6 

10. 3 

1. 6  

0_9 

0. 6 

51 

1. 5  

6. 3 

100 

これはA 1 が重要資材ということで、重要部門

への供給を確保する ｾｲ 使用制限規則」により建

築方面への使用が禁ぜられた t いふことも一つの

原悶でしょうが、建築関係者のA 1 に劃する無関

心にもよると恩はれる。昭和23年12月A 1 の使用

制限規則が全面的に解除され自由に使用しでもよ

いことになったのであるから、此の際之れを研究

使用し以て建築材料としても育成しにいものであ

る。 AI は建築的に考祭すると次のように多〈の

特長を持ってゐるので夫寸の遁感性からその用途

は大いに展げるものと確信する。

篤民2. 鐙飽にAI を使用した住宅

( 米関トロント州ツーシグ ν スト村)

建築家 : E. C. S. Cox. M.  R.  A. 工C.

音声質者: Ar mst rong Honsi ng 

I ndnsもries I.. illlit ed  

寵民3. Al の手摺り( 濁図)
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g 民3. A 1 の手摺り( 翻園)

1. A l は銀白色であって、強い光輝を有して居

1) 、大気中では麹色しに〈い金属である@ 純度の

高いA l 及び耐蝕A l 合金では戸外でも繰のまま

美麗さを保持するから、表面を賞金妓せすぺこ使用出

来る。従ってペンキ塗 b替への建築物の維持普賢を

節減することにも役立つ。

2. 所謂睦金属でその比重は畿、銅に比較して

約% の 2. 7 であるから、材料の取扱ひ、運搬が容

易であるし、建築物の重量を睦訴することにも役

立つ.

B.  努事に封して反射精縁カが煩いので遁嘗な使

ひ方により耐暑耐寒の目的を濯することに役立

'フ。

4.  整型加工が容易である殊に型材は押出法に

よって造られるので、相官複雑な筋商のものが一

度の押出しで製造される。鋼材のように十何回も

塵延して型材を造るのに比べると非常に容易で、

26 

g 鑓4. A1の起重機釣上げ天秤( 濁閤)

腐，，5. * 郊に於ける最初のA1窓

( 日本建段産業株式曾紅試作)

しかも塵延では不可能な中空筋商のもの及び極め

てシヤ戸フ. なものも得られる。

5.  工作性が優秀である。切断、倒 U、孔明け

が答易で工作の速度を短縮するのに役立ο 。緩合

は釘、ポ戸 J レト、鋲は勿論のこと熔緩も容易でめ

る。今回接合はま? ご賞用化されていない a

A l の締法及び施工については鋼及び銅のそれ

を模倣するのでなし A l 猫特の方法が湾案され

るのが望ましい.

1¥1 の 特 殊 性

以上のように Al は建築材料として遁臆性の蹟

い優秀な金属である。だからといって何でも AI

ならよいと云ふわりには行かない。A l はその合

金の種類が非常に海山あれ夫 今に夜軟の区別が

あるから、用途によ b適嘗な材料を選揮して使用

する必要がある. もっとあ耐蝕、高強度で工作性



篤飼6. Al 押 出 雪 国 材

よいものならば理想的であるが、現献では次のよ

うに分類して合金を選揮するのがよい。

1. 屋根板、壁板、手摺、窓〈特別に大きいも

のを除< ) 電鰐器具の様に強度はそれほぜいらな

いが、色調及び耐蝕性の必要とするものには純

Al ( 2 S ) 及びAI- Mn 系合金仁 3 S ) 等が遁嘗で

ある。

2. 構造材にして雨雲に曝きれない、滋潤な紋

態にならない月rr には耐蝕性はそれほご'優秀でな〈

窮民7. Al 屋根板の例( 米間)

とも、強度の高いものがよいから、ヂユラルミシ

( ND ) 等が遁首である。

3.  橋梁、滋搭のようなものに於ては耐蝕性、

強度共必要である。アルクラツド材 ( NDC) 及び

本邦に於ては米Tご市場に求u ' る事は出来ないが米

国の例からA l ・Mn- Mg系合金が遁営である。

4. 鋳物には鋳遁用 Al 合金を伎はねばならな

い。この他A l 合金は夫キに敦賀、宇硬質及び硬

質の区別があるから工作性を考慮して適首な硬さ

;!7 



g 異8. 裏塗 bなしで木柱を被覆したA1t反の腐蝕獄飯

( 寂付け一年後)

A. ・・・・…表面

B. ・・・・・・・・護団

のものを選揮しなければならない。

吾キが今後 AI を建築材料として取扱ム上に注

意し、研究しなりればならない重要な事柄の一つ

に腐蝕の問題がある。 Al は滋潤紋態に於ては腐

蝕しやすい又アルカリに罰して容易に侵される

金脇であるから、直接コンクリ戸ト及びシックイ

等に接絢する面はアスフアルト塗料を施すか、結

縁物をはさむ事が必要である。草野閉される裏側も

ー臨塗料を勉すべきである。某建築で木在を被覆

し? こA l 板が装塗 bを施さなかった主主一年足らす、

で腐蝕してしまっ? こ例がある。

繰潤欣態で異種金混と援燭するとA l が電蝕的

に侵される場合があるので、観及び銅は接縄部を

カドミウム鏑金を施すか聞に厚〈塗料を施す必要

がある.

A l の表面をそのまま使用する場合には職活中、

工事中にセメント戸ト其の他に主って汚れる恐れの

ある箇所には養生塗掠を施さなげればならない。

叢生塗自宅はモルタル等が附着しでも AI が鑓色し

ない、しかも後で容易に拭ひ落せるものがよい。

腐蝕におして主要塗 b、異種金認との結線及び養

生空気基礎の三つの結に注意すると同時に最も霊要な

ことは材料自謹が優秀であることが必要である a

これには製造技術に充分信額出来る、信用ある製

造所の製品在使用するこ t である。

( 筆者・伊藤氏は日本建設産業株式含紅名古屋支応次

長重量建築課長、隠田氏ft 問活動重量)
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本誌表紙懸賞園案審査報告

際て募集中の昭和25年度本誌表紙懸賞宙実は58

奨と言う多数の感募圃案を得? こ。そこで震蹴12月

15 日審査舎を聞き旗孟厳選の結果下記諸君が夫キ

入涯の柴を得られた。

⑥ 入 選

( 美 ) 先 藤 俊 夫

犬阪市天王寺区南玉造町二二

⑥ 佳 作

虎 岩 本 博 行

大限市北区中ノ島朝日ピル竹中工務庖設計部

( み ) 今 西 茂 雄

大阪市東住吉区山坂田J 5 ノ18

e - 癒 藤 暢

大医市西淀川区野望町297

( 寅 ) 山 本 道 生

榊戸市生田区播磨町45

it 中工務庖紳戸支底設計錦

1π 大 限 組 設 計 係

大限市踊島直甫 2 丁目

全〈数年ぷ bで行った表紙園集の懸賞募集であ

ったが、大きな期待をかりに Y りiぞ何か物足りな

い感を探〈し? こ。中には全〈ふぎりに一夜づ〈り

イ ヤ 1 時間づ< 9の作品もあったが、こんな物お

しみと心の不足は決してい〉ものが出来る筈はな

い。本舎が昭和 6 年ごろから 10年ごろまで毎年こ

の募集をつ Y けて行ってき? こが、嘗時の作品を見

直してみてこの10年間の進歩が 5 こにあるのか、

こうまで際宇は若い人々の感売をあらしてしまっ

たのか。 fこちJ 道はま 7ざまだ速い… … と言いにい。

雑誌のゆきか fこには商品償値の必要なものと他

の一つ皐舎の機関誌と言う内容が生命である。こ

の 2 種が表紙計壷の基調を決定する要素となる

が、本誌はこの中聞のや〉後者に廃する佐賀をも

つものでず商品f興債を主とするもの、ように席頭

に詑ペて他の雑誌をお 3 え る ま で の 必 要 は な い

が、 「建築と枇曾J e言う普遍安嘗性のーとに立案

の基調をおかねばならない。佳作「虎」の如〈、

気品といい、迫力といい皐術機関誌の表紙として

は主位に推さるべき作品であるが、本誌の性質は

駐舎の中間暦に行き豆 b、しかも益キ護展途上に

める現代の建築と祉舎の表徴として、力強しし

かも親しみ開い表現を創造しに( 美) には一歩を

ゆづる需でめる。思ったま〉の報告失障を許され

たい. ( 星記〉



建 築 材 料 と し て の ア ル ミ ニ ウ ム の 利 用

工 博

アルミニウムは航空機の本髄であり、殊に車道時

中の箪部の統制によって、他の用途への使用を極

端に制限されてき? こ fこめに 、2災後のアルミニウム

の需要は念事事回を富余儀な〈されると共に、敢年来

貰. 室紋態であっ f こ一般生活面〈のアルミ= ウムの

使用量が、機隷厳材の利吊と相侠って念滋 に増加

してきた。即 ち鍋、釜顕を始めとして従来航空惨

部品の製造を挽賞して来 fこ合祉は先を競って、家

庭昔毒物の製枠に専念してきたが之とても 2 、 3 ヶ

年にして殆んさ'飽和欣態となり 、且つ品質の 向上

と生産1i 債の競容から必す' しも一時・の釘況が期待

出来ないばかりでなし更におf用途の開拓へ と再

轄向せき「るを得なくなった。

一方我図のアルミ= ウムの製錬工場と して、日

本短金島、昭和電工、日新化事の 3 祉が輸入原料

を基として金混アルミニウムの生産が逐月 上昇す

ると共に、その製品の質的向上が貰施され て、現

に23年末以来は少〈共生産量の 8 0 %は99. 5%以上

の高純度アルミ= ウムが得られるようになれそ

の販路はなしろ輪出を妥当照として活蛮な活躍が期

待されてきに。然るに、原材料高、工賃高、設備

の復奮費等から勢ひ生産されるアルミ= ウムの皐

慣が上昇して閣際市場に於ける戟閣の係干1:は必す・

しも荷利ではないばかりでなく、ア メリ カの生産

手ひか八、ボンド不安等からアルミニウムに闘す

る限り輸出にも不利な t条件が山積して24年春以来

は金属アルミ= ウムの滞貨が殊に目J t . って来 fこ。

そこで圏内需要左目標にして 、確固? こるアル ミニ

ウムの用途を開拓する必要じせまられると共に、

材質的にも遁材適所の利用面乞考へる必要が生 じ

て来f こ。事変殺後の燦i材或』主再生材の利用という

面では所謂アフ・レグー J レ的無秩序の fこめに反って

アルミニウムに劃する一般の認識と理解を深める

貼では逆効果をさえも Tこらしにと想、はれる。例へ

伊 津 猛 真R

ぱ、アルミユウム合金主言へば、ヂニL ラJ レミンと

呼ばれる犠に、ヂユラルミンは「こしかに優れ fこ程

合金の一種ではあり、航宅機趨には主としてこの

種の合金が用ひられて 来fこのである が この種の合

金は加ヱも し易いばかりでな く、熱鹿理と雪って

500
0

附近か ら障入す るとその後常温に放置する か

〈常温時効〉或は
150

0

_ 18) 。に鹿戻す事によって

著 し〈 その機械的性質が改善さ れ、少〈とも 軟 鋼

に匹敵する 性質を示 し飛行機の勝進:材料としては

勿論のこと虞〈勝遁用複合金として活用出来る性

質を持って いる。ところ がヂユ ラルミンの一献賠

としては耐蝕性が惑い事である。飛行機の様にそ

の使用期聞が比般的短い上に、使用の目的から次

々にこれをE霊祭 してしまう材料と しては最適のも

のであるが、これを一般の陽造材料として長期 間

の使用に堪え るにめに は、この快駐がtr しろ致命

的であって、種々の不都合を生じる事になる。現

に終職後のヂユラ J レミン股材の利用されに車輔用

車憶とか、建築構造物等でも建設後数年を経過 し

てみると表面の腐蝕乃至は鍵色の問題でとか〈の

世評ｾ受りその ｦ こめにアノレミ］ウム合金は之等の

構造材料と しては不適首であるという様な抗剣を

受けることになる 。ヂユラルミン燦材で作られた

食紫類が腐蝕し易〈 、一時は 人種に有害でめるな

さ' とさへ言はれf二位でめる。

ぞれならばアルミニウムは腐るものかと言う

と、，f ' 、す・しもそ うではないと申し上げにい。即ち

純アルミの場合ならば少〈ともアルミニウムが

ＹＹＮＵＥ 以上の純度を持つものならばｾ気中で日常

使用の範囲では殆さ' 賞用上差支へない程度の耐久

性があると言へるし叉、アルミエウム1: りでは強

度の騎で不充分にとすれば之にマンガンを 1 - 1. 5

% 径度添加しfこ耐蝕性アルミニウム合金もあり、

この合金はア メリカアルミニウム合金規格の記暁
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を用いて 3 S 合、金主呼ばれている。叉職時中日

本のアルミ= ウム地金を用ひて作られに強力会

金に N D、H D、及び S D 合金と云うのがある

が、いづれもそのま〉では耐蝕性の鈷で不適嘗で

あるが、之に到して鏡遣の際にその鋳塊の表面

iこ、耐蝕性のアルミニウム合金板或は純度の高い

アルミ= ウム板を合せてから之を lNl 延加工した所

謂クラツド材〈記放で N D C或は S D C と呼ぶ〉

は強度があってしかもその表面が耐蝕性を分織す

るので、これならば、充分今後の構造材料として

使用し得る筈でめる。

昭和23年度に於げる圏内のアルミニウム利用の

分野を見ると相官多方面に捗っているが、その統

計から見ても建設方面への利用は低ぐ 3 %程度に

過ぎない。アメリカの例を患げれば昭和23年 ( 19

48年〉に於けるアルミ= ウム全使用量の 1 8 %以 ム

は建築材料と して用ひられている程であって日本

に於ても、この方面に着目され、活用される気還

になって来? こ事は、誠に欣快事である。

その他にも謹般材料と して既にアメリカの答胞

のム甲板等には多量のアルミエウムが用ひられて

いて、吾図でも早晩この方面への利用が展開され

ゃうとしている。勿論耐久性を保持するにめに

は、材料自身の性質をこれに遁感させることも必

要であるが、その取扱ひ方として、表面塗撰も亦

重要な役割を持っている。従来造船者或は衆組員

の常識として舶鰻の塗炭は常に入念な鹿理が施さ

れていて、月rr調厚化粧のペイント塗料等が用ひら

れているが、この鮎では橋梁その他の土木構造或

は建築構造には精不完全なところもあっ fこゃうで

ある。今後アルミ= ウムが建築物 l二買〈使用され

る必要上この種の表面廃理法が充分考慮されねば

ならぬ事は嘗然であるが、之に聖母しでも或る程度

までの結論は得られている。

イ周キ 23年春以来菜)i 扶桑金属の小崎博士、日本建

設産業名古屋支庖の伊藤氏と蓮絡をとる一方、著

者の所属する建築材料研究所の回謹所長の外所員

撤氏と謀って軽金嬰建築に関する委員舎を組織し

て具髄的に設計に取りかかり別稿清家助毅佼の解

説する稼な新しい構懲の下に軽金属の特性を充分

に活用しに完成圃を作り上げたわりである。過般

名古雲南ヱ曾議所の主催され? こ建築展覧舎 ( 24年

12月上旬〉にはこの設計園と共に富山程銀株式合

祉の藤井祉長の御好意による不純アルミニ土ウム地

金を原料とする鋳物五の出品を行ったのである

が、要はアルミエウム製住宅に到する世間の認識

を深めて頂きたい? こめであっ fこ。叉建築は外観ば

かりでな〈所謂居住性として住み心地の快的な事

が必要であるから委員舎でも間藤博士が通無、換

祭、防毒、保温等の問題を分挽して、この設計上

に遺憾なくその構想を取り入れてゐる。

いづれ舎枇側の臆援を得てモデルハウスの試作

を賓施し? こ b、希望であり、それによって貨物試験

の結果から更に部分的な改良を徹してぞの完成を

期するつもりである。嘗研究所委員舎のメンパー

として夫# 分婚する専門を照合すると戎の遁 bで

ある。

国 建 所 長 委 員 昼

間 藤 所 員 遇策、防署、保温

清 家 所 員 設 計

後 藤 所 員 設計、原慣計算

勝 田 所 員 構造力製

小 島 所 員 防錆、金属材料

多 司 工 率 士 塗料、表面廃理

伊 海 所 員 金聴材料

再興日本にとって住宅問題は苔今市民の意要課

題の一つであるが、資源的に活用し得るあらゆる

資材を遁用してその解決を謀らなりればならな

い。アメリカ、イギリスを始めとして既にアルミ

ニウム建築物が廃〈用ひられでいるとき、是非共

吾図 l こも之が普及を念願している者の一人であ

る。魔〈一般の御理解 t 御協力を期待する次第で

あ る 。 ( 筆 者 ・東京工業大感激変)

理 想 的 床 材 料
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I 概 説

アルミ= ウム及アルミニウム合金が建築用材料

として庚〈使用される傾向は世界的なものであ

り、試みに米園の例をとれば昨年度の AI 生産額

9 干 湾5000t onの 3 7 %が建築方面に使用§ れて居

る賞紋であり、ピツツパーグで金A 1 製の30階建

のピルヂングが出現するに至って居る。この主な

る理由は、その外視が銀白色で極めて美しし大

集中で腐蝕の心配のない事従ってペンキ 塗等の維

持費を要しない且髄量で加工性の良い事、熱及光

の反射能の高い事等であらう。

今 A 1.及 AI 合金を建築方面に使用する際その

第 1表建築関係A l 及A l 合金使用箇所並びに材質

使 用 箇 所 l 材 質|腐 M 縫

屋根、扇、叢材料 213. 313. 級 風雨、大集中のガ

霊童飾塔外堂、f . 1l ; 立 D C  ス、異種金属材調

塀、雨抑桁 との接胸

康、国格子、手摺 213. 3Ft SA3 
/，1 

顛 板押出型材

サッシユ 38.  SA3 風雨、コ γ P リー

主反: J I! I出型材 トとの按絹

日覆、袋、パネル 28 板 室内空気

羽田板、巾木額縁 D C  

穴弁、 F イル

四E線管、給水管 38 管 コ'./17 ロートとの

SA3 接鱒

小屋制、梁、英他 ヂュラルミ γ 室内空策、異極、

押出型材 金麗材斜との接鯛

建築用足場 SA3押出型材 風、雨

或! i . 管

其他各種金具、ｾ
2s 313 

室内: 2; 祭

具、ケースf十雪量類

SA3 板伸出材

腐 と蝕 防 蝕 ( 建 築 的 に )

山
史 lls 田

用途及材質を簡翠に第 1 表に示し腐蝕の問題に就

て説明をすすめる事とする。

I  大気による腐蝕

傍建築の外部に使用する際、風雨j i ¥( は大衆中に

含まれるガスによる腐蝕は如何I と云う臨に就き設

明する事にしよう。ローマのサンヒ γ チノの囲屋

根は1894年 lこAI で茸かれ40年後の調査の結果僅

かに 0 . 05mmの厚みの減少があったに過ぎぬ 。 寄

Ｃが大阪近郊の八尾で昭和 Ｗ 年 Ｓ 月より Ｒ ヶ年ｾ

の大衆腐蝕試験を行った結果、 AI は表面光海を

健かに失ったヌごC不錆鋼板に次ぐ良好な結果を l炊

めた例もある。

第 2表 10年聞の大気腐蝕による強度低下の割合

務|拭験前 |
の 強 度 | 強 度 低 下 率 %

|側 m m
2

)1工繁地区| 海岸岨| 回園地区

22. 7 1  6. 2- 6. 81  1. 8- 3.  41 0. 8- 4. 2 

19. 1 1  7. 8- 20. 71 1. 9- 6.71 1. 9- 6. 0 

鋼 板

亙鉛板

ヂユラル

ミ γ

Ap 皮Z震

予J ユラ) 1-

ミ γ

40. 8 I l 1. 1- 15. 815. 2- 11.01 0. 2- 1. 0 

40. 0 1. 9  + 0 6- 4.61 0. 6- 1. 1  

AI 板

(9!J . O%)  

313 

( Mn1 %)  

11. 4 1  6. 3- 7. 01 1. 7- 3. ]  1+0. 1- 1. 7 

14. 0 1  6. 2- 10. 41 0. 5- 3. 01+0.  9-{) .  3  

米国のA. S. T. Mの祭員舎で10年間の大衆腐蝕

試 験 を 各 種 材 料 に 就 き 行 っ た 結 果 t 第 2 表に示

す。表中の鍛字は10年間の期間にぜの程度の強度

の低下が起るかを示したものであって、A l t : 反及び

AI 皮葎ヂユラルミンが銅板、 豆鉛板に比し優れ

fこ成績を示して居る。

都合地等この大衆は亜硫酸ガス、茨殿ガス等を

相首会んで居て、 i待費乱により前者は亙硫両者或は稀
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薄な硫授を生じ、腐蝕を進行せしめる。この際鋼

板、亙鉛鍍滋仮の腐齢、紋況に到する賞践例を第 3

表に示す。

A l は亙鉛鍍徴板に比し稀硫酸、 克硫酸に到す

る抵抗力が遥かに大である事が了解されるであら

つ。

第 3 表 稀 硫 酸 、 亙 硫 酸 に よ る 腐 蝕 度 ( Cm)

材 料 |  仰 (98仇時間') ¥0.5仰(70.052時水間溶) 液

Al  ( 99. 0%)  0. 00021 0. 00) 10  

: m鉛鍍鍛板 0.00i l 08 0. 00438 

銅 市反 ＰＮＰＰｾＰＷ＠ 0. 00027 

更に海演地区等では盟分を含む潮風により腐蝕

作用は田園地置に比して著し〈なる。参考の? こめ

海水に浸潰した場合、促進腐蝕を各種 A l . 合金に

就いて行った結果を第 4 表に掲げる。

第 4表 各 種 Al 合金の海水、促進腐蝕験試

て 行 < tこめであり、従って斯る現象を防ヤ7ごめに

は AI とこれに接錫する他の金嬰を j菌嘗な材料で

結縁させる必要がある。

これには腐蝕の心配の ! t、い様な箇所では酸化亙

鉛、燐柄を顔料としすこ塗料を塗る程度で充分であ

るがクロム酸亙鉛を合u ' 塗料を用うれば完全であ

b ます。互主は又接錫する他の金属の表面をカドミ

ウム或は亙鉛鍍金を施してやれば宜しし、 a

鍛製の釘、かすがい、ねぢ等を使用する場合は

この注意をして使用する事が希ましい。

異種金ｾとの接続の問題ではないが、木部に直

接 A' . をうちつりる様な場合は矢強タール紙等で

絶縁する事が必要である。

E  セメント其の他各種モルタルと接鏑

する場合の腐蝕

各種モルタ Jレと Al が按燭する場合モルタル中

のアルカリ成分によ' : J AI の腐蝕が起る。この問

題に就て猫逸のN . or wegens工業

専門事校で行はれた研究結某を

ぷT与 でj |性 質 |

腐 蝕 に よ る 減 少 寧 ( % ) 紹介して見る。

|潟 紳 浸 漬 1 ケ月

※  

促進腐蝕 48時間

試験し? こ AI は9 9 . 6 %の純度

のもので塵廷の鑑、アルマイト

庭理をしにもの、アスフアルト

乳剤塗撲のもの、アスフアルト

液( アスフアルトをペンゾール

で溶かしにもの〉塗炭等の庭理

を施して、種キモルタルと接綿

金 h，" / " … 21 
%  |抗強力|

イ申

ヂユラルミシ 42. 6 20. 0 13. 6 62. 5 

28 12. 7 10. 0 3. 2 7. 7 

38 14. 5 13. 0 3. 5 9. 5 

SA3 16. 4 15. 9 3. 0 8. 0 

※ ( 日本アルミエユームK Kの資E設による〉

f省、海水浸漬は大阪湾の海水、促進腐蝕は 6 %

Ma Cl +  3  %H2 0 2  ＨＱＰＥ 濃度の ｈｾＰＲＩ 溶液中に

浸潰し? こものである。

以上の織な織しい腐蝕還境でも耐蝕性のある

2 S 、 3 S 、S A 3 1: 僅かにその強度を失ふのみ

である。

E  異種金属と接燭する場合の腐蝕

建築方面に Al を使用する場合、鍛: g I ( は銅合金

等と媛濁して使用する場合が往々あるものと恩は

れる。この場合接溺部に漁気があれば ａｬ がＩｩｾ接

的に侵される。これは Al が普通金罵の中最も電

i在庫が高い? こめ局部篭 j也の成生により Al が溶け

32 

8. 0 

2. 0 

2. 5 

2. 0 

イ中

27. 5 

2. 0 

8. 4 

3. 5 

せしめ種々の僚件の下で 445 日

開放置し腐蝕の程度を調べ fこ。

第 1 闘がこの結果であって黒部で示し f こものは

室内の空気中、斜錦部で示し fこものは水蒸気で飽

和し? こ答無中、白色部は一部水に浸潰し7こ場合の

腐蝕減量である。ボルトランドセメント鱗砕セメ

ント等は P H の値が略12. 75の強アルカリ性であ

るf こめ腐蝕作用は著しし石膏モルタル〈石膏+

砂〕キ戸ンズセメント( 石膏+ 棚砂、珪醍、明馨

等〉は P H か略7. 1程度の中性であるため腐蝕作

用は殆んさ' ない。セメントと接続する場合でも乾

燥し? こ欣態にある設な場合は腐蝕程度は軽度で左

虚心配ないが漁潤な［Ａ［ｉｾ態にある場合は腐蝕が著し

い、この際アルマイトを施しても効巣がな〈、ア
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スフアルト液塗撲が一番良い結果が出て居る。

然し乍らこれでも防蝕法として完全なものでは

な し 特 に 腐 蝕 心 配 す る 場 合 は セ メ ン ト の 代

b に石膏モルタ J レの使用が希ましし、。

向米閣のSweet Fi l e Archi tectural  Iこ掲載

されて居る規格に依れば、モルタ J レ類と接錫

する Al の Fr ame はクロム限頁鉛塗料を下

地として塗る著書: が規定されて居る。

VI 結 語

以上簡単に建築材料としてのA l 及 Al '合

金の努蝕及ぞれに到する封策を述べ1:
0

2  S  

は99. 0%以上の Al で あ れ 3 S ， SA3等 は

何れも耐蝕性の優秀な材料であるから上記の

諾射に注意 さえして駿りれば充分満足な結果

が得られる。前構造材料として梁等 lこ使用す

る材料は矢張強力なデユラルミンが適賞して

居る。然しこの材料は上記の材料に比べると

耐蝕性が少いので組立後塗料を塗る事を推奨

する。

亦、塗料としては、ペンジルセルロード或

はフグ J レ取レヂン、ピエールメラミン等の合

成樹脂塗料で優秀なるものが縄々喪資されて

居る J状態である。更に積極的な防蝕法として

陽極再変化法、 h在B W法( 炭酸リーグ+ クロム

再建加皐溶液に浸潰コクロモグイジング法( ク

ロム殿液に浸潰〉得ーがあるが斯る方法は建築

関係では眼られた用途のみに就て、 t られる

事であらうし、紙面も健かであるので併細な

説 明は割愛する事 とする。

(筆者 ・新扶桑金属株式曾n e I : 伸鋼所動著書)

.，......，-T句、..-、.-、" μ ・、.. ・・、...・・・.n' ・.、..'・・・...・'"・H ・旬、..'・・、.. ・"、..・・・、..'・・.・H ・・・・...・・・' .. ・・・、..".，・...・・・・......、.. ・"・...・・・'..・"・.....、...・‘・'..

電 話 番 競 蟹 更 御 遇 知 北 演 @5  8  8  8 番

創業20年、古い信用と新しい技術の 合成化率の進歩にて

建 物 ク リ ー ニ ン ゲ の 応 住 宅 美 素 加 工 の 前 進

ナイロンを著た住宅の出現

( カタログ贈呈) 鶴美素工業所

大阪市東区瓦町( 堺筋〉三和ピル三階〈電話北演@5888)
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7  J1 - ミ = ウ ム を 建 築 材 料 に 使 用 す る に つ い て

1序 説

最近アルミニユ F ム及其の合金〈以下アルミニ

ュームと云ふ〉は建築用材料のニューフェイスと

して注目されつつある a 鞍時中、航空侵の主材料

であったヂユラルミンは強度を有する事ｾ主目的

色し腐蝕に針しでは考慮を挽はれなかった。即

ち、航空機は臼准月歩で迅速なる更新を必要とし

叉消耗率も高かつ? こから、その材料であるヂユラ

J レミンは強度は相営大であれば腐蝕し易くても間

に合っていに。このヂユラルミンが敗鞍と問時に

主用途 ー であっ ｦ こ航空機が製浩出来な〈なっ＿こｾに

鍋釜の類に叉一部は木材不足に陥tf 建築に使用さ

れに結果、アルミエユ戸ムは腐蝕し易いとの悪評

を扱め? こ。然し、殴時中につ〈られたアルミ= ユ

ームの純安の低い、従って腐蝕度の高いヂユラル

ミンも最近に至 b一腹;蔵き「らえを終り、同時に鍋

釜も生産過剰となれ各業者が材質で競守する様

になる他総入原料の質の向上により地金の質も躍

進的に良〈なる等の好4条 件 が 重 な れ 或 程 度 腐 蝕

に到しでも信頼出来る様なアルミニューム製品が

現はれ出し7こ。

同時に業者全般も血眼で建築及轍詮機関に新用

途を求めている際であれ且叉敗駿時建築材料と

してアルミ= ユームに野する知識を飴りにも持合

はさすもに使用し ｦ こ例の如何に多ｾｾ貴志に患を較す

時、我 キはアルミニュームに撃すする精絡なる知識

を把握して適切に建築材料にアルミニユ戸ムを使

用し、その優秀性を遺憾な〈護揮せしめると同時

にその短所を審会す所ーな〈補う畿に努力する必要を

痛感する。

2 アルミニウムの優秀性と歓勘

優秀性と芳香へられる慰は

ｾＴ＠

西
問

削

・

・
山
川

H

〈イ〉鰻いこと

〈ロ 3 外概が光海あり美しい

〈ハ〉合金を作れば畿と略等しい強度を出しう

る

( = ) アルマイト鍍金によ b外概を美し〈する

他腐蝕に聖母し強〈なし得る

等であるが之等はアルミニュームは仕上材料とし

て優れに材料であるし、 E 又更に進んで構造用材

として優れに材料? こち得ることを暗示している。

事笈我キの知ってゐる殿前のアルミ= ユ戸ムは腐

蝕し難い優秀材料であっ亡、欠殿として考へらる

鈷は

( イ〉アルミ= ユームの純度が低いとアルカリ

及漁祭に弱〈腐蝕され易い。

〈ロ J 織に篠鱒する左分解され易い。

〈ハ〉融解鮪は 660 度で割合低い。

く= ) 弾性係数が銭より 小さ〈約% である。

( ホ〉膨脹至容は畿の約 2 倍である等である。

〈イ〉、 ( ロ〉については別に述べるとして、

〈ハ〉についてはシャツター等で防盗用に使用す

ることは先づ室長支へないが防火用として絵り感心

しないことを示し、 ( = ) は仕上材料としては問

題ないが勝進用材としてクレーン受ガーグ戸等の

携みを特に慎重に考慮すべきものにアルミニュー

ムを使用する時は設計に際して按みに注意を抑は

ねばならない。( ホ〕に闘してはシャツター等に

於てシャツターとガイドレールとの間瞭を畿の場

合より大き〈とる等を考慮する他はサッシユ等の

場合は埋込んTごコ γ クリート自腫lこも膨肢を伴う

こととて大して問題とはならない。

叉慣格についても一躍考慮を要するが、板につ

いて見ると鍛板に比べて現在アルミエユーム板の

方が高演であるが、ペンキ主主の必要がないから亙

鉛鍍畿板等を使用した場合の維持管理のペンキ塗

替費等乞勘定に入れるとアルミ= ユ{ ムの方が結

局安〈なる場合が多いのではなからうか。



3 建築材料として使用上考慮すべき

要件及び針策

建築材料としてアルミニユ戸ムを使用する場合

に考慮すべき要件及釘策を列息すれば次の通りで

ある。

( 1 ) アルミエユームはアルカリ性材料に接鰐

する k か叉はi熱気が多い k 腐蝕の危険性がある。

封策としてはアルマイト鍍金を施す方法とか塗料

を爾材料聞に塗布するとか、或ひは中聞にｾ隙ｾ

設ける方法が考八られる。然し賓際問題としては

モルタルの上にヂユラルミン板ｾ直後に貼付け三

年程経たものにつき検討しでもヂユラルミンの腐

蝕を認めない様な場合もあるロ

( 2 ) アルミニュームは織と密着 すると電貫主イ

オンが流れ分解し易い。之が針策としては、例へ

ば波形アルミ板を鯨骨母屋に取付りる際にヂユラ

ルミン製の釘の使用、叉は鯨骨母屋に防錆塗料を

塗布する等の考慮、が必要である。叉高級な仕上材

料としてアルミを使用するときはアルマイト鍍金

も考へられる。大阪朝日ピ J レに使用されているア

ルミ板についてみるに織骨骨組に取付げられてい

るが、防錆塗料を骨粗に施しであるま電に腐蝕して

いないのをみると、純度が或程度高いアルミニユ

F ムを使用していると、この問題については飴り

鋭敏になる必要もないのではなからうか a

( 3 ) 間性翠の少さ〈織の約% であることは徴

に比し控が大きいから携を問題とする織遁部分で

は断面積の大きい部材を使用して撲の披少を計る

のであるが、 それでも比重は鍛の約% であるか

ら、結局窓量の面からは鍛よりは軽〈出来上る利

射があるのではなからうか。

4 塗料に依る腐蝕慰策

アルミ= ュームはアルカリにより腐蝕 3 れ易い

の で 、 ア ル カ リ 性 で あ る モ ル グ J レ、コンクリ

F ト或ひはプラスター等と の接縄商については特

別の考慮を梯ふ必要がゐる。そのマ方法としてア

ルミ= ユーム側にペイントを塗装してアルカり性

材料に接関せしめる方法、即もペイントにより一

際経織する方法がある。そしてその目的に使用さ

れるペイントに就いては次の二種類に大別出来

る。

Ｈｬｾサッシユ培コンクリート内に寝込 ｴｊ 部分

に塗るペイシト、叉はアルカリ性材料の星空柱等の

上に仕上げ用として貼るアルミ= ユ戸ム板等の裏

に塗る塗料の類で外部から見え令、従って色等は

問題とならす・に? こ1 ' : : アルミエユ戸ムの極めて滑か

な面 lこ附着し易〈、且叉耐水性、耐アルカリ性を

有するもの。

く2 ) サッシユ等のコンク 9 ｾトの埋込郡と外

郁に出る官s分との境界都tこ塗るもので出深得る限

り、ア J レミニュームに近き色をして居 b、 E つワ

エザリング( 天候〉の影響を受げないもの。

( 1 ) に就いて考へられるのは往年使用してい

＿ こ 鍛筋用塗料の類で所謂アスフアルトｾ主原料と

しにアスフーアルトベイントと云はれるもので、栂

ね( 1 ) の目的に遁隠する性質を有するが、? こ? さ

鍛筋用 塗 料は畿のま日ｾ粗なる商 ｡ に塗られるに童話

し、アルミ= ユ戸ムの如き滑かな函に塗る篤には

貨 に 附着 の宍なるペイントを使用する必要があ

る。これは塗料の材料に附着力の大なる樹脂類ｾ

使用すればかかるペイントを製造する事は可能で

ある僚である。既にアメリカに於てはアルミニュ

ームサッシユ等の埋込きsにこのアスフアルトベイ

ントを使用している。倫アスフアルトペイントは

ウエザリングに劃しては弱L、がコンクリ戸トに埋

込まれる部分に使用されるか叉は仕上げ舟のアル

ミ= ユ戸ムの主要に塗る主きはウエザリングの影響

もなし従ってアスフアルトペイント( 鍛筋用塗

料うは附着力増大の震の少しの改良により外から

見えぎる部分に到しでは好適なるアルミエユ F ム

とアルカリ性材料との絶縁材料にな b得ると考へ

られる。

( 2 ) の材料についてはアルミニュームペイン

ト( シルパーペイントとも云ふ) がある。之は材

料がアルミ粉である震にアルミユユーム塗峡用と

しては最適で外慨もアルミエユームに近いから、

( 1 ) 同様に附着力を更に大にする様改良されに

ならば釘誼の結縁材料である。

5 建築方面への用塗

以土述べTこ通り、アルミ= ュームを建物の外、

内壁、天井、柱等の仕上げ材料として或ひはサッ

シユ、格手等に使用する場合にアルミ= ユームの

欠鮪を充分に補ってその特長を竣す虞な〈蛮嫁す

ることが出来るわげで、既に我邦に於いてもこの

方面に使用されているが、更に構造用材料として

平家建物の骨組に使用されている。米園 lこ於ては

橋梁クレ戸ンガーグ戸容に至る迄進出している

が、戟邦に於ても更に進むで二階、三階建建物の

骨組に使用され、アルミ= ユ戸ム特有の経量害時槻

の特長を設揮するのも速し? 将来ではなから号かと

考えられる d か〈て建築面に於りる使用の場大は

債格の低下を衆? こし、一方殻想、される補給金. 撤廃

に依る鋼材の値上げはアルミニユ F ムの需要に拍

車をかげ、建築材料の花形としてアルミニユムの

登場する日も近からんことを確信する次第である

最近に於げる波形アルミ板の波形徴板領域への念

速なる進出を見るにつけ愈キ共の感を強めるもの

である。

( 24. 12. 30)  

( 筆者・日本建設産業株式含紅建築部勤務)

ｾｾ＠



軽 金 属 住

20世紀の前牟も聞もな〈終ろうとしている。鋼

とコンクリ{ トとガラスの時代といわれたこの世

紀の建築についで、担金腐と合成樹脂の建築が生

れ出ようとしている。これは= ユ戸 J レツク的な流

行硯富良ではない。験後の浪禽L期にプレ・フアプリ

ケート( 工場生産〉の住宅が乏しいながらも、こ

の園の住宅不足に多少の寄奥をし? こ事は否めな

い。ぞれは了度殿宇中の疎開とか防昼壕掘りが、

流行現象でなし必然的であった。と悶じように

このプレフアプ建築も必然であれそしてこの軽

合金建築も亦必然でなげればならない。而もこの

程快な建築はコンクリートの鈍重さもな〈全〈我

々にアッピール している。戟# がもった乙の計震

は充分検討されなければいげないが、官会っている

軽金. 腐を不足している住宅の材料にすることには

誰も異論はないと思う。私自身もはじめは担金属

の住宅なんかに住み? こいとは思わなかったりれ

さ¥デザインを進めてい〈うちに、これなら住ん

でみたい、是非建ててみたいと思うようになっ

7こ。

睦金属は金〈すばらしい材料である。最近のア

メリカ誌の報す' るところによれば鰹金属を主鑓と

する種# の市販品があって建築の仕ムげ材に利用

主れている。

そのメーカの 1 つである Kawneer の事務所が最

近新築され? こがその仕上げには、この工場の生産

品であるアルミ板がふんTさんに使われている。

( 許細については「新建築」誌1949年11 月 披 参

照〉、プレフアプ軽金属住宅はすでにアメリカで

は生産期に入っている。イギリスは大量のプレフ

アプアルミ住宅を外貨轡専のため輪出している。

コンクリ戸トや煉瓦の家を職出するわりには行か

ないがこれなら OK にちがいない。我キが設計し

36 

ｾ＠

毛

清

の 曙

家

穴住宅は 3 0 m
2

で僅か500kgであった。

光

清

燃えない、軽い、そしてスマ戸トなこ の住宅を

誰でもほし〈なるにちが L、ない。

軽金腐を主韓とする建築なら相官の高月号建築色

軽微な裳礎ですむ。 1貫性が少いから地震のときに

も安全、惇熱的だから火災lニ際しでも一部が高温

に昇ることが少い、等キいままでに我キが考えな

かった利喜誌がた〈さんある。船船の上部構謹一一

最も建築的な部位は最近念速に軽金属化される傾

向にある。メタセンタを下げるためにも都合が好

いからであらう。ぞれはそのまま建築に色遁膝さ

せることのできることにちがいない。 Tこだ建築の

使用者は船員遣と遣って維持、特に塗終について

無関係心7さから金属の耐久性を減す・るかもしれな

い。しかしそれは材料の選捧や球部引きなさ'の方

法によって充分カパ{ できることであろう。

これについては別稿( 伊海博士稿〉を参照され

たい。ぞれからこの怒金恩建築についての欠黙と

して防暑、防空安である a

E 暑いかもしれない。 4 は寒L 、かもしれない。

ぞれは誰でもすぐ考えること? ごが、ぞれは大上夫

1: 。工夫さえすれば夏はコンクリートの家 lまさ' 涼

しし冬とても南京下見、 、犬控式の木造佐宅に負

げないほざ暖い家にすることができる。輿えられ

に: 買が少いので詳細は他の機舎に譲るとしても我

キが考えた住宅のフ. ランをお目にかけてこの稿を

終ることにする。

( 筆者・東京工業大事助教授、建築材線研究所々員)



ア ル

、
、
、 建 築 に

近時車事合金材料を建築方面に利用することが感

んになり、各方面の注目を集めて居り、頼合金の

特徴の利用法欠慰の劉策等は、ｾカ商に阪に蛮表

されて居るから本報告に於、ては主として建築に利

用する場合の粗材の基礎的資料に関して述べる。

1 . 建築に利用される軽合金材料

建築に利用する材料としては耐久性大で、エイ乍

容易なるものがよいのであるから、耐蝕合金で熱

鹿理不要な且叉熔接容易、曲げ加工も容易なもの

でなりればならない。組合金材料としてはヂムラ

ルミン、 S D、 E . S . Dの如〈強度が鋼材に比適

するものもあるが、これ等は作J れも耐官舎、性悪〈熟

慮理を必要とし、叉熔緩も困維で あ るから建築用

としては不適であり N D、H D合金も叉これと同僚

である。従って、建楽用としては次表の ものが適

嘗である。

;f;i _. 竺 組 成 分

純7 ルミ 1 9 9 % up Al  1  15- 20 1

3
-

6  

3  S  1  AL+Mn( α1し. 2お5%) 1  2却0- 25 12 - 盛

5臼2 S  1μAL+M島( 2. 5%l Cαr帆(

これ等は何れも熱慮理不要の耐蝕 合金で熔接も

カ加H工も容易である。純アルミは一般用 として麗〈

利用され 3 S は純アルミより耐 蝕 性 精 良 好 で あ

る。 5 2 S はi熱気の多い揚所に利用する t よい。

2 建築設計上のニ、三の資料

( 1 ) 耐 久 性

アルミは世間一般に信じられてゐるより透かに

耐蝕性が良好であって四、五十年の使用ではさを然

問題はないのである。次表に大然中の曝22試識に

依る抗張力低下寧を示す。

閲 す る 基 礎 資 料

潮 国 豊 治

五前ｾ唾空豆ｼ昨 Ｑ Ｒ 年 Ｑ Ｔ 竿 ｼ 吋件ｼ吋
I  %1  矧 1  1  ー予告 ｉ ｟ｾ

A. ド. T.  :111風化試強¥4. 7¥ 5.4¥ 一¥-¥ 5. 日¥ｾＮￖ＠

デ ィ ス グ ー メ ア ー ス 氏 14 9. 1  ! Ul  7.21 ー 1 - 16. 7 

海 洋 地 方 に 於 け る ， - . 日 U 日 戸

風化試験

デ イ ユ グ ー メ 7 ー ス 氏 I  _  .... 1  .... ....1 I  n. . 1 1 .. 0  

ヱ 熊 地 脅 に 於 け る I ｾ Ｎ ｾ ｉ＠ ｾＮ￰ ｬ ー ＱＢ ・引ー ｬ を ｏ

風化試験

これに依れば10年間に張度が 7 %程度減少する

のみで極めて耐久性があることが知れる。叉特に

アルミは豆硫酸ガスに強し工業地帯の建築とか

篭解工場等には観材の 3 倍以上の耐久力があるも

のち、此の方面には大いに活用される k 思はれ

る。賞用建築の耐久性の貧例に関しては欧米には

数多くあり 40- 50年の使用 tこ充分耐へてゐる。

詳細は嘗祉のパンフレツトを参照され度い。

( 2 ) 強 度 安 料

( 1 ) 鋲 材 強 度 抗 張 力 1 5 - 2 0 k g / mm

2

伸 3 - 6 %

( 2 )  アルミ釘強度抗張力 1 4 - 1 5 k g / mm

2

野断力約
10k g / mm

2

( 3 )  木材とアルミ釘との固着力

嘗祉の ＳＮｾ ゆ首下 ＴＷｭｭ の釘を中波の波鋲

に打つ? 二場合次の如くなる。

杉 | 松 | 偲

6 3  kg 
5 9  kg 

100 kg 

但し何れも柾目打で木口打ちの溺合はこれの約%となる

( 4 )  アルミ鯨の引裂げる強度

嘗祉のアルミ釘3.2φ の釘頭径7. 2ゆで、アルミ

鯨を引破るに要する力は74kgである。

通常これに康金を入れて打つためアルミ鋲が

引破れる際は200- 250kg以上の荷震の場合で

ある。
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( 5 ) 風盤、荷量

定尺の波鋲lこ60m/ sec の風が直角に営った場

合の抵抗力 D は

D = 弘pV2FCx

F : 波銀の投影面積 =1. 433m
2

p  :  Ｙ［ｾ罰宇野度 ］Ｐ Ｎ ＱＲＵ k .RTTl .*S2 

V : 風 速 = 6 0 m/ sec

最悪の場合を仮定しC x = 2 とすればD =  650kg 

ヒTι る。

(  6 ) 打釘の数量

(  i  )  鍛骨の場合釘をフックポールトにすれ

ばよ L 、から、もし前述の3. 2mmφ のアルミ

線材を使用すれば、破断力は 112kg マある

から 650/ 112 =  4. 6即ち 5 本でよ〈畿材を用

うればアルミ銀の裂η るカで定まl : > 650/ 20 

0......250宇 3 本でよい。

( i i )  木督、の場合

此の場合は釘と木材との固着カで釘の本敷

が定められるから柾目に打つ fこ場合は松材

杉材共に 10本程度、慢で 7 * と云ふことに

なる、此の程度の本裁は通常鋲を即| 染ませ

る震に使用する本数以下である。

く7) 波鉱の波の扱き

首位の波銀で賞験した結果は次表の通りであ

る。本試験は波銀を鹿締試験僚にかげ波の山

が鑓形し初める際の荷重及 d存分の高さに銭形

し7こ際及完全に偏平にする際の荷重を測定し

? こものである。

間片寸法| 警の俳形始I: $J ' -崩偏平 |爾揃

O. 5x33X100 

0. 5X66x10 

ｏＮＵｸｾＹｸＱＰＰ＠

O. 5x132X70 

O. 5xl 65x70 

= 子 勺 勺 ス

フローリエバア

気対1( ; 車庫l事

1 山

2 山

8 山

4 山

5 山

5kg 

20 

50 

45 

120 

意

15kg 150kg 自由

53 400 ｾＯ＠

100 535 ｾＯ＠

150 600 ｾＯ＠

1000 除600 固定

宵迂胞工

田泡工業斉限曾紅
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屋根を歩〈場合人聞の足なら片足で 4 山 - 5 山

以上必す・ム u のであって片足にかかる嚢量は 3 0 -

50k g であるから屋根銀上を歩いても鑓形する心

配はないことになる。

上表は静荷重試験であるからこれを積雪の場合

の耐荷重の資料に利用することが出来る。

( 8 ) 積 雲 荷 重

雲の比重は 0. 2- 0. 3であ 8 から、屋根銀上に

1 m雲が積った場合1 m2
上には 200- 300k g の

荷震がかかることになるが前表から此の程度

の荷重では撃を形等全然心配がないことにな

る。

3. 結 言

アルミ建築としては純アルミ飯を利用して行く

ことが最も手近であって叉債僚も安〈使用じ易い

ことになる。叉アルミ材の強度は他の耐蝕合金 lご

比べて飴 b大きな裳ではないからこれが利用に遵

まれる方がよいと思はれる。建築方面に利用する

際は多量に使用するものであるから多量生産工場

と直結せねば規格化、標準化が出来す・理想的工事

が出来ぬと思はれる。今後更に建築業者と軽合金

業者間の緊密が是非必要のこ t と思ム。

( 筆者・株式曾紅高回アルミニユウム製作所技術線長)

ス チ ー ル サ ッ シ ユ

ド ア ー

シャツター

オベレーター・伸縮戸・面格子

設 計 ・ 製 作 ・ 修 理

日本サッシユ株式曾社

大医市東直高麗僑二丁目九番地

電話土佐堀 @2995・3979番



建 築 基 準 法 草 案

第 1 章 線 則

昭 和 24 年 10 周

建 設 省 住 宅 局

第 1 {I際( 目的) この法律は、建築物及びその集期に闘す

る重量担軽を定め、もって図民の生命、健康及び財産を保

穫すると共に、紅曾隅靴、産禁能差額及び図民文化の向

上に賛するととを目的とする。

第 2{1際( 周憶の定緩) この法律の用務11左の例による。

一建築物とは、土地に定着し、 屋根及び性又は墜鐙

を有する工作物及びこれに附属する門、へいの穎並

びに喜男型のための工作物、地下叉!1高架工作物内に

設ける停車局、陪錦、倉庫の類をいう。 ー

ご 附 稽 設 備 と 11、建築物に附帯する昭策、ガス J 給

水、排水、換気、媛房、冷房、炊事及び汚物i J f f . 廻の

設備並びに照突、昇降機、選管針の類をいう。

三建築とは、逮築物を新築、増築、改築、再築又は

移鱒ずることをいう。

四都市計鶴、都市計! i r 理解鏡、都市計盤底域、土地盤

整理とは、それぞれ都市計部法( 大正 8 年法律第

36鋭) にL 、うものをいう。

ヨZ 建築士、建築工務士、 設計、設計認窪、工事慶現

とl士、それぞれ建築士法( ) にL 、うものを

いう。

第 8{様( 適用の範圏) この法律に定める建築物( との法

律を準用する工作物を含む第 8{1際、第 9 (1際及び第15僚

の場合を除 Ｇき との主主においては以下 ｴｾ じＩに閲するＱＦ

準は、別段の定めのある鳥島合を除くの外建築物を建

築、修繕叉は聖書更する湯合にこれを適用する。

2  前項の基準中建築物の用途に関するもの L 適用につ

いては、建築物の用途を新たに定め叉はこれを嬰更す

るときは、その用途の建築物を建築するものとみな

す。

S  第 3 章から第 7 章までの:規定!1. 都市計$ 区銭外に

は、これを適用しない。

4  この法律に定める建築物に閲する滋準l士、劉の建築

物にもこれを適用する。

第 Ｔｻｾ ( 適用の除外) 左の笥放の u こ該蛍する綾合l士、

政令の定めるところによりこの法律の定める建築物に

闘する慈準によらないことができる。

一閣安保存法( 昭和 4 年法律第17披) 史蹟名勝穴然

官官念物保存法( 大正 8 &手法律第44競) 叉は寛要美術

品等の保存に闘する法律( 昭和 8年法律第43競) の

遡用を受ける建築物を建築、修繕又は嬰更する渇合

ご 一時の使用を自的とする仮設建築物を建築、修繕

叉は痩更する渇合。

三 との法律に定める建築物に闘する事長E告に筒合しな

い既存の建築物( 法令に逮反して建築したものを除

< > を傷繕叉は鍵夏する場合。

四 建築物を建築、修繕、嬰更叉は用途艶更する場合

で、現に工事中のもの叉は工事に完苦手しないが設計

のあるもめ。

第 5 僚{ 建築工事及び使用の原則) 建築物の建築、修繕

叉11鑓更の工務は何人もこの法律の規定に逮反して、

とれをなすことができなL 、。

2  この法律の規定に違反して建築、修繕、型軽夏叉は用

途嬰更した建築物l士、何人もこれを使用してはならな

L 、。

第 Ｖｻｾ ( 建築監督孟5) この法律の施行に閲する事務を

* らしめるために、都道府県子、に建築監督主惑を置く。

2  都道府煙車知理事は、第 7{1際第 I 項第 n売の直談中必要

な地にl士、建築監管主事を駐在させなければならな

L 、。

8  建築監督主事の設置に必要な費用11、都道府鯨の負

播とする。

第 7{1際( 遁法てある、乙との擁恕) 左の各競のーに該嘗す

る行震をしよろとする者は、省令の定めるところによ

り、工事着手前に、その許mを都道府県草知事の指定す

る建築監督主惑に提出し、その針盤が、この法律その

他の法令に定める建築物に関する纂準に適合するもの

であることの確認を受けなければならない。但し省令

で定める籾易な事項についてはこの限りでない。

一建設大臣の指定する規復、構法叉11用途の建築物

の建築、大修繕、大事警更叉( 1用途望号更。

ご都市計醤m; : 域内叉(1都道府県草知事の指定する区域

内における前競以外の建築物の建築。

三 前監理のm;: l或内における建築物の感地の製更。

2  前項の稿認の申宮警があったときは、省令の定めると

ころにより、その申誇留を受E唱した日の翌日から起算

し、前項第 1放に該賞するものは21日以内に、第 2 競

叉 ＱＱ 第 Ｓ 競に該嘗するものは Ｗ 日以内に、前項のｾ準

に適合するか含かを施設、し申請者} こ通知を宣遣しなけれ

ばならなL 、。但し正蛍の理由により確認のできない場

令で、その理由を示して確認できない旨の沼知をそれ

ぞれの期間内に葱した場合はこの限りでない。

3  第 1項の行銭をしようとする者が園の機関でらる場
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合に、政令の定める E ころにより、その機関の長の指

定する容がその音n誌を建設大医の指定する者に協議す

ることをもって第 ｊｾ の硲認にかえることができる。

4  都道府蘇知事は、省令の定めるところにより、規則

をもって第 H頁の確認につき手重量料を骨量牧することが

できる。

5  第 1:; 員第 1 競の規定により建設大臣の指定する建築

物l士、第 l 項の建築監督主運留め: 、確認された計笛の通

り竣功したと己をE宣明した後でなければ、何人もとれ

を使用してはならない。

第 81際( 設計) 建設大臣の指定する建築物の建築、大修

繕叉! ' t 大量警更は建築士の設計又は設計認設した設計阻

害によらなければこれをなすごとができない。

2  前線第 1 f真に該賞する建築物の建築、大修繕又は大

震更で、前項に該蛍しないものは、建築士叉は建築工

童話士の設計叉l' t 設計認設した設計図響によらなければ

これをなすことができなL 、。但し都道府際知事の定め

る随易な弱合はこの限りでない。

第 9(際( 工事の監理) 前僚に該賞する建築物の建築、大

修繕叉l' t 大型軽更をしようとする者l士、工事藍' 信者を定

め、その工事を lif 理せしめなければならない。

2  前項の工事監督者l士、前篠第 n 買の工事にあっては

建築士、第 2 療の工事に為つては建築士叉は建築工務

士でなければならない。

第10係( 維持保全) 建築物の所有者、管理者及び占有者

は、その建築物を保安上及び衛生上安隊のない献態に

維持する 'ょう努めなければならない。

2  との法律の適用を受けて建築した建築物の所有者、

管理者及び占有者は、その建築物を遡法の献態に維持

しなければならない。

3  建設大臣の指定する特，殊建築物の所有者叉は管潔者

は、省令の定めるところによれ都道府県主知事の錨行

する定期検査を受けなけばならない。

4  都道府県草知事は、省令の定めるところにより、規則

をもって前項の定期機査の手Z致事専を徴放することがで

きる。

第11燦( 危随叉1ま有害tJ. 建築物) 建設大臣叉は都道府鰐

知事は、建築物が保安上危険叉は衛生上有害な紋態に

あると認めるときは、その建築物の所有者、管理者又

は占有者に射して、その建築物の除却、改築、修繕、

使用祭止、使用停止その他必要な措置を命ずることが

できる。

第12篠( 附移設備えの準備) 第 8 様、第 41際、第 51際、

第 711際( 第 u 頁第 2 競及び第 3 競を除く) 第10燦及び

前僚の規定は附帯設備にこれを準用する。
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第1何際〈遡及遂罪) 者f道府l孫知事l' t第1] 僚の場合] Aびと

の法律に3重反して建築した緩合を除くの外、この法律

に定める慈準に主主合しない既存の建築物の所有者、管

理者叉は占有者に聖母して、私嘗の期間を指定して、そ

の建築物をこの法律に慈〈基準に麹合させるため必要

な掠置を命ずることができる。

2  前項の措置により鎮害を受ける者があるときは、政

令の定めるところにより、新道府県fはその措置により

箔常生ずべき損害を補償しなければならない。

3  第 Ｑｾ の措置により著しく利径を受ける者があると

きは、者| 道府県系知事l士、政令の定めるところにより、

その者に前項の賞a用の笠郡叉は 1 部を賀挽させるとと

ができる。

4  前各E買の規定は、省令の定めるととろにより、建築

工事中の建築物又は未だエ事に着手しないが設計のあ

る建築物に、これを準用する。

第14僚( 鉱告、臨検及び綬査) 建設大臣叉は都道府際知

事l士、との主主律の施行のため必要があると認めるとき

は、建築主、工事施行者、その他の関係者から必要な

報告を求めることができる。

2  建設大臣の指定する官吏叉は建築監督主事は、建築

物叉l土建築工事場に立入の、建築物、附帯設備、建築

材斜、設計臨書等を倹査し、叉は試験のため必要な限

度において建築材料を牧去し若しくは努力、器具等を

使用することができる。

3  居住の用に供する建築物に到する前項の規定による

立入及び被査は、日出から日波までの時間内でなけれ

ば、これを行うことができない。

4  蛍該官] t ! 叉は建築監督主事が、第 2 項の想定による

f r_入叉l士桧査をする場令にl士、その身分を示す謹寮を

筑穂し、関係者の鯖求があったときは、これを墨示し

なければならない。

第15燦( 辰出及び統計) 建築工事施行者l士、建築工事に

潜手 L たとき、叉はその工事を完了したときは、省令

の定めるところにより、都道府際知事} こ届出でなけれ

』まならない。

2  市町村長( 特例区の直長を含む) f士、その管事書する

庖袋内における建築物が火災、震災、* 災、風災その

他の災害により滅失したときは、省、令の定めるところ

により、都道府軍需知事に報告しなければならなし、。

3  都道府豚知事は、省令の定めるところにより、前 2

5買の届出及び報告に基き、定期に建築統計を作成し、

建設大臣に報告 L なければならない。

4  前各Z買の報告に要する費用! ' t 政令の定めるととろに

より、園がその金額を負強する。



第16{際{ 都溢府軍事知事えの妥佳) 建設大臣} 士、特例の必

要がらると認めるときは、この法律に議〈権限の 1 部

を、都道府際知事に委任することができる。

第 2 章 敷地構造反ぴ附帯設備

第 1 節 環境衛生

第17{際( 敷地) 逮築物の致地[ 1 : 、その援する道路境界に

おける路間より高くし、建築物の地帯Z聞は周囲の土地

より高くしなけれ係ならない、但し傾斜地等で致地内

の排水に変闘がない湯合はこの限りでない。

2  都道府感知事l士、総潤な土地叉[ 1 : 座ヲFの類で埋立て

られた士地について、 E設地の改良、建築物の床高の箆

更等、衛生上必要な措置を命ずることができる 。

第18燦建築物の般地には、省令の定めるところによ

り、汚水の排出叉はJ l ，3 l ; 曜のための泊蛍な設備を設けな

ければならない。

第19傍( 居愛) 住宅l士、土地の獄況等により特に止むを

得ない場合を除〈の外、その居室のうち 1 以上が、泊

蛍に日照をf受け得るものでなけt t . ばならない。

2  住宅の居室ば地階に設けてはならない。但し居室の

前面に適蛍なｾ掘がある場合等、衛生上支障がない主居

合はこの限りでない。

3  居室とは、常時人が生活する室で省令で定めるもの

をいう。

第20{際 居 室 の 構 溢I士、次の各放に該蛍するものでなけ

ればならない。

採光のための開口部の面積l士、室の床面積の 5 分

の l 以上とすること。

ご前援の関口部のうち、開放することのできる部分

の図積は、室の床国税のl 円分の l 以上とするとと。

但し遡' b t な換気装置を設ける題合はこの限りでな

L 、。

三天井高[ ' i 2.  2 メートル以上とすること。

四 * 謹の住宅の居室については、床高は、地盤面上

45ゼ γ チメートル以上とすること。但し床下にコン

クリ ート、 叩その他泊苦言な防線方法を施したものは

この限りでない。

2  前須第 1援の湖口部は、その前面の: 空地、建築物の

高さ等を容酌して省令で定める蒸準に組合するものに

限り、これを有数とする。

3  劇場、吸お館等の観客席、百貨院の賢場 、その他特

殊の用途に供する居室については、省、令の定めるとこ

ろにより 、第 1 項第 1 銃の毒皇帝: によらないことヵ: でき

る。

4  第 1項第 3 援の天井高の算定方法[ 1 : 、省令でこれを

定める。

第21{際 ( 便所) 便所の構迭は 、省令の定めるところによ

り、衛生よ支障のないもφ としなけれはならない。

2  汚水ｾ狸の設備を有する下水道を利用することので

きる区域でl士、便所[ 1: 汲原便所としてはならない。

3  前項の下水道及び区域は、都道府鯨知痕がこれを指

定する。

4  便所から排出する汚物を第 2 項の下水道以外に放流

しようとするときは、都道府l際知事が遡蛍と認める汚

物島理槽を設けなければならない。

第 2 節 防 火

第22{1際 ( 屋栂) 建設大臣の指定する市街地においては、

建築物の屋根l士、これを不燃材料で構成叉は被覆しな

けh ばならない。但し鰻微な建築物の屋根で、周回の

朕況により防火上交際がないと認め られるものはこの

限りでない。

第23{際 { 外壁) 前僚の市街地における建築物は省令の定

めるところにより 、その外盛の隣地境界線叉は他の建

築物に接近する部分を 、土塗壁その他これに額する延

焼防止上有欽な構遁と しなけれぼならない。

第24 { 際〈長屡の界墜) 長屋建の建築物の各戸は、土m墜

その他それに類する延焼防止上有効な界獲で底捜Eしな

けれ』まならない。

第25{際 ( 防火壁) 延べ面積 1，000 l f ' 方メ四トルを超える

建築物は、延べ面積 1，0ω 平方メートル以内毎に、防

火髭で有効にRK¥l!li しなければならない。但し建築物の

主要な部分が耐火構法叉l士不燃材斜で構成され、防火

上支障ーがないと認められるものは、この限めでたEい。

2  防火盤の際塗及び耐火裕治に閲 して必要な事項は省

令でこれを定める。

第26燦 ( 大規模の本遺産築物) 延べ国税 ( 同一般地内に

2 線以上の木浩i ! l 1; 築物が( f . る品目合l士、その延べ面積の

合計) が 1，000 卒方 F ート ルを超える木遁の建築物

(1: 、その外壁で容易に火災延焼のおそれのある部分は

省令の定めるところにより、これを防火構溢としなけ

ればならない。

2  防火構準に闘して必要な事項[ 1 : 省令でこれを定め

る。

第27篠 ( 木造建築物の規模の限度) 階政 3 叉は延べ図積

3，00J  平方メ ート ｊ ｾ を超 える建築物 ｬ 士 、その主要な

位、衆叉｛ＱＺｾ富樫を木塗とすることはできなし、。

第28{際 ( 穴) J ! 模建築物の配置) 都道府際、知事l士、 延べ面

積 ( 同一数地内に 2 僚以上の建築物が在 る場合l士、そ

の延べ面積の合計) 治: 3，UJ J 卒方メ ートルを超える建
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築物で、? 門火叉l' t 漣維のため支障があると惚めるもの

については、建築物の配置の鑓更、その他必要な措置

を命ずることができる。

第29{1際( 火祭使用箇所) かまど、援盛、内纏、 1疋捨場等

火事責を使用する設備及びその周聞は、省令の定めると

ころにより、火災殻防上支障のない格治としなければ

ならない。

第30{際{ 電気殴備) 建築物に附ー廃する電気設備l士、省令

の定めるところにより水災予告防上安防のないものとし

なけれ』まならなL 、。

第 3 節 防

( ( (  

::x. 

第31{1際( 構澄翠度) 建築物l士、その自定及び積隙術; 電電主

びに地震、風、積ｾ等による外力に聖母して安全な構造

としなけれ』まならなL 、。

第32{傑( 木造の溝法) 木謹建築物の構法l士、左の各援に

よらなければならない。但し小規模の建築物で保安上

支障がないとwめられるものについてはこの限りでな

L 、。

一 主 要 な 柱l士、掘立の構溢としないこと。主要な性

の下部には土台叉l' t 脚固を使用すること。

二位の震小包は、省令で定める主主準によること。

三土台、柱、梁、小屋f . l ' l 等の縫手及び仕口で寛要な

ものl士、ボールト締、その{ 也筒蛍な方法により緊縮

すること。

四 土台及び薮桁の隅角には火打材を使用すること。

五 盤 鐙 は 耐震及び耐Z止を考慮して醍置し、且つ遡蛍

な筋違叉l' t ち杖を設けること。

第33!際( 石造、煉瓦造、滋骨造、銭日コンクリート澄毒事

の構法) 石議、煉瓦溢、 = γ グリート迭、銀管法又は

鍛筋 = γ グリート遁その他これに類する構溢の建築物

の構法は、省令で定める; i ; 準} こ組合するものでなけれ

ばならない。

第34燦( 強度計算〉大規模の建築物又l士銀骨議、銀筋ヨ

ν F リート迭、その他これに類する裕治の建築物につ

いては、省令の定めるところにより、強度計算をしな

けれ』まならない。

第31 ) { 際( 材斜) 前僚の建築物の構法上主要な部分に使用

するセメ j ト、鋼材等の品質l士、省令で定める規絡に

泊合するものでなければならない。

第36篠( 防寄) 木議建築物の土台、その他特に腐朽のお

それのある箇所には泊蛍な防腐方法を講じなければな

らない。

第37際( 石造、煉瓦造等の建築物の規模の限度) 高さ13

メート) t . - 又は階級 4 以上の建築物の主要な桂梁叉l' t墜
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E豊l士、これを石主室、採瓦究室、無筋 = γ グロート港、叉

はこれに類する構謹となすことができない。

第: 18傑( 高さの算定) 前僚にL 、う建築物の高さとは、泊

盤面から建築物の最高部までの高さをいう。

2  前項の地盤面の高低のらる場合は、建築監督主事が

その地盤面を認定する。

3  煩突、波宮市塔、昇降機棒、 1I " 槽等の屋上突出部l士、

省令の定めるところにより、第 1項の高さにこれを算

入しない。

第39{際( 災害危強直域) 建設大尉士、律波、高湖、出水

等による危険の著しい直後につき、住居制限底撲を指

定することができる。

2  住居制限Q ' l L 撲内においては、住居の周に供する建築

物を建築することができない。但し建築物の締法等に

より保安上交際がないと認められるーものばこの限りで

ない。

第40{1際( 崖l二近接する場合) 都道府県草知事l' t 省令の定め

るところにより、高さ 4 メートルを超える屋に沼袋し

て建築する建築物又はその感地につき、保安上必要な

措置を命ずることができる。

第41係( 工作物えの準用) 第31{際、第34{ 11r i 及び第 35{際

の規定は建設大匡の指定する工作物に、これを準用

する。

第 4 箇 特 殊 建 築 物

第42{際( 定礎〉との宣言で特殊建築等とは、左の各競の 1

に該蛍する用途} こ供T る建築物をいう。

一 共 同 住 宅 、 寄 宿 舎 二 銀 位 、 下 宿 屋 三 思 佼

四 病 説 豆 劇 場 五 狭 書 館 、 演 藤 局 、 観 物 媛 、 公 曾

堂、集舎場六常設展慢曾峰、舞踏易、百貨! 苫、市

場 七 自 動 車 々 摩 八 危 険 物 品 の 貯 殿 場 叉 は 脂 理

湯 九 前各放に類するもので建設大臣の指定するも

の。

第43機( 耐火修造) 左の各放の 1 に該蛍する建築物は、

その主要な墜銀、柱、床、屋根及び階段を耐火構議と

しなけれ』まならない。

一建築物の登部又 ( U部を前{ 隊第 5 競の用途に供す

るもので、その観客席の床面積の合計が 20) 平方メ

ートルを超えるもの。

二 建 築 物 の 3階以上の部分を、前燦第 1 焼から第 4

務までの用途に供するもの

三 建 築 物 の 3 階以上の部分を、前燦第 6 競の用途に

供するもので、その床面積の合計が 2')0 平方メート

ルを超えるもの。

問 自動車々庫で、ｾべ面積 ＳＰＩ 平方メートルを超え



るもの。

玉危険物品の貯厳島島叉は虚理場で、建設大臣の指定

するもの。

2  前項第 5 放の用途に供する建築物の屋根で、防火上

支障がないと認められるもの及び舞台の .*.(1、前項の

規定によらないことができる。

第斜{ 際{ 木造の特殊建築物の延僑防止) 木浩の特殊建築

物で大規模のものは、省令の定めるところにより、そ

の外堅、軒表、内壁、穴弁等の主要な部分を延焼防止

上有効な裕治としなけれ』まならない。

第4'i l1際( 避難) 建設大国土、大規模の特殊建築物につき

遜穀階段、非常口、その他避難の設備に闘して必要な

規定を設けることができる。

第461際( 衛生) 建設大臣l工、第42{傑第 1 税から第 6 競ま

で叉(1第 9 競の用途に供する特殊建築物につき、採

光、換苦言、便所等の設備に関して衛生よ必要な規定を

設けることができる。

第 5箇 雑 則

第4η l1li ( 省令えの委任) 建設大臣は、本章第 1 節から第

3 節までに定めるもの L 外、建築物の構遁に闘し保安

上叉l士衛生上必要な規定を設けることができる。

第43{1際( 附理事設備) 建設大臣は、煙突、昇降機、選管針

等の附糟設備に闘し、保安上叉は衛生上必要な規定を

設けることができる。

第49{傑( 都道府隠の傍例) 都道府鯨 (1、地方の気候、風

土、慣習等により特に必要と認めるときは、建設大臣

のゑ認を得て、{ 際例で建築物の敷地、橋治叉は附稽設

備に闘し、本章に定めるもの L 外、保安上叉( 1衛生上

必要な規定を設けることができる。

第50[際( 新規の材料又lま湾法) この章に定める蕊準に趨

合しない新規の材料叉は構法により建築する建築物の

構迭は保安上叉は衛生上この単に定める益準と同等以

上の効力を有すると認められる湯合に限り、この怠の

規定によらないことができる。

第 3 章道路友び建築線

第 51{1際( 溢僚の定義) この法律にいう道路とは、次に掲

げるもので巾筒 4 メートル以上のものをし、ぅ。

道路法( 大正 8 年法律第58競) IこL 、う道路

一 土地区$ 鐙碑により築塗した道路

ー 第54{際の規定により位置の指定を受けた道路

四 前各携に掲げるもの L 外、この法律施行の際現に

存在する道路で都道府際知事の指定したもの。

2  との法律路行の際現に存在する巾員 4 メートル未満

1. 8 メートル以上の道路で、都道府阪知窃の指定した

ものは、これを前項の道路とみなし、その中心線から

南側} こ 2 メートルを後退した綜をそのui 路境界線とみ

なす。

3  道路の新設文は嬰更の事業針盤のある楊合における

計寄道路で、都道府豚知事が指定したものは、これを

第 1 項の道路とみなす。

第四燦( 建築物の敷地と溢路) 建築物の感地は、道路に

長さ 2 メートル以上接しなければならない。但し建設

大芭が土地の扶況により保安上支障.がないと偲め、省

令で定める混合はこの限りでない。

2  建設大国士、劇湯、映怒館、自動車々摩等の特殊建

築物叉11大規模の建築物の数地と道路との関係につい

て、前項の規定にか L わらず省令で交通上叉11保安上

必要な事項に闘し規定することができる。

第53{際〈溢路の境域内の建築制限) 建築物は道路の鏡界

線から笑出して叉は道路の境域内にこれを建築すると

とができない。但し地盤面下に建築するもの、公衆便

所、交通信鋭塔の類又は都道府鯨知事の承隠を受けて

建築する公共用歩廊はこの限りでない。

2  都市計ＦＧｩ叉 ＨＱ 都市計ｾ事業として決定し、内閣の認

可を受けた昔t¥' Si 道路( 第51係第 8項により道路とみな

されたものを除< > の境域内には、容易に移問叉は除

却のできる構主主の建築物でなければこれを建築するこ

とができない。

第54 { 際( 道路の位置の指定) 土地を建築物の感地と L て

利用するため、道路法又は都市計置法によらないで道

路を新設叉l士宮望更しようとする者は、都道府豚知事に

申請し、その位置の指定を受けなければならなL 、。

2  前項の指定を申告脅しようとする者l士、その道路の預

定地内の土地所有者及び街地権者の同意を得なければ

ならない。

3  この法律で借地櫛者三は、建築物の所有を目的とす

る地上告車叉は賃借継を有する者をいう。但し} 時の使

用を目的とする借地惨を有する者は、これを借地継者

でないものとみなす。

4  都道府1際知事は第 l 項の指定をしたときは、これを

告示する。

5  第 1項の指定を受けて築準する、道路11、省令で定め

る構遁と しなけれ』まならない。

第55{際( 遁路の型軽更叉lま腹止の制限〉道路法叉は都市計

ｾ 法 によらないで道路を聖書更叉は駁止しようとする傷

合においてその道路に援する敷地が、その道路の鑓更

叉(1陵止により第52{際の規定に遜反すること』なると

きは、都道府』探知事は、その鑓更又l土殴止を禁止し叉
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は信t限することができる。

第δ5{際( 建築線) 都道府際知事l士、街区内における建築

物の位置を整えるため必要と認めるときは、建築線を

指定する「とができる。

2  前項の指定があった場合l士、建築物は、その地盤面

下に在る部分及戸都道府綴知事の指定する門、へい、

軒、ひさしの類を除〈の外、建築線から突出してこれ

る建築することができな L 、。

第57{1際{ 工作物等えの準用) 第53燦の規定l士、 E並地を謹

成するための擁登文I: l : 建築物に附濁する積額、廃告物

その他建設大臣の指定する工作物についてこれを司自用

する。

第 4 章 用 達 地 域

第68{際( 用途地域の指定) 建設大臣l士、都市計歯医きま内

に、住居地域、商妻賢地亥、車翌工勢型地媛、叉I: l : 貫工禦地

主主を指定することができる。

第59{際( 用途地坂内の建築制限) 佐居地域内において

は、左の各競の 1 に該嘗する建築物( 工作物を含む、

この掌においては以下同じ) はこれを建築することヵ:

できない。但し住居の安摩を害するおそれがないもの

叉I: l : 公主主上やむを得ないものはこの限りでなL 、。

一原動媛を使用する工場で、作業燭の床面積の合計

が30平方メートルを超えるもの

二 ガス若し〈は粉墜を霞散し叉I: l : 陵液をささ.ずる作業

を行う工犠

三 騒 雪 叉I: l : 震動を裂する作業を行ろ工場

四 引* 叉I: l : 爆震のおそれのある物品を底理又{ : l : 貯再度

するもの

玄 前各説に掲げるもの』外、住居の安理容を害するお

それのらる用途に供するもの

2  商業地袋内においては、左の各自主の I に該常する建

築物はこれを建嘆することができない。但し商業の利

便を ｾｲ するおそれがないもの叉ｻＺｬＺ公主主上やむを得ない

ものはこの限りでない。

一 原動機を使用する工湯で、作業主易の床面積の合計

が 150 Z P; 方メート; 1 . - を超えるもの

二 前項第 2 説、第 3 ;tA叉I:l:第 H 需に霊英首ずるもの

三前各放に掲ぐるもの L 外、商殺の利便を容するお

それのある周傘に供するもの

8  鰻工毅地或内においては、第 l 項第 2 銃、第 3競叉

('1第 4 放に掲げるもので、衛生」ニ有害叉( : l : 保安上危険

の程度の大きな用途に供するものはこれる建嘆するこ

とができない。

4  定工繁地域内においては、前項の規定に試嘗する建
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築物は、その懸地の位置について、都道府i際知事の許

可を受けなければこれを重量'棄することができない。

5  都道府鯨知事l工、近隣の安寧を害するおそれがおる

と臨めるときは、前項の子午 t百を民えないことができ

る。

6  第 1項から第 4 項までに規定する建T築物の麗類I:l:、

政令でこれを定める。

第60!1際( 耳軍用地底) 建設大臣l士、住居の安寧を保持する

ため特に必要と認めるときは、住居地域内に住民恵用

地区を指定することができる。

2  前;賓の地区内においては、住宅以外の建獲物で政令

で定めるものは、これを建嘆することができな L 、。

8  建設大臣( : l : 、工業の利便を精進するため特に必要と

偲めるときは、貫工業地主求内に工策本用地温を指定す

ること治: できる。

盛 前項のt也自主内においては、工場、倉庫その他之に準

ずるもの以外の建喫物で、政令で定めるものは、これ

を建嘆する乙とができない。

第ol { 際( 特別l地直) 都道府綴l士、市街の計およ特別の必

要がある湯合にl士、{ 傑例で港湾地匹、特別工事拠地区、

その他の特淵地区を指定し、その地IDL内におけるその

地磁の機能を害するおそれのらる用 3i に供する建策物

の制限叉{ : l : 祭止に闘して必要な規定を設けることがで

きる。

2  都道府綴l士、前噴の指定をしようとするときは、聞

係市町村の意見を聞かなければならない。

第 .j2{際( 未指定地域内における建築制限) 都市計草区域

の 1 部について、第Jd{際の地域( 以下用途地域とい

う) の指定があった湯合には、その都市計¥' ! I : i 亙域内で司

用途地撲の指定のない低域内においては、建現E物I Hl

紫の周に供するもの、その他政令で定めるもの』外こ

れを建嘆するととができない。

第63{際( 特殊建築物の位置j 劇場、映; $ 舘、火葬湯、汚

物ｾ縄場、屠易、銅賞市 場 、 ｐ 事梁府院その他これに顕

する締法建築物で政令で定めるものは、その験地の位

置について、都道府県菜畑壊の存可を受けなければ、こ

れを建棄することができなL 、。但し者E市計i t I i としてそ

の位置を決定したものについてはこの限りでない。

2  都道有 ｩ 孫知事 ｬ 士、ｬｬｩＺ ， ｾ撃のＱￇ率を害するおそれがある

と隠めるときは、前噴の許可を輿えないことができ

る。

第64{際( 不適裕の既存建築物) 用途地域叉I: l : 専用地底の

指定、鈴更叉It 第59! 際、第・;0;際若しくは第i ) 2! 際の規定

による命令の施行の際現にゐる定棄物で、その後あら

たに建嘆するものとすれぽ、第59{1様、第，:iU;1'f-叉(:l:第



62僚の規定に違反すること L なるものは、政令の定め

る制限の範囲内において、これを増雪張、 si 察、再突叉

l土用途鑓更をなすことができる。

第 5 章建築物の面積、高さ及び敷地

内の空地

第65j 際( 建築面積の敷地面積に封する割合) 建策物の建

型経面積l士、住居地域内、経工業地域内叉It . 貫工事実地域

内においては、感地面積より 30平方メートルを51¥，、た

もの1. 10分の 6 を、商業地域内叉は用途地域の IE定の

ないM1i t或内においては、敷地雨積のw分の? を超える

ことヵ: できなL 、。

2  建T築物が左の各践の 11こ該嘗する場合にl士、政令の

定めるところにより、前項の制限を煙滅することがで

きる。

一防火地区内における建' 棄物で、主要な墜位、柱、

床、屋根及び階段が耐火構主主のもの

ご 商築地球内、隠工紫地域内又は寂工業地域内にお

ける角地又はこれに準ずる般地内に在るもの

三 公衆便所、巡査ｾ出所、その他特訓の用途に供す

るもので、政令で定めるもの

第6(¥燦{ 面積t也J i ! l ) 建設大臣は、都市の郊外部等におけ

る住居地域内に、面積地底を指定することができる。

2  国積地区内における建喋物については、その建喋箇

桜又It . 延べ面積の駿地面積に到する割合l士、10分の 3

から10分の 6 の範囲において政令で定める限度を超え

ることができない。

3  前項の建雪築物のその態地境界線からの j s隊l士、政令

で定める限度を超えることができなL 、。

第67篠( 溢路の巾と高さの関係) 建喋物の各部分の商さ

ｬ 士、その部分から前国道路の聖母側境界線迄のｊｬＧ＼ｾ距磁

の1. ! : i 倍を l也えることができなL 、。日. つその前面道路

のrt 負の1 . 5倍に 8 メートルを加えたものを限度とす

る。

E  佐農地域内にあって! 士 、前噴の規定の通用に闘し、

1. 5倍を1 . 21) 倍とする。

3  建'棄物の磁地jが、 t哲也の角地に位するとき、公園、

ｦｐｩｾ、河、海の類に接するとき、高ｻ氏の差ヵＺ馨しい Ｒ

以上の道路に接するとき、その他特別の湯合について

は、前 2項の規定にか L わらず省、令の定めるところに

よる。

第68j 際( 紹封j j ) 建築物の高さ l士、住居地域内において

は20メートルを、住民地主主外においては 31 メートルを

超えることができない。

2  左の各放の 1 に該嘗する場合にIt . 、都道府l際知事の

許可を受け、前項の限度を超えて建繁物をI I ! ' 嘆するこ

とができる。

一 建e築物の周囲にB管制な公閥、E量級、河、潟の類が

あって、交通上、衛生上及び保安上安防，がないと惚

める湯合

二工業用の建建物で、その用途} こよりやむを得ない

と認It>る腸合

第G9j 際( 高度t也直) 都道府県請は、土地利用上特に必要と

認めるときは、篠例で、高度主自民を指定し、その地区

内における建築物の高さの鐙低限度について、必要な

規定を設けることができる。

2  都道府i際l士、別項の指定をしよろとするときは、関

係市町村の意見を聞かなければならなL 、。

第70係{ 高さの算定) 前 3僚に規定する高さとは、前国

道路の中央からの高さをいろ。

2  第67係及び第68僚の規定の適用については、第38係

第 3項を準用する。

3  前面道路に闘して必要な事項l士、省令でこれを定め

る。

第 6 章防火地底友び準防火匡域

第71燦( 防火地直叉 lま準防火霞域の指定) 建椴大臣l士、

商畿地減その他これに準ずる主要な市街地に、防火地

底叉ｻｴＮ準防火ｙｨｾ域を指定することができる。

第72{傑( 耐火僑・遺) 防火地区内における産棄物t士、その

主要な墜鐙、柱、床、屋根及び階段を耐火構遁としな

ければならなL 、。但し省令で定める小規模の建築物に

ついてはこの限りでない。

2  : d 停防火区域内における建築物で、陀数 3 与は又は延

面積 50J 平方メートル以上のもの{ t . 、その主J Z . ! な箆

段、柱、床、屋浪及び階段を耐火織強としなければな

らない。

第73{際( 外墜及び肝穫の防火構造) 防火地区内叉It . 準防

火原域内における建築物で、外壁が耐火隣諸でないも

のは、その外鐙及び車F哀を防火繕讃としなければなら

ない。但し省令の定める。ところにより、延焼のおそれ

がないと隠められる接合についてはこの限りでなL 、。

第74篠( 関口鶴の防火設備) 前 2 僚の建築物の外壁の開

口部には、省今の定めるところにより、防火設備を設

けなければならない。

第75燦( 隣地境界線に援する外壁) 防火地区叉{ t . 準防火

鹿島車内における濫獲物で、外壁が耐火構迭のものは、

その外墜を隣地境界線に接して建築することができ

る。
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第 7 章 景 観 地 匿

第 ＷＶｻ 際都道府鯨ＡＧＱ、市街地の景観をｾえるため必要が

るるときは、{ 際例で、景観地区を指定し、その地区内

の建築物叉は附格設備について、景販の保待に隠し必

姿な規定を設けることができる。

2  都道府鯨! ' 1 前:項の指定をしようとするときは、市町

村の意見を聞かなければならない。

第 8 章 建 築 協 定

第77燦( 建築協定の内容) 一定直域内の市街の盤湾、環

境の肉よ等のため、この法律叉はこの法律に姦いて宣遣

する命令に定める事項の外、その区域内において建築

する建築物の位置、形態、意涯、構塗叉は附平野設備に

ついて、その土地の所有者叉1' 1借地層望者1' 1 協定( 以下

建築協定という) をすることができる。

第78{1際( 建築協定のR Z ! 可) 建築協定者r しようとする者1'1

その区域内の土地の所有者及び借地権者の総歓の10分

の 8 以上で、 H つその磁域内の土地の総面積の10分の

a以上に蛍る土地の所有者及び借地惚者の向Z震を得

て、都道府際知事の認可を受けなければならない。

2  都道1煎鯨知事は、前項の認可をしたときは、これを

告示する。

8  建喋協定の痩更文 Ｑ ｕＧｾ止については、第 Ｑ 項を準用

する。

4  建築協定又はその型軽更の認可があったときは、その

地境内の土地の所有者、借地相望者及びその認可後新た

にその地域内の土地の所有者又は借地纏者となった者

は、すべてその建築協定に加ったものとする。

第79{際( 遺反に霊すする措置) 都道府県系知事は、建築協定

のあるi ! ' l i 域内において、その建築協定に皇室反して建築

物を建築した者がらる犠合には、その者に到してその

建築協定に従うべきことを命ずることができる。

第 9 章 雑 則

第80際( f . I i 災市街地の建築制限) 都道府綴知事は、災害

のあった市街胞において、都市計$ 叉は t 地i l ' [ ! I 整理

のため必要がらるときは、i ! [ .境を指定し、 1 月以内の

期限を限り、省、令で定める仮設建築場を除いて、その

mL 境内における建築物の建築を制限することができ

る。

2  前項の期限は建設犬互の耳史認を得て、指定の日より

3 月を超えない筒園でこれを延長することができる。

第81燦( ー思地の綜会的役計lζ 衣る建築物) 1 街区内に

量生憾の建築物をま京合的に建築する場合において、都道
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府幣知事が建築物叉1' 1 : 空地の臨置、形妖その他の計お

が、保安上及び衛生上遡嘗と認めるものについては、

第2f)! 際、第23!1際、第52{際、第65{1際、第G6{際、第67{際、

第73{!際叉は第74僚の規定の週明に闘してはこれをー構

の建築物とみなす。

第四{ 際{ 逮反建築物等に釘する措置) 都道府l探知事1'1、

この法律又はこの法律に慈いて援する命令に漣反し

て、建築物叉1' 1 工作物を建築した者に到し、原獄回

復、工事停止、使用禁止その他必要な措置を命ずるこ

とができる。この法律又はこの法律に惑いて援する命

令に皇室反して、建築物の用途を新たに定め叉1' 1嬰更

し、 E陸地を嬰更し叉は道路を嬰更宕しくは腹止した者

に到しても同様である。

第 ＸＳ 燦Ｈ訴願Ｉこの法律又はとの法律に基いてｾする命

令に規定した事項につき建設大匡叉は都道府豚知事の

ｾした底分に不肢のある者 ｬ 士、篠原するととができ

る。

第10章 罰 則

第87{際 左の各援のーに該嘗する者は、とれを 1 年以下

の懲役文は 5 ; ! i t 園以下の罰金に庭する。

一 第14{際第 1項の規定による報告をせず、叉はl J i 傍

の報告を L た者

二 第14{際第 2項の規定による立入検査を拒み、妨げ

叉1' 1 忌遜した者

三 第82僚の規定に議〈命令に豊富反した者

第88 { 際左の各援のーに該嘗する者は、とれを 5 鳶園以

下の罰金に鹿する。

一 第39僚第 2 項、第43{ 際、第44{際、第52{i 際第 2 項、

第53{1際( 第57僚において準用する場合を含む) 第56

僚第 2 項、第59係第 1項、同僚第 2 項若しくは悶{ 際

第 3 項、第60{1際第 2 項若しくは第 4 項、第62{際、第

63{際第 1 項、第65{1傑第 1 項又は第66{際第 2 項若し〈

は第 8 項の規定に違反し叉は第45{際、第46{際叉1' 1第

52! 際第 2 項の規定に蕗〈命令に違反した建喋主叉は

設計者若し〈は設計認霊童をした者

二 第1η !'R第 1 項、第18{1際から第27.係まで、第29僚か

ら第37僚まで( 第31係、第34傑及び第35{際について

は第41僚において準用する場合を含む。) 第67係、

第68{際、ー第72僚、第73(1際又は第74僚の規定に遼反し

叉は第47傑若しくは第4針際の規定に議〈命令に主主反

L た設計者又は設計認鐙をした者

三 第U( 1際( 第12僚において準用する場合を合む。)

第 13(1際第 1 項、第17{際第 2 項、第28{!際、第40{際叉は

第55僚の規定に慈〈命令に遣反した者



四 第54{際第 1項の規定に皇室反した者

五 第59{傑第 4 項叉は第63{際第 1項の規定に港反した

建実主

第8D{際 左の各放の 11こ該蛍する者l士、これを 1 箆回以

下のi喝事} に隠する。

一 第 7 篠宮高 1 工員( 第12燦において準用する窃合を合

む) の規定に誕生反した者

ニ 第 7{際第 5項( 第121際において準用する犠合を合

む) の規定に遼反した者

三 第再{ 際文は第 9 僚の規定に主主反した建実主叉は第

8 僚の規定に違反した工事施行者

四 第Hi{傑第 1 項の屈出を怠り叉( ' 1 虚俄の届出をなし

た者

支 第7D僚の命令に違反した者

第90{際 第88{傑害事 1 腕第 2 放の規定l士、左の各放のーに

該蛍する者ヵ: 、この法律に違反した場合について、こ

れを適用する。

ー 第 7{際第 1項の砲認を受けないで問項第 H慮若し

くは第 Ｒ 放の行ｾをした者

二 設計圏寄と呉って工事を施行した者、但し第88{際

第 2 ! J tl l の規定l士、建喫主がm言の行量患を怠った接合

にはその建喋主

三 君主唆した者

第91{際 第87様、第88{際叉{ ' I 第901際の規定l士、未成年者

叉( ' 1祭治E筆者についてはこれをその法定代理人にそれ

ぞれ適用する。{ 豆 L 管業に闘し、成年者と同ーの能力

を有する未成年者についてはこの限りでない。

第四{ 際法人の代表者叉は法人若 しくは人の代理人、使

用人その他の従業者が、その法人叉( ' I 人の業務に闘し

て第87係、第88{際叉! ' I 第90{際の遼 反行震をしたとき

は、その行ｾ者を到するの外、その 法 人叉ＡｴＮ人に到し

ても各本僚の罰金1 f l Jを科する。

附 則

( 施行期日}

1  この法律l士、公布の日か ら起算して、 3 ヶ月を超え

6 ヶ月を超えない期間内において政令で定める日から

施行する。侶第 7{ i!R第 2 項、第 8 燦及び第 9 僚の規定

l士、昭和年月日より施行する。

( 市街地建築物法の厳止)

2  市街地震獲物法l士、これを肢止する。

( 己の法律施行前に指定された地域及び地直)

8  この法律施行の際市街地建笈物法第 1{際、第 2 俗、

第 4{ i!R第 3 項、第l l{際第 2 項及び第13僚の規定によっ

て指定されている住居地域J 商業地域、工業地域、住

居専用地区、工業専用地区、空地地区及び防火地医! ' I

それぞれこの法律第o8係、第6() 様、第66篠及び第71僚

の規定によって指定された住居地域、商業地域、 A ヱ

業地娘、住居率用地区、工毅専用地区、国積地区及び

防火地ｾとみなす。

( 己の法律施行前の虜分の効力)

4  市街地建実物港叉はこれに議いて葱した命令によっ

て都道府県草知事が行った底分l士、この法律施行後にお

いても、なおその効力を有する。この法律施行前にな

された行総に到する停i則の適用については、この法律

施行後も市街地盤祭物法は、なおその効力を有する。

( 都市計軍i去の一部改正)

5  都市計Z霊法の一部を: : ? ( のように改める。

都市計省港第10{際中「市街地建喋物法「を「建築造E準

法」に改める。

建 築 基 準 法 草 案 に つ い て

1 序 説

「市街地建築物法 ｊ は大￯ｅ Ｘ 年 Ｔ 月 Ｔ 日法律第 ［ＴＶｾ 売とし

て霞布されてより 32年、大正 9 年12月 1 目賓施されてよ

り30年となった。その閥、時勢の準速に伴L 、、軍f1iil!上の

経験に徴して懲: ; 9 ( の欧E を試られたことは周知のとおり

でｾる。

同法はわが閣においては、会くの蕗女地、少くとも建

築家を除く他の一般の人 k には未知の事柄であったの

で、その精神において、その手法において、幾多の符重量

を要したのは嘗然であったが、官民一如の努力によって

所期の目的! ' I 陥 k 蓮戎し普及したといっ‘ でい h

今や、第 1 期幣2長時代を綬た同法l主、過去の資績を回

顧し、更に進展を希む時代に入ったのである。

この意味において同法が「建築基準法」として衣を新

にし一掬回することは 、誠に時宜に麹したことである。

殊に奮法! ' I r建築物」と稽した如〈、出来上った「物J

に鈎する事後庭置的意味を聯想されるに聖母して「建築ｾ

準J とl士、これから「建築する J 或は「物」でな< r建

築する」態様の規正で乞ることは、盟主に寄人の従来の主

張に鑑みて、その精神に主主怠を表したい。

壊の創設は誠に隠しい。それは緊材の童書見でらるから

である。然しながら、その新回簡は更に難しい。何とな

れば、取捻吉祥別に苦しむ穫の紫材の車喜多でらるからであ

る。放に、苔人( ' I 過去の貧績を十分に俄寄せし、整理しな

ければならない。そしてとれが完全に新組織に織り込ま

れらくてはならない。この見地に立って之を見れば、果

して我が薗民、わが建築界は十分な索婚を培っていたで

あろうか。者人はどの程度に主援したで・あろうか。叉、
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捻蛍建築行政務は、どの程度まで絵姦したでるろうか。

寄人It . 、この殴曾に新E男総よりの根本的被討を叫ばな

くてはならないと思う。従来、これで差し支えなかった

とL 、う程度以上の十分な裏付けと基盤とを要望したい。

また、その機舎をつくることに努力しなくてはならない

2  新基準法ι ついて

序説に泌ベたま日〈根本的の験対を要するので; b るが、

今、時間の絵俗がないので、草案( 際文について階段する

( 1)  硲惣遜知期間( 第 7 僚 2 )

ｬｩ￯ｴｬｾ 申官育に里町する確認通知は、原則として則自主義と

する。

従って、法定期間J t . 7 日以内とし、第 7{際第 u 実第 1

5売のものは14日以内で完了すべきことを主張する。

(2) 工事の監理( 第 9{際)

「監理」の文字t士、建築士法との閥遁があるから、こ

れとー滋すべきであるが、意味の上からは「照査」、

従来の用例からは「検査」位のものと思う。資質上は

第15僚の「鍛査」と一致するものでるる。建築士法多照

(3)  届出、統計( 第15{1際)

第1:.{劇士、活手居、完了屈を施工者の、災害滅失屈を

市町村長の義務とし亡いる。とれのみでは、完査な建

築統計、少くとも建築現況統計とはならない。

S車工務に、殴罷居、建築主に除却屈の義務を負わすベ

舎だらる。

除謝] 周は続務の必要から届出られるが、建築統計に必

要なものであって、これ等を完備することによって、

圏第モのE量殺扶態のE動的と静的との態様を完査に鋼みう

るのでｾる。

(4) 居室の採光( 第20係 1)  

線光開口部It . 床面積の 5分の 1 以上は「望ましい」が

これを強制することは税法行震を誘惑する5 l れがある

遜法せられない注は排したい。寄人は 110分の l J を

最低として r 5 分の 1 以上が翠ましい」と主演 F る。

(5) 木造建築の高( 第27係、第37燦)

木法建築港は大殴によってカ率的構治法の飛騒的進歩

を遂げたことは家賃であるが、文一面種ヲ誌の工法の因

習は容易に改まるベ〈もなL 、。

加之、防火、耐火的見地よりもる毅命的扶摘は会るべ

くもない。閉防の見地よりは階慾と庚さによる制限も

了解しうるが、技術的の面よりして最高制限はすべき

である。因て、第27燦又は第37僚のいずれかにおいに

銭高13米程度の制限はるるべきと思う。

(6) 用途地域内の建築制限( 第59{!際ノー)

位F号地域内で、 「原動機を使用する工場で、他紫床間
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積3: J Z f " 米以下」でるる外に「作業床面積 100平米で且

つ原動機の馬力敏合計 3 以下」のものを追加する。

日本の産業の中揺は家内的小て業であることを念頭に

置かねば、将来の日本産業に到して、建築法It . 宙に浮

くこと L なるで通うろう。建築のみの建築法でるっては

ならない。

(7) 朱指定地内の建築制限( 第62僚)

「農業用と 、その他政令で定める」ものに限定するこ

とは、官金 bにも狭きに失する。車重工業、住居、小商業

もこれに合まるべきものと恩われる。政令で多少共緩

和するならば「農業用、住居用、その今政令」の 3 本

建を明言しなければ、土地の利用は窮屈である。

(8) 高( 第67{!際、第68僚)

「前国道路の巾員の1 . 5倍に 8 米を加えJ る限度を撤

陵したL 、。後湿すれば制限しないでも十分であろう。

若し漸法主義をとれば rs 米」を[ 12米」に繍E演すべ

きでるる。

住居地域内の紹到高も撤!r!l ずべきであろう。とれば窓

地、道路巾等によって相首の制約を受け自ら定まる。

( 9)  耐火構造の助成

不燃都市運動は市街地建築物法制定以来の懸案でる

る。警入の懸命の努力にか ｌ わらず週々たるは、何ｾ

に飲陥があるか。

闘力の貧弱、駐曾範演の貧困、園民性の「あきらめj

等身、指摘すべき裁は多 k あるが、逮築行政の指噂性

の依如も亦強大原因のーであろう。

rロ シ ド γ 」の大火、近くは畿爆都市の殺到11等身、可

燃建築の制限は、夏に強化されなくてはならない。そ

の反園、現行の用途地域、面積、高さ、盆地、書事滋等

による制限l士、大幅に耐火( 防災) 構議に肉って開放

されるべきである。

要It . 可燃建築と耐火建築との制限に、明砲な、股差あ

る線を引き、法よりしても耐火構溢の助長を織さな〈

てはたE らない。

(10) 審議綴闘の婆鍾( 第47僚より第刷機)

すべて法は必要によって生れ、周知することによって

守られる。耳主祭では、港、政令、省令、{ 傑例等やその

委任による制定については、全〈ヲミ降り的と考えられ

る。殊に「新規の材斜叉It . 構法」などは、その認定手

銀{ 際件に登〈明文がない。

営局It . 政令、省令、僚例の制定に、新締法等について

事前に民主的選管を計るために過賞なる審議機関の創

設( 或は建設製法による若手務機関と併合したものでも

よい) をして、閣民の雇豊富を十二分に計るべきである

と思う。



建 材

建材界の展望の原稿は 1 月援に掲般預定であった慮、

紙面の都合及び原稿未精の分もありし総本月に繰延べた

事を諒とされたい。( 編集部)

板 硝 子 業 界 の 近 死

近代建築におきまして、銀、セメ γ トと共に飲くこと

の出来ない板精子治: 、関後一般需要家の手に入り鋭いも

のとして、印象せられて来たので‘ ありますが、賞受近の飯

精子 工祭の獣況を 御綬明申上げますと、我プ ￳ｾ 園板硝子工

業は、その震盛時、 ｒｐ ち昭和 Ｑ ＱＡ年に於きましては、年ｾ

450 蕊函( 並厚百平方収入換算) に主義 し、その内約50誕

幽を属議出していたのであり長すが、その後殴舎の勃震に

よりまして、元k 、平和穫量雑であります絞磯 子工業は、

赤常な苦境に陥りま L た。

その極端な一例は、随時中所拐企業鐙備によりまし

て、賞制; の属合でl士、際商事窯七窯の中三窯迄1R止とな

り、槻械をス F ラップとして供出そ命ぜられた僚なこと

もありした。

終殴と共に逸平〈平和産業としての本来の草委に立飾っ

たのでありますが、今度はお炎の不足から卿撲も中身思

う僚に2きりませず、自然皆様にも非常な御不便をおかげ

していたのであります。所が愚j左右妓事情ヵ: 念によ〈な

りまして、 IW:祭度が念百世に上ってB りました。J l Dち濫舵

} ご於きましては、 10月末から四日市工喝の残りー照が際

業を開始しまして、二自I w' :策となり、= 息工場の一盛と

イヒに、 ffl 有設備の" 7 )1.-1¥¥' ¥禦となりました。叉問書誌の三菱

ｾ成に於きましても、最近鶴見工湯で、官 ｦ 遁板硝子の生

共が開始されましたので、昨年度我回登飽では、 300高

画を超え、更に本年度には、約 350 箆函の生産ヵ: 預想さ

れるのであります。

それで先に述べました昭和12年度の 450 1. l t 凪に較べま

して、昭和25年度ではが] その八割となるのであります

が、昭和12年嘗時I士、御承知の湿り軍需工壊が鎖 k とo;

自重されました時代で、その方面の需要が弗常に大きかっ

たこと等を考え合せますと、本年度はもう大僅需給の パ

ヲ γ スはとれるのではないかと我々は考えております。

筒現在では指定生護費材主して巌買な配給統制を受け

ているのでありますが、前述の情勢を反映し支 L て、配

給統制も近〈撤慶されるl湾i定で御座います。叉製品寸法

につきましても、従来!i 吸時中制定されました標準寸法

により、製油しておりました関係上、皆綾の御設計に際

し種k 御不便多く、本目蛍の切無駄を生じていた事と存じ

界 展

t 珂

，ヨ己』

ますが、現在標準寸法を橋加する様研究致しております

ので、滞i次:改草書されるものと存じます。

そこで、我々としまして殴舟中除後を渇じて、皆様に

も非常な御不便をおかけしておりました筑に、 一般に硝

子と言うものは、手にスらないものであるから、何とか

して硝子を使わぬ践に工夫し、建物の設計に蛍っても成

るべく 、精子の使用面積を少くすると言う様に . お考え

になって居られたこと L 恩うのでありますが、以上述べ

ました様に、板硝、子の生産が、この際に上って診りまし

た今回、どうかそう言う考え方を切り換えて獄いて、ど

しどし裕子を使って獄き度いのであります。

良い硝子を定< - 9 宮に供給して、復興の一途に些かな

りとも寄興し度いと折角努力を鎖けつ L あります。

(  8 : c $ " 飯硲子株式曾批)

各種板碕子の製穫は最近愈々向上し鹿給統制も濯から

ず般E要される気還に有り、此の機に嘗り現下建築界の要

旨育に依り村岡特殊硝子部を新設し、下記の品目の製産及

飯寅施工官官負を叉渡辺光硝子、曲線グラス、ステイシド

グラス、美術彫刻硝子、サシドプラス、グラスモザイツ

p 。グラスプリズム。グラスプロツグ美他特種裕子一般

製作加工錨ヱ等。 ，

光型波硝子、' 7 C 窓g主置用規格厚5 粍幅 2 尺 4 寸長さ S

尺3 寸 A 宿主Zき× 左主事き= 種特徴線光国の際大。寂附の

簡易強度の倍加雨漏破損の絶然、外観の優美、僚絡の低

民事、裕子、煉瓦グラスブロツグはX ¥o. l 重量より 1' :0. 20重量

迄各種の祭号室温有り、筒草色英他茶色等の色物も種占有

り、プリズムグラスは型友寸法等 No 1型より No. 20WJ

迄有 h 何れも寸法叉到に於て箆 k 毅多の型カ宿り、需

要者よりの御照曾に依り寸法値段等詑スの型銭を墨す。

プリズムグラス施工用として村図式 S G特徐塗籾有り、

村図式 ｓｇ 特種塗斜 ｾｴＮｾＡｬ の気温差に順闘して柔軟伸縮

性に宮み密策より潟水の lIt れ総堅守なきを特徴とします。

害者官憾の御同定を受けて居る。

曲線硝子へ如何なる型ちにても御希望通りの製に曲げ

る加工友製作に隠ず。サ ν ドプラス友美術彫刻は如何な

る閲実にても板硝子聞に彫刻及驚色を加工す。

スチイ γ ドグラス、I n 前以上技術的向上、材斜も愈 k

製作図上軌道に乗り、優秀品の大震製作に際じられる綴

に成り、叉グラスモザイヅグ及びトロライトの施工加工

もの邸前同様以上の復奮、伺より以上の向上の一途を辿

っている。( 株式曾耽村図碕子l吉)
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ス レ ト

極端なるデレフ政策の鯵懲によりスレート界はiii 惨な

悠然に包まれている、何ーっとして妻静観すべき材糾f' I無

いのである。スレートに限らず如何なる事業でも不健全

財政は潰れるのが資本主薮下に於ける鯵則であり、図家

が健全財政々策を採る以上事業曾紅も亦京日新方針を繰る

べきであり、化膿したものは一日も早も切関手術すべき

であり是から本賞に腕の冴えを示すべきでーあり優1 m劣敗

がはっきりするので苦 L いが遁り甲斐はある。スレート

同業紅中潰れたのが二、三あるし叉瀕死の扶態にあるの

が相蛍ある。私は本年度の日本の事業界はメーカーも問

屋も小賀商もストックは殖えるし如何にfj ' : / ピ Y グずる

も買手がない時代が来るであろう。演口内閣時代の金解

著書と同じ様な妖態rであろう。今もセメ ν ト界のみは例外

的な小ブームを 3 月以降に現すのではなL 、かと思う。セ

メγ ト界tことっては神髄方面の莫大な需要( ' I IEに闘の紳

でふる。

スレートのメーカーは品質も形燃も根本的に襲ったも

のを考うるべきであろう、十年一日の知〈背の若手をむさ

ぼるべきではなL 、。私は潟外の輪出につきベストを量生し

ている現在オファーを貰っているのが決れば 2 ヶ年位か

L るだろう。総出に活路を見出すことが先決問題であり

ハ γ ガーヱキスボートこそ日本女教う唯一の澄である。

以上私の見解は綴る悲観的であるが地震、大火. 険風

が起れば ｬｬｕ である。敢て天災地ｾを歎迎する課ではない

が附言 L ておく。( 野湾石綿セメシト株式曾位)

混 形

現在 1 ヶ月主主護震は1 1 . 坪位、 25年度は官鹿及公荒土方

面の 需要ｾ加と 化、肥 ｦ ｦＮ［ 織、滋舶 、機械、工島 長え設備資

金の注入に依って下宇期には相蛍活況を見込まれる。品

質も験後一時の不評をー錆し、 「殴前同質」或は特別注

文に依 ρ ては強度 ＲＵＰｾｧ 以上の英、米品を凌ぐものまで

改良が進んでL 、る。官臨方簡では湿度 150kg 以上のメー

カー指定が行われ責任ある施工がメーカー自身の手で行

われている。

石綿像入の貧現と中目倹勺て生産も漸矯するであろう。

石 綿 煙 突

Ｑ ヶ月 ＲＴｾ 本の製塗。秋からそ島えかけてお茨統制撤ｾ

で需要念与したが@を 2 割方下廻っている。品質本位の

優秀品を希望されるようになって来た。住宅新築の婿加

に伴い新年度も活滋を燕想される。

厚 型

1 ヶ月生産10薦坪で近畿地底で 3 怠坪位。重量寺子で侵絡

品質共産主下した。新年度は住宅金庫等の霞足で需要は盆
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舟矯加するが厚型スレートの名前に鮫かない織な品質本

位で行き度L 、。設計者主主に需嬰家でメーカー指定が行わ

れ. 不良メーカーの飾い第しが書、るであろう。( 靭目ス

レート株式愈社)

厚君主スレートは終殴直後はその生産の大部分をｾげて

進駐軍用に使用されて屋根材としての良債を褒揮して来

たが、之に前後してセメシト製品部門に於ける指定生産

費材に指定され蛍時の生産量から君主駐軍用1 ! J ! に軍慰的官

民需用として電要なる屋摂材とな'って今日に友んでい

る。

その品質について一書すれば、他の屋. 線材がその資材

の閣からとか〈品質にｾ響し屋根材としての耐用性を云

々されている際に、濁り厚型スレートのみは賛材を圏内

に仰ぎ( 観務上はお綿の使用を規定するがその圏内保有

i f t : よりして君主駐窓用は石綿を使用しなくてもい L とされ

た) 堅牢低壊にして需要衰の希望に剛L 、得たし、堅牢に

して耐火性を有し復興資材として章受趨のものとなってい

る。この事は現に厚型スレートによるイ也の屋根材の主事態

工事が比駁的多いと云う質例によっても知ることが出来

るところである。 9干しとの厚型スレートの品質もセメ ν

トのそれに影響されるところ大であって、セメ ν ト統制

時に於ては雑用セメ y トの混周も見られたのでるった

が、統制娘E豊後の現在に於てはその選惑を愈々巌買にし

て品質の向上に努めているから強度は径身大となってい

ると恩号。その上巌近に於て( ' I 各枇とも色瓦の製伶を開

始し、煉瓦、ｾ斗瓦、鬼瓦、巴瓦等の役瓦の充賓と共に

需要者の希望に添うま日〈努力しており、只に堅牢のみな

らず外観鐙裁の美にも一意専念しつ』ある。叉一方、屋

根e : . 1 . . - ての耐久性から見れば、主草き方からする影響も矯

過し得ない需要性があり、従来安材難から止め釘も鍛釘

を使用していたので・あったが、近時は亜鉛釘、銃j 釘等を

使用して堅碗性を矯している。以上の如〈外的な品質の

向上にも努めている次第ではるるが、一定の品質を持綴

するためには矢張り一定の償絡は維持する事が肝要であ

り安値( ' 1 結局その配合の低下を招来し、資材の節約より

製品の湾弱化をきたし、粗惑な製品の市場進出となって

〈る恐れも考えられる。殊に安値に抑えられることは各

工場とも機械の修理修繕を怠ること L なり設備機械の濫

用によって品質に薮命的な影響を興える結果となって現

われてくることが殻恕される次第である。

? " I : に厚里見スレートの償絡について述べれば、昭24、 8

20日附を以て統制の撒駿となったが、統制時に於てもそ

の債絡は③を若干 F廻っており徹底以後は殊に業者の婿

加による生穫量の滑大、官公聴の建築制限等による需要

の減少震が影響して債絡は相嘗に引下げられてきてい

る。1 . ' ] : 業者盤に生E量増加の妖況( 近畿地区) を怨げれ

ば次表の如くである。



工 場 般 | ff ，箆量投i I

昭和22. 12 9  
ロ，{}904EJPF  

23. 1  9  4，394 ，/  

24. 1  14 18，.'l8u' / 

24. G  1(; 31 ，255，/  

24. 7  ](i  28，284' / 

右表によってみれば生警は昨年 6 月を以て最高を示し

ている。之は古いま安者の復習と新しい業者の技術の向上

とによること勿鈴であるが、之に伴って需要殊に有効需

要は場加せず調! って在庫は矯加する傾向を示してきた。

その上新しい禁制主新JJ 路の打開よりも曾ろ古い事業者の

販路に喰いスり互に競容するという獄態を提出して、B l (

は〆 ν ピν グから. 威! i . 金詰りから、昭和24年欽から年

末にかけて安館による版貨を飴め、生産原償すら困重量と

なってきたのである。と q:主食て業者は何れも開業短

縮. 金書震の合理化等によってその経管に活路を開かうと

努力し始めたが、年本 1 月になってセメシトの統術が解

除されその結果はセメシトの値上りとなってきたのであ

った。元来この生産に於て! i . セメ γ トの生産原僚に占め

る割合は茜だ大き〈従ってより以上の生B1i制限波l士会祭

艶E曜のま日きものが必要とされるにしても、製品債務を引

下げることは出稼ないと L 寸現獄にある。

何れにしろ昨年の厚担スレート界Ii . 者艇の途を歩いて

きた。加うるに殴後長い間金業界殊に古い紫者が進駐軍

納入に渇tつれてー股民需えの宣俸を怠っていたことは否

定出来ないところである。昭和22年末頃から一般民需へ

銀り向けられた関心( i . 阪践としてはE吉宗前の銀絡に留り

哉は少し? p . 宣俸という形と伝って現われてきたのである

が、その時には業者の念搬な精加と相倹って、その販路

にヱ犠立地からする餓容が既に遜け得られない獄態とな

ってきていた次第で・早晩自由競容による自然淘汰が行わ

れ、結局高度の館率と良質依療なる思l品を製法し得るヱ

騒が者r : l J じて業界の秩序が侠復されることが殻想され

る。何本年にスって公共事勲章警の智大によって官公臨の

需要情加が預怒され、叉新築E訟の慶止から一般民需の槍

加も考えられて定年度の業界Ii . 昨年の如き苦民から脱し

得られるものと務恕される次第でるる。他方沖慨に於け

る米軍事S胞の建設も著聞に停えられるところであり、之

に闘する君主駐軍納入の復活も本年度に考えられる大きな

樗奥の一つである。之をE草するに本年度l主他の屋根材! i .

別として、厚，君主スレート業界は需要の精加と共に内部の

騒{ 際件を克服し、一麿の品質の向上と宣俸とを議礎とし

て圏内復興のため暦ー暦の貢献をするだろうと考えるし

叉したいと念願する次第である。 c高IIIスレート株式曾

事土大阪支庖j

7 ス フ ア ル ト 防 水

アスフアルト防水工事に於てＨ￬Ｎ殴前ｾは材恨の選定友

施工告書、下地や英他仕上等￦Ｎｴｉべてに直って極めて般事ｾ［に

規定され文賞際に行われていたが、殴容に依る原材草寺の

不足、人的裁は技術的責任感の事免除に加えて何事も聞に

合せ主義、粗製速行主撲が原因となり辰近に於て! i . 普日

の比般にならぬ程賞に備l暴な工高賢治: 往krrわれている事

を開< 0  1陀運算は他方面も問感であるかも知れないが、例

えばアスフアルトに就いて見てもプロジプスアルトを使

用すべき康上防水にストレート裁は石炭ピッチ等を使用

したり、Ｏｾーフイジグ及パ ｐ パリ ｌ て折 Ｎ れるもの浸透が

恐くて中が民自なもの規絡に通しないため耐久性を依く

ような安物を卒然で使用し、然も極端なのになると防水

筋エの筋合アスフアルトの使用量を重量ずる等登〈際然た

る思いを覇者じ得ないのでｾる。今やルーフイシグ類は統

制解除となり市. t ! a で良質なものが自由に符られ叉アスフ

アルトは未だ統制とは申せ券常に入手応繁になったので

賭官箸並びに一般政計事務所等でも良品を指定され所期

の防水工事向上育成に一段の掠導を切還するものである

専門技術を主主かしあわせて施工里総務の怠見も徴して仕機

密等。も作って鍛き充分な監督のもとに材斜と良心的責任

ある施工業者を指定され鼠僚を徒らに低めない{ 際件を附

せられたなら禽をを似する取であると思います。

近頃アス Y アルト防水工事に就いて安心出来ない・と云

う言裂を時 ｫ 聞くがｾ＼我々業者の恥辱であり心すべき

言書官であると思われる。これはアスフアルト防水工事が

不安なのでなく要は心なき一部施工業者の責任であると

考えらる。仕様糟にもとづき指定された材斜及使用量を

充分使って良心的な施工をなすべきは勿鈴契約後徒らに

仕様書の聖書更要問等はEま督者、施工者共に恨むべき事だ

と思う。建物愛E豊の施工費の些細の% 鍛字に過ぎない防

水施工聖堂ではあるが軍大な役期を務めていることを決し

て見逃してはならないものと考えるものである。( 大阪

国島蹟用化工事t式倉駅士)

櫨 材 と 建 築 材 料

安定鰹済 2 年の華青年を迎え事責園建築の法むべき方主主も

必然的に震より質去の鱒換がなされたことは園際貿易に

参加した我閣の工業水準を向上する上に極めて有意義で

るり. 同時に経済の安定乃至E霊言葉の安定化も正に昭和2ラ

年に始まるものと闘い得る。蛍nlt は耐火煉瓦各寝及び赤

煉瓦をZ盟主告し鍛カ乍ら品質の確保向上と良心的なZ認識を

日夜研究の線題としてｾｾず需要者と主主術的な橡討を加

えて需要者現犠に最適の製品をつくり上げることに努力
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を主贈っている。耐火煉瓦l士銀鋼、セメシト、電力、誼飽

飽斜、化事エ禦等各工繁に必須の費併であるのみならず

其の品質如何は忽ち需要者のｉＧｦＮＮ紫に及ぼすｾｉＡＡが大きい

だけに需要者の関心も非常に敏感となって来たことは我

図工業水準の向上に寄奏するものと期待して廃ります。

麟わくば衡嬬要に際しては使用館所、使用{ 際件其の他詳

細を御来示下さらば堅手前i 凋特の設備と技術により必ず

や品質、耐用度共によき製品を納入し符るものと磁f事政

しております。叉普通煉瓦( 赤係瓦) も製法工程を技術

的に改良し建築及窯盤材料として必要な篠件たる、形朕

寸法殊} こ耐臆強度に於て Ii . 他『止に見ざる優秀な献験結果

を持った製品を生産し、現在一般住宅建材、土建等を始

め各種盗事終機械の慈礎資斜及び鐙設用に使用され受駐が

J B' 大している。

因} こ事事尉;の工場とその主主主筆震は凡そ下裂の湿りであり

ます。

耐火各種煉瓦Ii . 貝録、平坂エ接、普通瓦Ii . 東京、岸和

田工島島で、各工場の綜合生産量に到する全図総生産量に

聖母する比率Ii . 粘土質耐火煉瓦 2 %、高額耐火煉瓦 5 %、

高築士質耐火煉瓦s o%、グロム煉瓦5 0 %建石焼i瓦 2 %、

普通煉瓦( 赤煉瓦) 1 υ%である。( 大阪緊量産株式曾耐)

タ イ l レ

思に希望的な意味ではなく、本年の ｆ イル界は健ｾな

第一歩を踏み出し得るものと信じます。

総殴後滋駐軍用設管物に到する多量の需要はとり出し

の総合を作り関市や商応街の整備に一役買ってー憶の落

着きを見せ、→悼* 各地に童書ピルの改修工事綬出、他

国除出には貿易再開後初首の活況を墨し、レート決定や

ポンド切下げ関係で現在ー阪の靭あれど近〈大量受駐の

見込にあり裁は阪に契約を終えたるもあり。

本年Ii . 閣内各地の復興と共に需要1' 1 ー暦見るべきもの

あり、塁手にJ1J iくならば自然の聖書として各工場l土相呼隠し

て本来の使命に立餓り殴前の如く喜ばれる F イル界に復

直書するのではなかろうか。筒今後の需要滑か1の縄由の

ーっとして殴後に於ける ｆ イルえの認識の霊 ｾＡｉＺを忽げ得

る。

. ! ! P ち民主図家の建設、そして明るい生活の景品めの F イ

ルの絡針必要性、しかもそれは効能の主主体でもな〈誇張

でもなL 、。

悲しむべき殴腕の跡、協土の中に鼠ピルの残骸} こ静か

に維鮮に物詩る務質そのもの』必然であり作意である。

私共は1950年を迦克この厳かなる歴史的事賓の前に夏

めてその駿貨を顧みるべき-を痛感する次第です。( 山本

繁華E商庖〉
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メ タ Jレ ラ ス

この頃のメタルラスは非常に懸い。まるで糸の様だ、

絵りにも粗悪なものばかりだ、か』るものを使って完全

な防火建築が出来るか、これは最近よく開〈雪穏である

が、それではメタルラス l士糸の設なベロペロのものしか

出来ないのか、普の援なよい品は出来ぬのか、否、普通

りのよいものが出来るのです、今 i1:l fi . 少ない重量材と経済

上の関係から良品が駆逐されてベロベロのラスがはばを

きかし駿者のひんしゅくを買った、極端なものは 2 尺×

6 尺 1 枚の目方が60匁と L 、う貧弱なものが多かった、漸

〈少しばかり向上して来たが末だ末だ良心的ではない。

闘の現伏より して今直〈・米閣の湿りにはゆかない迄も

せめて氷閣の4 ' 分位のものを使いたいものだ、J l Pち米圏

の態築で使用されているメ F ルラスは 1 平方溺 3 ボ Y ド

か、 3 . 4 ボ Y ドで一等星Eいものでも 2 . 2 ボ γ ドです

( ヌーヵーもそれより惑いものは絶劉に作らない) 一等

惑い 2. 2ボ y ドを日本流に換算して見ると、 2 尺 X 6 尺

1 枚360匁それをキ分} こして 2 尺 ><6 尺 1 枚180匁だ。大

陸メタ ルラスfi . 最低その位のもの 2 尺><6 尺 1 枚 180 匁

を使用せねばカも何もらったものでは沿い。

メタ ルラスの外リプラスも大分使用されて来た。リプ

ラスこそは品質も目方も昔忘れぬそのま L で設計者も務

負業者も心を安んじて使用さる、それは目方の俣湾化し

がないからだ、要するにメタルラスもロプラスも、いつ

どこで買うにも目方に注意して定量を標準に買うことが

震も必要な係件だ。

メタ ルラスの種類ど値段ば寸法 2 尺><6 尺のもので、

10:>匁32園、 130匁38園、 150匁45圏、 200 匁58園、 8∞ 匁

85園、 100匁110園で 1 flPは 8 倍である。

リプラス Ii.厚 G. No.  ＲＸ より ＲＴｾ 室、高さ各Ｅヘ目方 ｉ ￬Ｎ

1 坪 1 貿 200匁より 1 貫8∞匁迄で、 1坪の値段は620園

より ＷＷＰ 固ま長で、叉高さ号 ｾＹ のものは Ｑ 坪の目方 Ｒ 質 ＲＰＰ

匁より 8 貫匁迄で、 1 坪の値段li. l ，250園より 1，600園起

でるる。( 奥村重兵衛商底)

家 具

昭和25年の家具界Ii . 穿登復興と云L 、ますか、車各殴直の

後臨時的な復興でな〈大地に根をおろした復興の援であ

ると思います。J i ! Pち品在重品質に於て殴前を凌駕するでし

ょうし、僚絡のE誌に於ては鰍甚な自由競争になる事と思

います、一方には優良な品質の競守、一方には激甚な償

絡の厳守、之を上手に利用して業界をよりー麿霞展をす

るか下手に利用して業界を再び立上る事の出来ない羽目

に溶し入れるか、一つに吾等業界人に銀せられた昭和25



年の何よりも大きな際題であると思います。

今一つ{ i . 繁界の苦しみの極‘ でらる物品授が依然とし背

のま L で存観されている事です。全部とは申しませんが

他の品種には相蛍額の減税になったもの、甚しきは登駁

されたものもある事{ t 既に御承知の湿りであります。

不幸家剣士新種商法共T 額と云う 3 翻課aであります、

只政令に依り免震黙が若干引上られた程度であります。

先に申 L 上げました湿り品質と慣絡の激しい競容はや L

qもするとこの物品設の納震に大きな間遭いを起し安いの

で為ります‘ 併し之を誤りますとそれこそ納税繁華若者で

ある製溢業者{ i . 破綻の運命となります。業界の健全な霞

遂のt誌に阪賓業者の協力を得て物品続の納授を完遂する

事が父業界人に探せられたる大きな燥題であります。建

築業界各位の f旨毒与を得て健全な震建を期しずらこL 、と考えま

す。( 大和工業株式曾置土)

サンライト( 特種硬質化事繊維桓〉

サν ライトについては、 「重量築と胞; 舎J 10l J ! ! ! に於て夫

々略述しておいたので、如何なるものであるかという憶

は簡臓にし、 2壁際の日皮質がどうか、施工経過がどうであ

ったか、改良された製品がどうであるかというような院

に腕れてみたい。

①サ ν ライトと{ i . - f青還したグラシドパルプに特殊

化感薬品を混入し、 3，000 噸プレス lこより態時t 間高温j ' i 1:i

ｾしたもので、他のテツグスの如く殴品によって成作さ

れたものとは登然異なっている。

②サ Y ライトを使えば一一0 乾燥不要、 O 強靭で、し

かも釘打、銀、飽自由であるから施工簡便、 0 耐火、耐

水防音、防寒署、以上により( 1  ) 建築時間 ( 2 ) 工賃

( : l ) 塗狭量Eが極度に節減される。

①サ γ ライト版慶一一約 1 ヶ年君主陸軍用として納入し

た後、園内販阪及び総出を開始したが、何分ｾ然新製品

の事で多少の者努{ - j : 有ったが、前j遠の諸隠を認められ次

第に阪寅敏設の ｉ 曾加を見、 ｾＴ 竿 Ｘ 月 Ｒ ， ＰＩ ゐ下、 Ｙ 月 Ｒ ， ＰＰＰ

10月4，50}J 卒、 11. 12月! l / OJ 坪、その他続出ではマニラ

濠州、印度に向け 10. 11. 12月平均約5. 000坪の出荷を完

了した。しか0 l o年度に至り極東軍沖縄方聞の注文が激

t脅し、圏内版賓を或る程度コ Y トロールするか、設備を

靖さねば受注しきれない現獄となっている。

①圏内用施工経過ーーサ Y ライト I- j : をくの新製品で 、

その使沼方法については、米経訟の方が多 〈伸縮その他

により少からずご迷惑をかけたような向 もございました

が、 ( 今まで恵、い所l士信用にかけて全部寂傍えました)

現在では安心してつ使ていただける改良サユノライトを完

成いた L ましたから、との艇との交回より離を大き〈も

ておす L めいたしたい。

叉、多滋の箇所用としてはオイル加工したもの完を耐

火用としては濃密の務品を浪人して飽聖母燃えないものが

出来上り、近 k 市場に出廻る惑になっていますから御期

待下さい。

伺償絡の富誌で品質が制約されていますが、アメリカ製

品と何ら望号らないものが出来ますので、商家 100年の計

のｾ、各位の絶大な御協力を御願レ致します。 ＨＸ 本レ

イヨシ株式倉市土)

洋
瓦く高熱1鹿成品〉

陶捺瓦( - j : 東院玉留に瑠璃瓦と詩型して使用されたるもの

にて、勅楽を施工したる瓦の表面l士、熔解されたる硝子

質皮膜を以て優雅なる光揮を表はし、阪水性事E慢に無〈

色彩不書警のため、美術高級建築向であります。主要生護

地は土貨の関係上、ｾ知豚高演町附廷にて ＲＶｔ 媛ありま

す。

製品{ - j : プレ γ チ瓦、 S 型瓦、日本型瓦等にて色合を溢

段、利裂の 2 種あり、恩僚も大陸坪醤りl ，! i OO園より

3，000 圃混各種にて、 1 ヶ 月 の 生 産 量I- j : プレ γ チ瓦約

ＱＵ ， ＰＰＰ 坪、 ｓｾ 盟約 ＱＰ ， ＰＰＰ 停、日本型瓦約 ＳＵ ， ＰＰＰｾ 等でら

ります。

色合は赤禍色、無得色、総色、腎緑色等あれ品質f-j:

上質石炭入手出来得る縫製品l主非常に向上し、殴前以上

に進歩震度しつI . . ( b ります。

和 瓦( 粘土慎成品)

遺構黒瓦と云L 、、 E霊地に( tって値段に大きな差があり

ますが、関西崎直では淡路j J ; ; 瓦が値段と地主史的関係上尤

も多〈使用されます。

製品は淡路瓦、明石瓦、三世t ' ，瓦等にて、思償I- j : 大陸停

首り 950園より 1，600国記で 1 ヶ月の生警坪敏は淡路疋約

45，0附坪、明石瓦、約8，000坪、三世l瓦約')5 ，000 坪等で

あります。

粘土瓦は未だ@疲止なく、承1瓦は@以 下、洋瓦I- j : @以

上の値段です。( 東洋洋E 株式曾枇)

( 本展望集{ - j : 嘗曾より原稿依額司会しもの L 内、編集〆

切目迄l三容稿された分のみを扱際致しました事を御諒承

下さ L 、)
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禽
査 1 月

主 記 曾 H I 零時rゃからI問円ピル寝耳具合提案

王将積英他協協

編 集 曾 10 EI 1 時一 2 時分室大林委員長外 4 名

4 月放迄編集家項、名簿関処質行の件等協議した

13日4 時分室塁問委員長出席街稽外岡雑誌側股及 4 月

競計霊協務

常任理事曾 10日1 時一 2 時 分 室 蕗 木 、 東 畑 、 足

E思Z算定例協議

理 事 曾 10 日2 時 牛 倉 健 S 階 竹 腰 曾 長 、 妹

尾監事外14名出席下記協議した。定款改正字句決定の

件、 3 月30日創立総念日催の件著書毅委員曾一任、大丸

とF イアヲプ展準備の件、入札制度に闘する件、創立

35年事紫針盤の件、入退曾詮衡の件、 12月分曾刷、講

習合経過、放木村理事呑: r r 糾飯末、曾勢委員舎、各支

部動向、建材審査経過穆曾支部との連絡等略報告

曾勢委員曾 11 自分室山本剤費員長外出席 1 月以

降高野望興計霊協議

建 材 部 曾 17日 正 午 朝 日 ピ ル 菅 木 幹 事 長 州O名

通産省建材課長伊藤愈太郎氏を中心に穫量迫合理化} こ闘

し意見交換後をく関西建材関係者の大食を催し本問題

につき活動を起すZ告を協捜した。

展覧曾準備委員曾 18日8 時朝日中野理事、小林

滑委員、波多野大j I . 建築相談所長木下役飾、大手日常務

理事等曾合展腎曾開催} こ関する件を協議したが更に23

自分室で中野、塁、小林委員曾合懸賞募集索を協織した

建材審査分科曾 26日上六関念ホテル竹内孝委員外

集合z マヨート塗籾使用E聖地被査を行った。

遇 常 徳 曾 27日2 時建設曾館 3 階竹腰曾長外E昭事

者合員18名出席、委任朕 295名監事前、務員選恕範行、

定款 1 部望号更を決定した。

東 海 支 部 1 月勿々より鍛問委員曾開催 3 月放縞

集につき協駿した。 30日4 時から玉置支部長外10名、

役員曾開催犬和理事列席、 3 月競原稿引受、総曾開催

英他諸般事項協議した。

京 都 支 部 20日3 時より安部にて役員曾開催松井

支部長外10除名、大和常連事狸事列席、支部評議員、湾

政選怨の件、綿曾開催の件、名簿調製協力、合員倍加

運動、繋算、決算、事業等主主:8 月頃京都版原稿集牧等

協議した。

兵 庫 支 部 28日3 時工業f[ l 合岡本支部長外、本

都大和理理解列席綿曾、開催降摂員、役員選穆、名簿、

曾員募集、i $ 祭計室等協議した。

中 園 支 部 1 月14日成鳥ガスピノレ見撃開催50録名

出席ｾ曾
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主主』箆重L 金 大 阪 側 委 員 舎 で11 : 獲さの欄外

山の見準も興がないと趣を代へて 1 月21 同士限の午後

3 時から中腐の大阪飲舞伎観闘を催 L た。常日 11家1氏

同伴歓迎とあって見撃にめったに望号を現さない珍 しい

アベッ P * ，l l . と矯人の来愈が多かったが織委事G壬人で大嬰

賑かだった、安部建設株式曾舵の斡旋で東西四小間宛

の筏駁に陣取り甘1t ヨI ' l章夫々思い思いの馳走も出た稼

で利かに愉快な4 自治: 過され此催しIt 時々やって呉れ

との注文も主〉った。本館しに蛍初から嘗日閉曾迄終始

大型壁御世話頂いた安部n( t長の向車t 各位に聖母 L 紙上から

厚〈御回申上げる。 0 委員提。

後 記

理手立ちかえる昭和25年の建設業界も、神慌の建震、外

資寝入による新建築に、臨主主規則の大巾緩和等に希望

書、る明るい年たらん事を期待する。この時に蛍り本音主

も最近特に建築資材として利用債f直を野債されつ』あ

る飽金属を探上げて、斯界の織成者より策定なる資糾

を得、之から伸ぴんとする我が建築技術界に、叉新時

代の建築材殺として害者兄に建具する所あれば事態で為

る。

教が図の俣の復興l主今後に倹ワ所大である。殴宗と云

う2さ自による按術界の開きはあづたが、アーチストと

してのプライドを堅持しつ L 今後の建設界に若き新港

建 築 家 の 進 出 を 期 待 す る 次 第 で あ る 。 ( 編 集 子 )

建 築 さ 枇 舎

第 3 0輯 第 1 2 競

資償 1 部60国( 遂事等共)

昭和25年 1 月25日印刷・昭和25年 2 月 1 目安行

編 集後行人 戸 JII 5.ム

滋 行 所 在要日本建築協曾

大阪市北区中ノ島8ノ3朝日ピル

常話{ 土佐煽 @1836 ・3631番

l北 演 ③1334 - 9 番

銀 事 手 口 座 大 阪 3 9  9  7 5 番

大阪市西区江戸期上通二丁目

印 刷 諸 井 津 英 誇

大阪市西区江戸沼上通二丁目

株 式 曾 駐 大 洋 枇



程 築 積 算 便 覧 ( 第 9 問)
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日 本 標 準 規 格

標 準 形 鋼

第 2 6 競

類 別 G 15 

頁 1 1  

潜 形 鋼

- - . . ー・・句

! 旧サ

AJ. rT-- -t... 

|にふ壬! ー

断 面 積 | 窓 量

A  X  B  I  t1
も

2 I  r l  I  )・2 I  J nm
2  I  k g f m 

-

75x4o 1  5  1  7  1  8  1  4  1  881. 8  1  6. 92 

-

100x5o 1  5  1  7. [> 1  8  1  4  1  1192 1  9. 36 

-
125x l15  1  6  1  8  1  8  1  4  1  1711 1  13. 4 

-

150X70 I  6  I  8. 5  I  9  I  4. 5 I  2009 I  15. 5 

一 一
150x75 1  6. 5 1 ) 0 1  10 1 巧 1 2371 1  18. 6 

-

I ROX7.5  1  7  I  10. 5  1  11 1  6. 5 1  2720 1  21. 4  

一 一 一 一
180x 9o  1  7. 5  1  12. 5 1  13 o. 5 1 必 7 1  27. 1 

一 一 一 -
200><70 I  7  1 10 I  11 I  5. 5 I  2692 I  2t. 1  

200x8o 1  7. 5  1  11 1  12.  1  6  1  3133 1  24. 6 

200x9o  I  8  I  13. fj I  14 I  7  I  3865 I  30. 3  

一 -
23ゆ><80 1  8， 1  12 1  13 1  -6. 5  1  3612 1  28. 4 

一 一 一
230><9o 1  8. 5 1  13. 5 1  15 1  7. 5 1  4214 1  33.1 

一 一
2.50><8o 1  8  1  12. 5  1  14 1  7  1  3851 1  30. 2 

一 -;&[1υ>< !J O  I  9  I  1吊 I 14 7  I  4407 I  34. 6  

25日><90 I  11 I  14. 5  I  17 I  8. 5 I  5117 I  40: 2 

坊ゆ ><1ω 1  9  1  13 1  14 1  7  1  4937 1  38.8  

2: 1¥11>< JCゆ I 11. 5 I  16 I  18 I  9  I  6137 I  48. 2 

一 -
300 ><!:Ii) 1  u  1  1  a  1  14 1  7  1  4857 1  38.  1  

300x 何) I  10 I  11>. 5 I  Ul  I  D. 5  I  o574 I  48. 8 

一 一 一i  00>< 10:.1 1  10 1  16 1  17 1  8. 5  1  5附 j I  46. 8 

30ぺ><100 1  12 1  18 1  21 1  10. 5 1  6883 1  54. 0 

一 一一380>< 100 1  10. 5 1  11i  1  18 1 日 1 69呪:9 I  54. 5  

380>< 100 1  13 1  2ゆ 1 24 1  12 1  8571 1  67. 3 

寸 法
m n、

大正十四年三月二十七日決定 | 工 業 品 目 点 二 釘 日 | 昭 和 五 年 十 二 日 脚
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日 本 標 準 規 格

準

類 別 G 1 6  

標 形 鋼

附 議

頁 1  2  

溝 形 鋼

ｾＢ・‘ ｴL  

、ー

慣 性 モ ー メ γ ト J  _ a12 .‘ 
.  

回 間 正ド 笹 i  ＢＢｾｊＯ ｉｴ＠ 束 札

断 国 係 • Z = J / e  

( a=1筋 商 積 )
' (  

主 要 寸 法
m m  

軍心ノ位置 慣性モーメ〆ト

回鶴牛1! l ! c m 断関係銀 c m
8

c m  c m
4  

A  ｾ＠ B  も1 t2 Cx Cy  J x  J y Ix I Y Zx Zy 

75x  40 
5  7  

。
1. 27 75. 86 12. 40 2. 93 1. 19 20. 23 4 . M 

100x 50 5  7. 5 
。

1. 55 188. 9 26. 87 3. 98 1. 50 37. 79 7. 82 

125x 6o 
6  8  

。
1. 94 425. 2 65. 45 4. 99 1. 96 68. 04 14. :16  

150X 70 6  8. 5 
。

2. 04 721. 3  89. 10 5. !J 9  2. 11 96. 17 17. 97 

150X 75 6. 5 10 
。

2. 31 864. 8 122. 3 6. 04 2. 27 115. 2 23. 58 

180x  75 
7  10. 5 

。
2. 15 138:雪 136. 5 7.1:) 2. 24 153. 7 25. 53 

180x 90 7. 5 12. 5 
。

2. 85 1836 258. 2 7. 29 2. 73 204. 0 41. 95 

200x 7U 7  10 
。

1. 81号 1624 112. 5 7. 77 2. 04 162. 4 21. 83 

200x 80 7. o 11 
。

2. 24 1949 177. 1 7. 89 2. 38 194. 9  30.7δ 

200x !iO 8  13. 5 
。

-2. 77 2493 285. 6 8. 03 2. 72 249. 3 45. 85 

230x 80 8  12 
。

2. 1o 2902 200. 2 8. 96 2. 35 252. 3 34. 22 

230X 90 8. 5 13. 5 
。

2. 58 3491 303. 3 9. 10 2. 6R  303. 6 47. 26 

250x 80 8  12. 5 
。

2. 11 3631 210. 0 9 . π2 . 8 4  290. 5 35. 66 

詰oI ) X 以)
。

18 り ｾＮＴＲ＠ 4 UH 3t脳. 0 日. 74 2. 64 d;14.5 4u. 47 

2!ぅO x ω 11 14. 5 
。

2. 39 4685 341. 7 9. 57 2. 58 1174. 8  δ1. 68 

280X100 9  13 
。

2. 64 6日.::l tl 4!li:l..::l 111.1}622.  .9δ 423. 4 58. 1臼

280x 100 11. 5 16 
。

2. 68 7146 515. 0 10. 76 2. 90 510. 4 71).36 

300X 90 臼 1il 
。

2. 23 6435 324. 7 1.1. 51 2.5δ 42}l . 0 47. 95 

300X 90 10 15. 5 
。

2. 33 7403 373. 2 11. o4 2. 59 493. 5 5.5.99 

3UOX10リ 10 16 υ  2. 71 8167 514. 2  U. 71 2. 匂4 o44. 5 70. o6 

80: >x100 12 18 
。

2. 71 9166 574. 2 11. 54 2. 89 611. 0  78. 71 

380x100 10. 5 16 
。

2. 41 14481 55古. 9 14. 45 2. 83 762. 2 73. 32 

380x100 13 20 
。

2: 50 17564 671. 2 ＱＴＮＳｾ＠ 2. 80 924. 4 8! ).49 

| 工 業 品 規 格 統 一 調 日
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日 本 標 準 規 格 |第 2 6 競!

類 別 G 1 5

標 準 形 鋼

頁 1  7  

トコ? 一

J  

乙 形 鋼

|トr. T  ｾｯ ＺＺｩ＠ 一日

- t t  

ドヘ 』寸|

ｾ＠

l←一_ a - L . J

寸 法 m m  

断 面 積 霞 量

A X B X C  t
1  

も
2 rl  ｲｾ＠ m m

2  
kgJ m 

70x50X40 4  
5  5  8. 5 695. 5 5. 46 

10: >x50X40 4  6. 6 6  5  981_7 7. 86 

100X70x60 7  9  9  6  1763 13. 8 

130X70x60 5  7  7  5  1500 11. 8 

130x80x70 8  11 10 8  2529 19. 9 

150x15x65 6  8  8  6  1936 15. 2 

150x80X70 7  U  9  6  2993 18. 0 

150X85x75 9  12 11 8  8078 24_2 

昭和四年十ニ月四日決定| 工 業 品 規 格 統 一 調 日 |  
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5.8  

7. 鋼 材 の 定 尺

丸
鋼 6 - 8 mm中 12尺 ・9司 18; nm中 12. 15. 18尺 ・19 mm以上 15.18尺

角
銅 1 9 mm中以下 12尺・ 1 9 mm中以上 12. 18尺

ｾ＠ 鋼 巾 19- 125mm・厚 6- 25mni. ・長 12. 15. 18尺

等 迩 山 型 鋼
1途4 o mm以 下 18尺 ・1溢5 0 mm以上 26- 40尺

不等溢
// 

各大サヲ遁ジ 25- 40尺

1  . 巳 型 銅
// 15- 40尺

8. リベット及ポールト・ナット11: 盛衰

径( 吋) →
号与タ x  %  ろ4

1] 丸 頭 定 位 1 0 0 ケ に 付 き
0. 67kg 1. 76 3. 62 日. 05

，、.  
丸 頭 製 作 に 製 す る 付 斜 長

13. 1mm 28. 81 28. 57 31. 75  

ツ

卜
羽 下 1 mm

0. 053J ，g  0. 092 0. 143 0. 209 

頭部の重量主
0. 67kg 3. 58 7. 18 11. 9  

首 下 ネ ヂ 無 部 1 mmA :I!監
0. 0532kg 0. 0917 0. 1425 0. 2086 

。 ネ ヂ 部 1 1Tl m 窓 盤
O. 0443J，g  O. り783 0. 124 0. 1862 

寸ミ

ナ' 7 トの重量
1. 30kg 2. 90 5. 20 9. 0:> 

)J，.. ナットの高さ
l Om m  13 1li 1!) 

ト
大 サ ( ー 漣 ) m m  28 34 40 

.  
角

ナ 厚 サ
ml l 'l. 3  3  .3  

、"/ 磁
100 枚 の 震 盤 ( kg) 1. 1  1. 8  2. 4 

ト
金

/ /  ( 貿) 0. 294 0. 481 0. 641 

//  (l ' g)  9  1. 35 2. 14 3. 45 

// ( 民) 8  0. 36 0. 57 0. 92 

Ir l.1n  

11 

9  12 16 19 

分
3  4  5  6  

( 註) 座金の大さ l土木塗の湯合! ' l : 上表より大なるを聖書す。

従 材 紙 盛

( 主材にグ)
到する

卒 錫 . 型 鎖、

切 拾

- 38 ー

織 量

%0。位とす。

7γ8 

10. 25 

:18. 1 

0. 286 

17. 8 

0. 2834 

0. 2559 

13. 00 

22 

48 

5  

3. 3 

0. l:j 81 

4. 70 

1. 262 

|十|

1  

f 劃

24. 9 

0. 374 

O. ＺｾＴＰ＠

17. 80 

25 

55 

5  

4. 1 

1. 275 

4. 臼9

1. 33 

25 

8  



坦巴品主 ｡ 品作昨日叫 ＭＧＺＺＧＺｾｊ ｟ Ｂ Ｂ山今日 ＮＮＮＮ Ｖ｟Ｎ ｟ ｾ ｾＮｊｾｾ日常 ι ＢＧ ｟ｌ ｾｾＮ ＿Ｚ Ｇ寸ｾｾＮＮＮＮＮＮ，，Ｍｾ｟ｪ，ｪＧ＾ ｟ ＧｃＢコ 弘ｊＺＡｩＺｫｬＱ￬ｾ哩曹 ｒ 司咽ｾ相 官加思 惑沼田開閉盟問ｬＡｩｬＱｬ￦盟諸毘廼

1. ｾ同副冨己
・5ヌ邑，T -sc Ei  

『伸びる家』設計圏案懸賞募集規程

本ｾは未望号事専の住宅難に鹿するため下記の如〈汎〈一般に募集す。

その設計について は 、質索、堅苦Eを旨とし 安全、快適、衛生、健利、耐久の鮎 に於て、現在の生

活援式を基調とする色 、在来の慣習に捉われる こ 主 な し 将 来の 日本住宅の師趨の針路を遁h 1 i iに示す

もの 1: ることを，切に望u' 。

「伸びる家」とは 、新婚の家庭を基本と し、将来家族の増加に伴い、 12築蹴践な し得る住宅のJ こと

を云い、こ" Iこ於ても基本住宅に将来の増築計撃を含む設計園笑を三RU'。

2. 慮募設計要件

( イ 〉 敷 地

その位置 、者g市近郊より窓ぴ、大きさ 、方イ攻、道路 、隣地との開係なさ' 任窓、に想定すること

くそ のが:況については設計説明の項 に明記すること〉何行の地に於ても市街地建築物法の適

用を 受けるものと す。

〈 口 〉 建 築 面 積

第 1 期ぐ基本〉住 宅 6 - 1 2坪 第 2 期( 靖築後〉延20- 3f 1坪まで

〈 ハ 〕 所 要 室 任 意 と す

〈こ〉 家 族 教 第 1 期( 基本〉夫婦 2 人 第 2 期( 増築後〉夫婦 2 人、子供 2 人- 3 人とす

( * )  様式、材料、構造は任意とす

3. 所要国菌忍び設計説明

〔イ〉 平 面 園 縮尺50分の 1 ( 北を上方に記入すること〉

( ロ〉 立 面 園 縮尺50分の し 2 函以上( 透税 関に表われF る側を含むものとす〉

第 1 期、第 2 期夫寸別々に認めること。

〈ハ〕 透 視 圏 外 部 第 2 期〈増築完成後〉のも のを議〈 ものとす。

くこ) 設 計 説 明 その! 祝宴を簡明に岡面の飴白に記入すること。その他、創意工夫白黒占めれば

言宗記すること。

4. 入選者の人数並に賞金

入濯 3 名 賞 金 登 寓 困 宛 佳 作 5 名 賞金 参干闘宛

5. 締 切 期 日 昭和25年 3 月15 日疋午

6. 嘗選者の設表 審査の結果は本人 に通知をなすと共に 「建築主枇合」誌上に登表す。

向お、入選 、佳作園案は 4 月下旬開催殻定の大阪大丸に於ける住宅展に展示する強定なり。

7. 審 査 員 ( 五 十音/1頂〉

小 林 清 ( 大 谷 女 専 講 師 〉 中 野 鵬 女 郎 〈都鳥工業高等妥校教頭〉

棚 橋 詰 〈京都大泉毅授工博〉 蹟 瀬 初 夫 ( 竹中工務底設計部長〉

東' ) : nI 謙 三 ( 東*01建築事務所 b 長〉 村 野 藤 苔 〈村野 建 築 事協所キ長〕

= 木 柴 逸 〈大林組第三建築課長〉 吉 田 安 三 郎 ( 大 阪 府 建 築 部長〉

8. 慮 募 心 得

〈イ〉闘面は大き 3 、縦 50輝、横70掘の潜用紙に墨書すること。透i i ¥見聞 も墨一色仕上とす。

〈ロ〉 薗商には暗蛇( 文字 に限る〉を右下隅に附し、別に 暗競並 にイ主所、氏名、 職業( 勤務 党共ヲを

記入せる紙片を繁封し、封書;の表面には前記暗践を記入すること。

( ハ〉目撃慕潤案に閥 f る一切の権利は本合に賄事号するものとす。

( ニ) F墜事頭集は一切返迭しない。

〈ホ〉 鷹募圏実送附先 大阪市東直京橋 3 丁目 大阪建設命館内

日 本 建 築 協 合 分 室 宛 以 上



置理問顎将軍慰問河ＡＧｅＡＡＧ宣明富 号訴者ｾ宝ｾ ＢＧＧＧニ エ羽田ｾ｟ＺＺ［ｾＧＡＧＺ品 、 Ｇ Ｎ ｾｾ［［ＮＺｬ￰Ｗ Ｎ ι ｾ ψ ］ 喧 炉 問坦之町民三 点 、ｾＮＮ，冨 Ｍｲ Ｂ， ｟Ｎｪｾ Ｎ ｾ ＮＮ ｟ ｆＮＢ ｻ ＩｦＺＡ ＮＮ ｬＡ｟ＮＮＡｴ Ｚ 九胃 ＺＮＺＭＮ＼Ｎ ［ＮｾＮＮ唱陪ｾＮ

奮 員 募 集 に つ い て

合勢委員食では講演合、見察合等を催し合員相互の親睦を計ると共にその向上に努めて居ります

が. 一面皆綴と共に合勢の護展を期し .rこい念願であります。今般合員名簿調製に伴い曾員傍加運動

に渚・手して居ります。

就きましては此の際審員各位御一名につき新人富者一名を本年 度 末 迄 に 是 非 御 紹 介下さるよう御

1Zhカ御援助方御願い致します。

迫而、入険金100困、合費月 80園、イE し大版、和歌山及び各支部に漉せない合授は月 64闘の割。

呼1; 合員は地域を不問、入合金50圏、舎費月 50囲 の 割 。 ( 但 Li 金書員は車生に限る〉

術 2 蹴E 合員即ち合枇、商庄等は入合金不要、合礎年額一口につき 1，000困

申 込 所

( 大阪事務所) 大阪中之為朝日ピ Jレ内lk市内東区矢紳繍建設曾官室内木食事務所

( 利政山事務所) 利政山市三木町南之町 島村議築lli 務所内

( 京 都 支 部 ) 京都市中京直爽川通河原町東入京都支部( 京都、滋賀際下)

( 兵 庫 安 部 ) 神戸市生田区備磨町4 o 大輿ピル 1 階竹中工務白神戸。支活内( 兵庫膝下)

( 東 海 支 部 ) 名古屋市中医療町 土木建材協舎内( 愛知、岐阜、三重勝下)

( 中 園 支 部 ) / 1. 青島市図表、寺町 土建曾自室内( 山口 、廃鳥、岡山、島根、鳥取阪下)

( 九 州 支 部 ) 踊岡市渡透通六丁目 建設曾館内( 九州、l一回)

建材審査委員会設置の件 〈需めに l怒じて一般資材の容主主を始めましfこ〉

建材の審奈については本合多年懸案中のものでありましたが、今般之を覧施する事とし下記焼程

に基き新設の建材審査察員会「が笈行に着手する事となりました。復興途上に於りる建材並に斯J ' i ! . の

向上夜遠のため大方の御支援を賜1 ) t: ｾ、と存じます。

術ほ優良品に劃しては希望により本舎に於て優良設明書を穣行します。 sm係各イすは庚〈例l 宜 停 の

上受若手申込の斡旋につとめられ、本目的建成に協力されん事を御願します。

( 規程、申込舎御入用の時は本合事務局へf.li jJ 知らぜを乞う。〉

建 材 審 査 委 員 曾 競 程

]  .本雲員舎は一般建築資材の調夜、研究、試験等をなし審斉の結果良否を認定し以て斯界の向 上稜

濯を闘ることを目的とする。

2. 本 審3容を受げようとする者は一件毎に所定の申込智に別に定める若手ヨ集合授を深へ現品其の他本合

が指定する資料を提出する。

3. 容斉の方法は依頂者より説明を聴取し調査、研究安は必要に感じた試験分析等をする 0

4. 本委員舎の意見は全委員 3 分の 2 以上を以て決する。

3 .若手奈の結果、優良品に劃しでは一件毎に別に定める調奈費用を申し受け使良詮明書を夜行する。

其の他のものに到しでは意見を附げて申込書に通知する。

6. 俊良詮明書を蛮行し? こ場合は建築と祉舎に掲載する外諸官腐、設計関係者に周知につとめ向ほ遁

嘗の方法で宜保する。

7. 優良詮明書に到する責任は審奈委員舎に提出された現品について負うものであ.る。

8. 優良誼明書は霊行自より一ヶ年有効とする。

9. オ: 詮明容を不正に利用された笹情剣明し f 二時は直に取消の通知を嘆すると共に一般に公涙する。

10. 既納の合費其の他は如何なる場合でも認戻しない。

11.*規程の改療は理事舎で定める。

12..本規程は昭和24年10月 1 B より賓絡する。 以 上



-

第

三

一

集

第

二

号

掲

載

広

告

一

覧

(

掲

載

順

)

協

和

製

作

所

ケ

ン

ト

ク

明

正

社

左

芸

組

近

畿

電

気

工

事

大

阪

城

口

研

究

所

大

阪

電

気

商

会

大

阪

暖

房

商

会

桐

田

商

会

斎

藤

久

孝

須

賀

工

業

西

原

衛

生

工

業

所

建

材

社

大

和

工

業

大

阪

ス

レ

ー

ト

工

業

栄

興

商

会

保

坂

工

業

所

日

新

工

業

日

本

セ

メ

ン

ト

防

水

剤

製

造

所

江

昌

工

業

所

朝

日

設

備

工

業

内

外

土

木

建

材

社

丸

藤

商

庖

芦

屋

左

官

工

業

所

満

点

製

作

所

三

高

製

作

所

中

川

ラ

ス

製

作

所

下

村

工

務

自

ラ

イ

ト

ラ

パ

l

興

業

鈴

木

シ

ャ

ツ

タ

ア

工

業

平

山

円

治

商

出

日

建

鋼

業

林

塗

装

府

大

阪

建

材

工

業

山

源

商

庖

高

防

ス

レ

ー

ト

樫

野

石

灰

工

業

石

田

控

材

応

三

幸

商

会

産

業

ス

レ

ー

ト

興

亜

建

材

工

業

所

神

治

屋

木

府

協

和

建

材

工

業

ナ

ニ

ワ

瓦

中

央

商

会

山

本

建

材

社

水

島

商

底

佐

村

木

商

底

浪

花

工

房

天

王

寺

木

工

質

珠

図

高

田

ア

ル

ミ

ニ

ュ

ー

ム

三

菱

電

機

砿

物

繊

維

販

売

懇

話

会

西

部

会

小

野

田

セ

メ

ン

ト

製

造


